
構造体コンクリ－ト現場の圧縮強度試験供試体(JASS5T-603)は、標準養生、現場水中養生及び現場構造体コンクリ－ト現場の圧縮強度試験供試体(JASS5T-603)は、標準養生、現場水中養生及び現場構造体コンクリ－ト現場の圧縮強度試験供試体(JASS5T-603)は、標準養生、現場水中養生及び現場構造体コンクリ－ト現場の圧縮強度試験供試体(JASS5T-603)は、標準養生、現場水中養生及び現場構造体コンクリ－ト現場の圧縮強度試験供試体(JASS5T-603)は、標準養生、現場水中養生及び現場構造体コンクリ－ト現場の圧縮強度試験供試体(JASS5T-603)は、標準養生、現場水中養生及び現場構造体コンクリ－ト現場の圧縮強度試験供試体(JASS5T-603)は、標準養生、現場水中養生及び現場

封かん養生とし、採取は、打ち込み工区ごと、打ち込み日ごととする。また、打込み量が150m3を封かん養生とし、採取は、打ち込み工区ごと、打ち込み日ごととする。また、打込み量が150m3を封かん養生とし、採取は、打ち込み工区ごと、打ち込み日ごととする。また、打込み量が150m3を封かん養生とし、採取は、打ち込み工区ごと、打ち込み日ごととする。また、打込み量が150m3を封かん養生とし、採取は、打ち込み工区ごと、打ち込み日ごととする。また、打込み量が150m3を封かん養生とし、採取は、打ち込み工区ごと、打ち込み日ごととする。また、打込み量が150m3を封かん養生とし、採取は、打ち込み工区ごと、打ち込み日ごととする。また、打込み量が150m3を

こえる場合は150m3ごと又は、その端数ごとに1回を標準とする。1回に採取する供試体は、適当な間隔をこえる場合は150m3ごと又は、その端数ごとに1回を標準とする。1回に採取する供試体は、適当な間隔をこえる場合は150m3ごと又は、その端数ごとに1回を標準とする。1回に採取する供試体は、適当な間隔をこえる場合は150m3ごと又は、その端数ごとに1回を標準とする。1回に採取する供試体は、適当な間隔をこえる場合は150m3ごと又は、その端数ごとに1回を標準とする。1回に採取する供試体は、適当な間隔をこえる場合は150m3ごと又は、その端数ごとに1回を標準とする。1回に採取する供試体は、適当な間隔をこえる場合は150m3ごと又は、その端数ごとに1回を標準とする。1回に採取する供試体は、適当な間隔を適用は適用は適用は適用は適用は適用は適用は 印を記入する。印を記入する。印を記入する。印を記入する。印を記入する。印を記入する。印を記入する。

おいた3台の運搬車からその必要本数を採取する。なお、供試体の数量は、特別指示なき場合は、おいた3台の運搬車からその必要本数を採取する。なお、供試体の数量は、特別指示なき場合は、おいた3台の運搬車からその必要本数を採取する。なお、供試体の数量は、特別指示なき場合は、おいた3台の運搬車からその必要本数を採取する。なお、供試体の数量は、特別指示なき場合は、おいた3台の運搬車からその必要本数を採取する。なお、供試体の数量は、特別指示なき場合は、おいた3台の運搬車からその必要本数を採取する。なお、供試体の数量は、特別指示なき場合は、おいた3台の運搬車からその必要本数を採取する。なお、供試体の数量は、特別指示なき場合は、

1回当り6本以上としそのうち4週用に3本を用いる。試験体の3本は圧縮強度の平均値を出すので、1回当り6本以上としそのうち4週用に3本を用いる。試験体の3本は圧縮強度の平均値を出すので、1回当り6本以上としそのうち4週用に3本を用いる。試験体の3本は圧縮強度の平均値を出すので、1回当り6本以上としそのうち4週用に3本を用いる。試験体の3本は圧縮強度の平均値を出すので、1回当り6本以上としそのうち4週用に3本を用いる。試験体の3本は圧縮強度の平均値を出すので、1回当り6本以上としそのうち4週用に3本を用いる。試験体の3本は圧縮強度の平均値を出すので、1回当り6本以上としそのうち4週用に3本を用いる。試験体の3本は圧縮強度の平均値を出すので、

別々の運搬車からコンクリートを採取する。{3本=3台、6本=(1台×2本)=3台}別々の運搬車からコンクリートを採取する。{3本=3台、6本=(1台×2本)=3台}別々の運搬車からコンクリートを採取する。{3本=3台、6本=(1台×2本)=3台}別々の運搬車からコンクリートを採取する。{3本=3台、6本=(1台×2本)=3台}別々の運搬車からコンクリートを採取する。{3本=3台、6本=(1台×2本)=3台}別々の運搬車からコンクリートを採取する。{3本=3台、6本=(1台×2本)=3台}別々の運搬車からコンクリートを採取する。{3本=3台、6本=(1台×2本)=3台}

打継ぎ時間間隔の限度打継ぎ時間間隔の限度打継ぎ時間間隔の限度打継ぎ時間間隔の限度打継ぎ時間間隔の限度打継ぎ時間間隔の限度打継ぎ時間間隔の限度 練混ぜから打込み終了までの時間練混ぜから打込み終了までの時間練混ぜから打込み終了までの時間練混ぜから打込み終了までの時間練混ぜから打込み終了までの時間練混ぜから打込み終了までの時間練混ぜから打込み終了までの時間

（５）ボルト（５）ボルト（５）ボルト（５）ボルト（５）ボルト（５）ボルト（５）ボルト
高力ボルト高力ボルト高力ボルト高力ボルト高力ボルト高力ボルト高力ボルト F10TF10TF10TF10TF10TF10TF10T F8TF8TF8TF8TF8TF8TF8T S10T認定品(S10T認定品(S10T認定品(S10T認定品(S10T認定品(S10T認定品(S10T認定品( M12,M12,M12,M12,M12,M12,M12, M16,M16,M16,M16,M16,M16,M16, M20,M20,M20,M20,M20,M20,M20, M22)M22)M22)M22)M22)M22)M22)

高力ボルトすべり係数試験高力ボルトすべり係数試験高力ボルトすべり係数試験高力ボルトすべり係数試験高力ボルトすべり係数試験高力ボルトすべり係数試験高力ボルトすべり係数試験 要要要要要要要 否否否否否否否

アンカ－ボルト　　       構造図によるアンカ－ボルト　　       構造図によるアンカ－ボルト　　       構造図によるアンカ－ボルト　　       構造図によるアンカ－ボルト　　       構造図によるアンカ－ボルト　　       構造図によるアンカ－ボルト　　       構造図による

頭付スタット　　　　　　Φ=　　　L=　　　㎜　　（　　　　　　   ）頭付スタット　　　　　　Φ=　　　L=　　　㎜　　（　　　　　　   ）頭付スタット　　　　　　Φ=　　　L=　　　㎜　　（　　　　　　   ）頭付スタット　　　　　　Φ=　　　L=　　　㎜　　（　　　　　　   ）頭付スタット　　　　　　Φ=　　　L=　　　㎜　　（　　　　　　   ）頭付スタット　　　　　　Φ=　　　L=　　　㎜　　（　　　　　　   ）頭付スタット　　　　　　Φ=　　　L=　　　㎜　　（　　　　　　   ）

（６）屋根、床、壁　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 使用箇所（６）屋根、床、壁　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 使用箇所（６）屋根、床、壁　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 使用箇所（６）屋根、床、壁　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 使用箇所（６）屋根、床、壁　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 使用箇所（６）屋根、床、壁　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 使用箇所（６）屋根、床、壁　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 使用箇所

25℃未満25℃未満25℃未満25℃未満25℃未満25℃未満25℃未満 150分150分150分150分150分150分150分 25℃未満25℃未満25℃未満25℃未満25℃未満25℃未満25℃未満 120分120分120分120分120分120分120分

25℃以上25℃以上25℃以上25℃以上25℃以上25℃以上25℃以上 120分120分120分120分120分120分120分 25℃以上25℃以上25℃以上25℃以上25℃以上25℃以上25℃以上 90分90分90分90分90分90分90分

※沖縄県の構造計画・施工計画の留意事項※沖縄県の構造計画・施工計画の留意事項※沖縄県の構造計画・施工計画の留意事項※沖縄県の構造計画・施工計画の留意事項※沖縄県の構造計画・施工計画の留意事項※沖縄県の構造計画・施工計画の留意事項※沖縄県の構造計画・施工計画の留意事項
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（２）鉄　筋（２）鉄　筋（２）鉄　筋（２）鉄　筋（２）鉄　筋（２）鉄　筋（２）鉄　筋
鉄筋はJIS G 3112の規格品を標準とする。鉄筋はJIS G 3112の規格品を標準とする。鉄筋はJIS G 3112の規格品を標準とする。鉄筋はJIS G 3112の規格品を標準とする。鉄筋はJIS G 3112の規格品を標準とする。鉄筋はJIS G 3112の規格品を標準とする。鉄筋はJIS G 3112の規格品を標準とする。

鉄筋の加工寸法、形状、かぶり厚さ、鉄筋の継ぎ手位置、継手の重ね長さ、定着長さは「鉄筋コンク鉄筋の加工寸法、形状、かぶり厚さ、鉄筋の継ぎ手位置、継手の重ね長さ、定着長さは「鉄筋コンク鉄筋の加工寸法、形状、かぶり厚さ、鉄筋の継ぎ手位置、継手の重ね長さ、定着長さは「鉄筋コンク鉄筋の加工寸法、形状、かぶり厚さ、鉄筋の継ぎ手位置、継手の重ね長さ、定着長さは「鉄筋コンク鉄筋の加工寸法、形状、かぶり厚さ、鉄筋の継ぎ手位置、継手の重ね長さ、定着長さは「鉄筋コンク鉄筋の加工寸法、形状、かぶり厚さ、鉄筋の継ぎ手位置、継手の重ね長さ、定着長さは「鉄筋コンク鉄筋の加工寸法、形状、かぶり厚さ、鉄筋の継ぎ手位置、継手の重ね長さ、定着長さは「鉄筋コンク

リ－ト構造配筋標準図(1)(2)」または「壁式鉄筋コンクリート構造配筋標準図(1)（2）」による。リ－ト構造配筋標準図(1)(2)」または「壁式鉄筋コンクリート構造配筋標準図(1)（2）」による。リ－ト構造配筋標準図(1)(2)」または「壁式鉄筋コンクリート構造配筋標準図(1)（2）」による。リ－ト構造配筋標準図(1)(2)」または「壁式鉄筋コンクリート構造配筋標準図(1)（2）」による。リ－ト構造配筋標準図(1)(2)」または「壁式鉄筋コンクリート構造配筋標準図(1)（2）」による。リ－ト構造配筋標準図(1)(2)」または「壁式鉄筋コンクリート構造配筋標準図(1)（2）」による。リ－ト構造配筋標準図(1)(2)」または「壁式鉄筋コンクリート構造配筋標準図(1)（2）」による。

D19未満は、すべて重ね継手とする。継手(D19以上)をガス圧接とする場合は、日本圧接協会D19未満は、すべて重ね継手とする。継手(D19以上)をガス圧接とする場合は、日本圧接協会D19未満は、すべて重ね継手とする。継手(D19以上)をガス圧接とする場合は、日本圧接協会D19未満は、すべて重ね継手とする。継手(D19以上)をガス圧接とする場合は、日本圧接協会D19未満は、すべて重ね継手とする。継手(D19以上)をガス圧接とする場合は、日本圧接協会D19未満は、すべて重ね継手とする。継手(D19以上)をガス圧接とする場合は、日本圧接協会D19未満は、すべて重ね継手とする。継手(D19以上)をガス圧接とする場合は、日本圧接協会

「鉄筋のガス圧接工事標準仕様書」による。「鉄筋のガス圧接工事標準仕様書」による。「鉄筋のガス圧接工事標準仕様書」による。「鉄筋のガス圧接工事標準仕様書」による。「鉄筋のガス圧接工事標準仕様書」による。「鉄筋のガス圧接工事標準仕様書」による。「鉄筋のガス圧接工事標準仕様書」による。

ガス圧接部の抜き取り検査は、同一作業班が同一日に施工した圧接箇所ごと(200箇所を超えるときは、ガス圧接部の抜き取り検査は、同一作業班が同一日に施工した圧接箇所ごと(200箇所を超えるときは、ガス圧接部の抜き取り検査は、同一作業班が同一日に施工した圧接箇所ごと(200箇所を超えるときは、ガス圧接部の抜き取り検査は、同一作業班が同一日に施工した圧接箇所ごと(200箇所を超えるときは、ガス圧接部の抜き取り検査は、同一作業班が同一日に施工した圧接箇所ごと(200箇所を超えるときは、ガス圧接部の抜き取り検査は、同一作業班が同一日に施工した圧接箇所ごと(200箇所を超えるときは、ガス圧接部の抜き取り検査は、同一作業班が同一日に施工した圧接箇所ごと(200箇所を超えるときは、

200箇所ごと)に1回行い、超音波探傷試験の場合30箇所以上とする。200箇所ごと)に1回行い、超音波探傷試験の場合30箇所以上とする。200箇所ごと)に1回行い、超音波探傷試験の場合30箇所以上とする。200箇所ごと)に1回行い、超音波探傷試験の場合30箇所以上とする。200箇所ごと)に1回行い、超音波探傷試験の場合30箇所以上とする。200箇所ごと)に1回行い、超音波探傷試験の場合30箇所以上とする。200箇所ごと)に1回行い、超音波探傷試験の場合30箇所以上とする。

外観検査　 有　 無、　引張試験　 有　 無、　超音波探傷試験　 有　 無外観検査　 有　 無、　引張試験　 有　 無、　超音波探傷試験　 有　 無外観検査　 有　 無、　引張試験　 有　 無、　超音波探傷試験　 有　 無外観検査　 有　 無、　引張試験　 有　 無、　超音波探傷試験　 有　 無外観検査　 有　 無、　引張試験　 有　 無、　超音波探傷試験　 有　 無外観検査　 有　 無、　引張試験　 有　 無、　超音波探傷試験　 有　 無外観検査　 有　 無、　引張試験　 有　 無、　超音波探傷試験　 有　 無

柱の帯筋(HOOP)の加工方法は、　 H型(タガ型)　 W型(溶接型)　 S型(スパイラル型)とする。柱の帯筋(HOOP)の加工方法は、　 H型(タガ型)　 W型(溶接型)　 S型(スパイラル型)とする。柱の帯筋(HOOP)の加工方法は、　 H型(タガ型)　 W型(溶接型)　 S型(スパイラル型)とする。柱の帯筋(HOOP)の加工方法は、　 H型(タガ型)　 W型(溶接型)　 S型(スパイラル型)とする。柱の帯筋(HOOP)の加工方法は、　 H型(タガ型)　 W型(溶接型)　 S型(スパイラル型)とする。柱の帯筋(HOOP)の加工方法は、　 H型(タガ型)　 W型(溶接型)　 S型(スパイラル型)とする。柱の帯筋(HOOP)の加工方法は、　 H型(タガ型)　 W型(溶接型)　 S型(スパイラル型)とする。

コンクリ－ト及び鉄筋の試験は「沖縄県建設技術センタ－」で現場代理人及び工事監理者双方のコンクリ－ト及び鉄筋の試験は「沖縄県建設技術センタ－」で現場代理人及び工事監理者双方のコンクリ－ト及び鉄筋の試験は「沖縄県建設技術センタ－」で現場代理人及び工事監理者双方のコンクリ－ト及び鉄筋の試験は「沖縄県建設技術センタ－」で現場代理人及び工事監理者双方のコンクリ－ト及び鉄筋の試験は「沖縄県建設技術センタ－」で現場代理人及び工事監理者双方のコンクリ－ト及び鉄筋の試験は「沖縄県建設技術センタ－」で現場代理人及び工事監理者双方のコンクリ－ト及び鉄筋の試験は「沖縄県建設技術センタ－」で現場代理人及び工事監理者双方の

立合いの共で行うこと。立合いの共で行うこと。立合いの共で行うこと。立合いの共で行うこと。立合いの共で行うこと。立合いの共で行うこと。立合いの共で行うこと。

施工計画施工計画施工計画施工計画施工計画施工計画施工計画 構造部材構造部材構造部材構造部材構造部材構造部材構造部材

・打ち込み及び締め固め方法　JASS5(最新版)に準用する・打ち込み及び締め固め方法　JASS5(最新版)に準用する・打ち込み及び締め固め方法　JASS5(最新版)に準用する・打ち込み及び締め固め方法　JASS5(最新版)に準用する・打ち込み及び締め固め方法　JASS5(最新版)に準用する・打ち込み及び締め固め方法　JASS5(最新版)に準用する・打ち込み及び締め固め方法　JASS5(最新版)に準用する ・令第37条、第72条、第74条、第75条、・令第37条、第72条、第74条、第75条、・令第37条、第72条、第74条、第75条、・令第37条、第72条、第74条、第75条、・令第37条、第72条、第74条、第75条、・令第37条、第72条、第74条、第75条、・令第37条、第72条、第74条、第75条、

・打継ぎ部の処理方法　JASS5(最新版)に準用する・打継ぎ部の処理方法　JASS5(最新版)に準用する・打継ぎ部の処理方法　JASS5(最新版)に準用する・打継ぎ部の処理方法　JASS5(最新版)に準用する・打継ぎ部の処理方法　JASS5(最新版)に準用する・打継ぎ部の処理方法　JASS5(最新版)に準用する・打継ぎ部の処理方法　JASS5(最新版)に準用する 　第79条、第79条の3及び第80条の2の規定に　第79条、第79条の3及び第80条の2の規定に　第79条、第79条の3及び第80条の2の規定に　第79条、第79条の3及び第80条の2の規定に　第79条、第79条の3及び第80条の2の規定に　第79条、第79条の3及び第80条の2の規定に　第79条、第79条の3及び第80条の2の規定に

・養生方法　JASS5(最新版)に準用する・養生方法　JASS5(最新版)に準用する・養生方法　JASS5(最新版)に準用する・養生方法　JASS5(最新版)に準用する・養生方法　JASS5(最新版)に準用する・養生方法　JASS5(最新版)に準用する・養生方法　JASS5(最新版)に準用する 　適合するものとする。　適合するものとする。　適合するものとする。　適合するものとする。　適合するものとする。　適合するものとする。　適合するものとする。

（３）型　枠（３）型　枠（３）型　枠（３）型　枠（３）型　枠（３）型　枠（３）型　枠
材料　　合板厚12m/mを標準とする。　　材料　　合板厚12m/mを標準とする。　　材料　　合板厚12m/mを標準とする。　　材料　　合板厚12m/mを標準とする。　　材料　　合板厚12m/mを標準とする。　　材料　　合板厚12m/mを標準とする。　　材料　　合板厚12m/mを標準とする。　　 打放し部分パネコ－ト型枠合板とする。打放し部分パネコ－ト型枠合板とする。打放し部分パネコ－ト型枠合板とする。打放し部分パネコ－ト型枠合板とする。打放し部分パネコ－ト型枠合板とする。打放し部分パネコ－ト型枠合板とする。打放し部分パネコ－ト型枠合板とする。

型枠存置期間型枠存置期間型枠存置期間型枠存置期間型枠存置期間型枠存置期間型枠存置期間 ※<   >はJASS5の計画供用期間※<   >はJASS5の計画供用期間※<   >はJASS5の計画供用期間※<   >はJASS5の計画供用期間※<   >はJASS5の計画供用期間※<   >はJASS5の計画供用期間※<   >はJASS5の計画供用期間 ※(   )はJASS5からの抜粋※(   )はJASS5からの抜粋※(   )はJASS5からの抜粋※(   )はJASS5からの抜粋※(   )はJASS5からの抜粋※(   )はJASS5からの抜粋※(   )はJASS5からの抜粋

種類種類種類種類種類種類種類 せ　き　板せ　き　板せ　き　板せ　き　板せ　き　板せ　き　板せ　き　板 支　　　柱支　　　柱支　　　柱支　　　柱支　　　柱支　　　柱支　　　柱
部部部部部部部 位位位位位位位 スラブ下スラブ下スラブ下スラブ下スラブ下スラブ下スラブ下　　基礎、はり側、柱、壁　　　基礎、はり側、柱、壁　　　基礎、はり側、柱、壁　　　基礎、はり側、柱、壁　　　基礎、はり側、柱、壁　　　基礎、はり側、柱、壁　　　基礎、はり側、柱、壁　 はり下はり下はり下はり下はり下はり下はり下スラブ下、はり下スラブ下、はり下スラブ下、はり下スラブ下、はり下スラブ下、はり下スラブ下、はり下スラブ下、はり下
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の
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の
材
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の
材
令

(20℃以上)(20℃以上)(20℃以上)(20℃以上)(20℃以上)(20℃以上)(20℃以上)
88888886666666 282828282828284444444 171717171717172(2)2(2)2(2)2(2)2(2)2(2)2(2) 3(4)3(4)3(4)3(4)3(4)3(4)3(4) 5555555 8888888 2828282828282815℃以上15℃以上15℃以上15℃以上15℃以上15℃以上15℃以上

(10℃～20℃)(10℃～20℃)(10℃～20℃)(10℃～20℃)(10℃～20℃)(10℃～20℃)(10℃～20℃)
1212121212121210101010101010 282828282828286666666 252525252525253(3)3(3)3(3)3(3)3(3)3(3)3(3) 5(6)5(6)5(6)5(6)5(6)5(6)5(6) 7777777 12121212121212 282828282828285℃～15℃5℃～15℃5℃～15℃5℃～15℃5℃～15℃5℃～15℃5℃～15℃

（日）（日）（日）（日）（日）（日）（日）
151515151515155℃未満5℃未満5℃未満5℃未満5℃未満5℃未満5℃未満 16161616161616 2828282828282810101010101010 282828282828285555555 8888888 10101010101010 18181818181818 28282828282828

設計基準強度の設計基準強度の設計基準強度の設計基準強度の設計基準強度の設計基準強度の設計基準強度のコンクリ－トのコンクリ－トのコンクリ－トのコンクリ－トのコンクリ－トのコンクリ－トのコンクリ－トの <短期・標準>5N/mm2<短期・標準>5N/mm2<短期・標準>5N/mm2<短期・標準>5N/mm2<短期・標準>5N/mm2<短期・標準>5N/mm2<短期・標準>5N/mm2 設計基準強度の50%設計基準強度の50%設計基準強度の50%設計基準強度の50%設計基準強度の50%設計基準強度の50%設計基準強度の50%
圧縮強度圧縮強度圧縮強度圧縮強度圧縮強度圧縮強度圧縮強度 <長期・超長期>10N/mm2<長期・超長期>10N/mm2<長期・超長期>10N/mm2<長期・超長期>10N/mm2<長期・超長期>10N/mm2<長期・超長期>10N/mm2<長期・超長期>10N/mm2 85%(100%)85%(100%)85%(100%)85%(100%)85%(100%)85%(100%)85%(100%) 100%100%100%100%100%100%100%

　注）1　片持梁、庇、スパン9.0m以上の梁下は、工事監理者の指示による。　注）1　片持梁、庇、スパン9.0m以上の梁下は、工事監理者の指示による。　注）1　片持梁、庇、スパン9.0m以上の梁下は、工事監理者の指示による。　注）1　片持梁、庇、スパン9.0m以上の梁下は、工事監理者の指示による。　注）1　片持梁、庇、スパン9.0m以上の梁下は、工事監理者の指示による。　注）1　片持梁、庇、スパン9.0m以上の梁下は、工事監理者の指示による。　注）1　片持梁、庇、スパン9.0m以上の梁下は、工事監理者の指示による。

　　　　他、設計基準強度100%の圧縮強度が確証されるまでとする。　　　　他、設計基準強度100%の圧縮強度が確証されるまでとする。　　　　他、設計基準強度100%の圧縮強度が確証されるまでとする。　　　　他、設計基準強度100%の圧縮強度が確証されるまでとする。　　　　他、設計基準強度100%の圧縮強度が確証されるまでとする。　　　　他、設計基準強度100%の圧縮強度が確証されるまでとする。　　　　他、設計基準強度100%の圧縮強度が確証されるまでとする。

　注）2　大梁の支柱の盛りかえは行わない。また、その他の梁の場合も原則として行わない。　注）2　大梁の支柱の盛りかえは行わない。また、その他の梁の場合も原則として行わない。　注）2　大梁の支柱の盛りかえは行わない。また、その他の梁の場合も原則として行わない。　注）2　大梁の支柱の盛りかえは行わない。また、その他の梁の場合も原則として行わない。　注）2　大梁の支柱の盛りかえは行わない。また、その他の梁の場合も原則として行わない。　注）2　大梁の支柱の盛りかえは行わない。また、その他の梁の場合も原則として行わない。　注）2　大梁の支柱の盛りかえは行わない。また、その他の梁の場合も原則として行わない。

　注）3　例外的に支柱の盛りかえを行う場合は「現場打コンクリートの型枠及び支柱の取り外しに関する基準」による。　注）3　例外的に支柱の盛りかえを行う場合は「現場打コンクリートの型枠及び支柱の取り外しに関する基準」による。　注）3　例外的に支柱の盛りかえを行う場合は「現場打コンクリートの型枠及び支柱の取り外しに関する基準」による。　注）3　例外的に支柱の盛りかえを行う場合は「現場打コンクリートの型枠及び支柱の取り外しに関する基準」による。　注）3　例外的に支柱の盛りかえを行う場合は「現場打コンクリートの型枠及び支柱の取り外しに関する基準」による。　注）3　例外的に支柱の盛りかえを行う場合は「現場打コンクリートの型枠及び支柱の取り外しに関する基準」による。　注）3　例外的に支柱の盛りかえを行う場合は「現場打コンクリートの型枠及び支柱の取り外しに関する基準」による。

　注）4　盛りかえ後の支柱頂部には、厚い受板、角材または、これに代わるものを置く。　注）4　盛りかえ後の支柱頂部には、厚い受板、角材または、これに代わるものを置く。　注）4　盛りかえ後の支柱頂部には、厚い受板、角材または、これに代わるものを置く。　注）4　盛りかえ後の支柱頂部には、厚い受板、角材または、これに代わるものを置く。　注）4　盛りかえ後の支柱頂部には、厚い受板、角材または、これに代わるものを置く。　注）4　盛りかえ後の支柱頂部には、厚い受板、角材または、これに代わるものを置く。　注）4　盛りかえ後の支柱頂部には、厚い受板、角材または、これに代わるものを置く。

　注）5　支柱の盛りかえは、小梁が終わってから、スラブを行う。　注）5　支柱の盛りかえは、小梁が終わってから、スラブを行う。　注）5　支柱の盛りかえは、小梁が終わってから、スラブを行う。　注）5　支柱の盛りかえは、小梁が終わってから、スラブを行う。　注）5　支柱の盛りかえは、小梁が終わってから、スラブを行う。　注）5　支柱の盛りかえは、小梁が終わってから、スラブを行う。　注）5　支柱の盛りかえは、小梁が終わってから、スラブを行う。

　　　　一時に全部の支柱を取り払って、盛りかえをしてはならない。　　　　一時に全部の支柱を取り払って、盛りかえをしてはならない。　　　　一時に全部の支柱を取り払って、盛りかえをしてはならない。　　　　一時に全部の支柱を取り払って、盛りかえをしてはならない。　　　　一時に全部の支柱を取り払って、盛りかえをしてはならない。　　　　一時に全部の支柱を取り払って、盛りかえをしてはならない。　　　　一時に全部の支柱を取り払って、盛りかえをしてはならない。

　注）6　上表以外のセメントを使用する場合は工事監理者の指示による。　注）6　上表以外のセメントを使用する場合は工事監理者の指示による。　注）6　上表以外のセメントを使用する場合は工事監理者の指示による。　注）6　上表以外のセメントを使用する場合は工事監理者の指示による。　注）6　上表以外のセメントを使用する場合は工事監理者の指示による。　注）6　上表以外のセメントを使用する場合は工事監理者の指示による。　注）6　上表以外のセメントを使用する場合は工事監理者の指示による。

　注）7　スラブ下及び梁下のせき板は、原則として、支柱を取り外したのちに取り外す。ただし、存置日数又はコンクリ　注）7　スラブ下及び梁下のせき板は、原則として、支柱を取り外したのちに取り外す。ただし、存置日数又はコンクリ　注）7　スラブ下及び梁下のせき板は、原則として、支柱を取り外したのちに取り外す。ただし、存置日数又はコンクリ　注）7　スラブ下及び梁下のせき板は、原則として、支柱を取り外したのちに取り外す。ただし、存置日数又はコンクリ　注）7　スラブ下及び梁下のせき板は、原則として、支柱を取り外したのちに取り外す。ただし、存置日数又はコンクリ　注）7　スラブ下及び梁下のせき板は、原則として、支柱を取り外したのちに取り外す。ただし、存置日数又はコンクリ　注）7　スラブ下及び梁下のせき板は、原則として、支柱を取り外したのちに取り外す。ただし、存置日数又はコンクリ

　　　　 ートの設計基準強度の50％以上の強度を確認することにより、支柱を取り外す前にせき板を外す方法もある。　　　　 ートの設計基準強度の50％以上の強度を確認することにより、支柱を取り外す前にせき板を外す方法もある。　　　　 ートの設計基準強度の50％以上の強度を確認することにより、支柱を取り外す前にせき板を外す方法もある。　　　　 ートの設計基準強度の50％以上の強度を確認することにより、支柱を取り外す前にせき板を外す方法もある。　　　　 ートの設計基準強度の50％以上の強度を確認することにより、支柱を取り外す前にせき板を外す方法もある。　　　　 ートの設計基準強度の50％以上の強度を確認することにより、支柱を取り外す前にせき板を外す方法もある。　　　　 ートの設計基準強度の50％以上の強度を確認することにより、支柱を取り外す前にせき板を外す方法もある。

（４）湿潤養生（４）湿潤養生（４）湿潤養生（４）湿潤養生（４）湿潤養生（４）湿潤養生（４）湿潤養生
打込み後のコンクリートは、透水性の小さいせき板による被覆、養生マットまたは水密シートによる打込み後のコンクリートは、透水性の小さいせき板による被覆、養生マットまたは水密シートによる打込み後のコンクリートは、透水性の小さいせき板による被覆、養生マットまたは水密シートによる打込み後のコンクリートは、透水性の小さいせき板による被覆、養生マットまたは水密シートによる打込み後のコンクリートは、透水性の小さいせき板による被覆、養生マットまたは水密シートによる打込み後のコンクリートは、透水性の小さいせき板による被覆、養生マットまたは水密シートによる打込み後のコンクリートは、透水性の小さいせき板による被覆、養生マットまたは水密シートによる

被覆、散水・噴霧、膜養生剤の塗布などにより湿潤養生を行う。被覆、散水・噴霧、膜養生剤の塗布などにより湿潤養生を行う。被覆、散水・噴霧、膜養生剤の塗布などにより湿潤養生を行う。被覆、散水・噴霧、膜養生剤の塗布などにより湿潤養生を行う。被覆、散水・噴霧、膜養生剤の塗布などにより湿潤養生を行う。被覆、散水・噴霧、膜養生剤の塗布などにより湿潤養生を行う。被覆、散水・噴霧、膜養生剤の塗布などにより湿潤養生を行う。

a.湿潤養生期間・養生方法a.湿潤養生期間・養生方法a.湿潤養生期間・養生方法a.湿潤養生期間・養生方法a.湿潤養生期間・養生方法a.湿潤養生期間・養生方法a.湿潤養生期間・養生方法
<湿潤養生方法><湿潤養生方法><湿潤養生方法><湿潤養生方法><湿潤養生方法><湿潤養生方法><湿潤養生方法>

短　期短　期短　期短　期短　期短　期短　期 長　期長　期長　期長　期長　期長　期長　期計画供用期間の級計画供用期間の級計画供用期間の級計画供用期間の級計画供用期間の級計画供用期間の級計画供用期間の級
およびおよびおよびおよびおよびおよびおよび およびおよびおよびおよびおよびおよびおよび
標　準標　準標　準標　準標　準標　準標　準 超長期超長期超長期超長期超長期超長期超長期セメントの種類セメントの種類セメントの種類セメントの種類セメントの種類セメントの種類セメントの種類

3日以上3日以上3日以上3日以上3日以上3日以上3日以上 5日以上5日以上5日以上5日以上5日以上5日以上5日以上早強ポルトランドセメント早強ポルトランドセメント早強ポルトランドセメント早強ポルトランドセメント早強ポルトランドセメント早強ポルトランドセメント早強ポルトランドセメント 連続または断続的に散水または噴霧を行連続または断続的に散水または噴霧を行連続または断続的に散水または噴霧を行連続または断続的に散水または噴霧を行連続または断続的に散水または噴霧を行連続または断続的に散水または噴霧を行連続または断続的に散水または噴霧を行
い、水分を供給する方法い、水分を供給する方法い、水分を供給する方法い、水分を供給する方法い、水分を供給する方法い、水分を供給する方法い、水分を供給する方法

5日以上5日以上5日以上5日以上5日以上5日以上5日以上 7日以上7日以上7日以上7日以上7日以上7日以上7日以上普通ポルトランドセメント普通ポルトランドセメント普通ポルトランドセメント普通ポルトランドセメント普通ポルトランドセメント普通ポルトランドセメント普通ポルトランドセメント

水分の逸散を防ぐ方法水分の逸散を防ぐ方法水分の逸散を防ぐ方法水分の逸散を防ぐ方法水分の逸散を防ぐ方法水分の逸散を防ぐ方法水分の逸散を防ぐ方法
7日以上7日以上7日以上7日以上7日以上7日以上7日以上 10日以上10日以上10日以上10日以上10日以上10日以上10日以上

中庸熱および低熱ポルトランドセメント中庸熱および低熱ポルトランドセメント中庸熱および低熱ポルトランドセメント中庸熱および低熱ポルトランドセメント中庸熱および低熱ポルトランドセメント中庸熱および低熱ポルトランドセメント中庸熱および低熱ポルトランドセメント
高炉セメントＢ種高炉セメントＢ種高炉セメントＢ種高炉セメントＢ種高炉セメントＢ種高炉セメントＢ種高炉セメントＢ種
フライアッシュセメントフライアッシュセメントフライアッシュセメントフライアッシュセメントフライアッシュセメントフライアッシュセメントフライアッシュセメント 海水の影響が考えられる場合海水の影響が考えられる場合海水の影響が考えられる場合海水の影響が考えられる場合海水の影響が考えられる場合海水の影響が考えられる場合海水の影響が考えられる場合

28日以上28日以上28日以上28日以上28日以上28日以上28日以上

b.コンクリート部分の厚さが18cm以上の部材において、早強、普通および中庸熱ポルトランドセメントb.コンクリート部分の厚さが18cm以上の部材において、早強、普通および中庸熱ポルトランドセメントb.コンクリート部分の厚さが18cm以上の部材において、早強、普通および中庸熱ポルトランドセメントb.コンクリート部分の厚さが18cm以上の部材において、早強、普通および中庸熱ポルトランドセメントb.コンクリート部分の厚さが18cm以上の部材において、早強、普通および中庸熱ポルトランドセメントb.コンクリート部分の厚さが18cm以上の部材において、早強、普通および中庸熱ポルトランドセメントb.コンクリート部分の厚さが18cm以上の部材において、早強、普通および中庸熱ポルトランドセメント

　を用いる場合は、上記の湿潤養生期間の終了以前であっても、コンクリートの圧縮強度が計画供用期　を用いる場合は、上記の湿潤養生期間の終了以前であっても、コンクリートの圧縮強度が計画供用期　を用いる場合は、上記の湿潤養生期間の終了以前であっても、コンクリートの圧縮強度が計画供用期　を用いる場合は、上記の湿潤養生期間の終了以前であっても、コンクリートの圧縮強度が計画供用期　を用いる場合は、上記の湿潤養生期間の終了以前であっても、コンクリートの圧縮強度が計画供用期　を用いる場合は、上記の湿潤養生期間の終了以前であっても、コンクリートの圧縮強度が計画供用期　を用いる場合は、上記の湿潤養生期間の終了以前であっても、コンクリートの圧縮強度が計画供用期

　間の級が短期および標準の場合は10N/mm2以上、長期および超長期の場合は15N/mm2以上に達したこと　間の級が短期および標準の場合は10N/mm2以上、長期および超長期の場合は15N/mm2以上に達したこと　間の級が短期および標準の場合は10N/mm2以上、長期および超長期の場合は15N/mm2以上に達したこと　間の級が短期および標準の場合は10N/mm2以上、長期および超長期の場合は15N/mm2以上に達したこと　間の級が短期および標準の場合は10N/mm2以上、長期および超長期の場合は15N/mm2以上に達したこと　間の級が短期および標準の場合は10N/mm2以上、長期および超長期の場合は15N/mm2以上に達したこと　間の級が短期および標準の場合は10N/mm2以上、長期および超長期の場合は15N/mm2以上に達したこと

　を確認すれば、以降の湿潤養生を打ち切ることができる。　を確認すれば、以降の湿潤養生を打ち切ることができる。　を確認すれば、以降の湿潤養生を打ち切ることができる。　を確認すれば、以降の湿潤養生を打ち切ることができる。　を確認すれば、以降の湿潤養生を打ち切ることができる。　を確認すれば、以降の湿潤養生を打ち切ることができる。　を確認すれば、以降の湿潤養生を打ち切ることができる。

　[注] JASS5 T-603(構造体コンクリートの強度推定のための圧縮強度試験方法)によって、養生方法は、　[注] JASS5 T-603(構造体コンクリートの強度推定のための圧縮強度試験方法)によって、養生方法は、　[注] JASS5 T-603(構造体コンクリートの強度推定のための圧縮強度試験方法)によって、養生方法は、　[注] JASS5 T-603(構造体コンクリートの強度推定のための圧縮強度試験方法)によって、養生方法は、　[注] JASS5 T-603(構造体コンクリートの強度推定のための圧縮強度試験方法)によって、養生方法は、　[注] JASS5 T-603(構造体コンクリートの強度推定のための圧縮強度試験方法)によって、養生方法は、　[注] JASS5 T-603(構造体コンクリートの強度推定のための圧縮強度試験方法)によって、養生方法は、

　現場水中養生または現場封かん養生とする。　現場水中養生または現場封かん養生とする。　現場水中養生または現場封かん養生とする。　現場水中養生または現場封かん養生とする。　現場水中養生または現場封かん養生とする。　現場水中養生または現場封かん養生とする。　現場水中養生または現場封かん養生とする。

c.(3)型枠　に定めるせき板の存置期間後、上記a.に示す日数またはb.に示す圧縮強度に達する前にせきc.(3)型枠　に定めるせき板の存置期間後、上記a.に示す日数またはb.に示す圧縮強度に達する前にせきc.(3)型枠　に定めるせき板の存置期間後、上記a.に示す日数またはb.に示す圧縮強度に達する前にせきc.(3)型枠　に定めるせき板の存置期間後、上記a.に示す日数またはb.に示す圧縮強度に達する前にせきc.(3)型枠　に定めるせき板の存置期間後、上記a.に示す日数またはb.に示す圧縮強度に達する前にせきc.(3)型枠　に定めるせき板の存置期間後、上記a.に示す日数またはb.に示す圧縮強度に達する前にせきc.(3)型枠　に定めるせき板の存置期間後、上記a.に示す日数またはb.に示す圧縮強度に達する前にせき

　板を取り外す場合は、その日数の間または所定の圧縮強度が発現するまで、コンクリートを散水・噴　板を取り外す場合は、その日数の間または所定の圧縮強度が発現するまで、コンクリートを散水・噴　板を取り外す場合は、その日数の間または所定の圧縮強度が発現するまで、コンクリートを散水・噴　板を取り外す場合は、その日数の間または所定の圧縮強度が発現するまで、コンクリートを散水・噴　板を取り外す場合は、その日数の間または所定の圧縮強度が発現するまで、コンクリートを散水・噴　板を取り外す場合は、その日数の間または所定の圧縮強度が発現するまで、コンクリートを散水・噴　板を取り外す場合は、その日数の間または所定の圧縮強度が発現するまで、コンクリートを散水・噴

　霧、その他の方法によって湿潤に保たなければならない。　霧、その他の方法によって湿潤に保たなければならない。　霧、その他の方法によって湿潤に保たなければならない。　霧、その他の方法によって湿潤に保たなければならない。　霧、その他の方法によって湿潤に保たなければならない。　霧、その他の方法によって湿潤に保たなければならない。　霧、その他の方法によって湿潤に保たなければならない。

d.気温が高い場合、風が強い場合または直射日光を受ける場合には、コンクリート面が乾燥することがd.気温が高い場合、風が強い場合または直射日光を受ける場合には、コンクリート面が乾燥することがd.気温が高い場合、風が強い場合または直射日光を受ける場合には、コンクリート面が乾燥することがd.気温が高い場合、風が強い場合または直射日光を受ける場合には、コンクリート面が乾燥することがd.気温が高い場合、風が強い場合または直射日光を受ける場合には、コンクリート面が乾燥することがd.気温が高い場合、風が強い場合または直射日光を受ける場合には、コンクリート面が乾燥することがd.気温が高い場合、風が強い場合または直射日光を受ける場合には、コンクリート面が乾燥することが

　ないように養生を行う。　ないように養生を行う。　ないように養生を行う。　ないように養生を行う。　ないように養生を行う。　ないように養生を行う。　ないように養生を行う。

１．建築物の構造内容１．建築物の構造内容１．建築物の構造内容１．建築物の構造内容１．建築物の構造内容１．建築物の構造内容１．建築物の構造内容

（１）工事名称（１）工事名称（１）工事名称（１）工事名称（１）工事名称（１）工事名称（１）工事名称

新築新築新築新築新築新築新築（２）工事種別（２）工事種別（２）工事種別（２）工事種別（２）工事種別（２）工事種別（２）工事種別

（３）構造種別（３）構造種別（３）構造種別（３）構造種別（３）構造種別（３）構造種別（３）構造種別

木造（W）木造（W）木造（W）木造（W）木造（W）木造（W）木造（W） 補強コンクリ－トブロック造（CB）補強コンクリ－トブロック造（CB）補強コンクリ－トブロック造（CB）補強コンクリ－トブロック造（CB）補強コンクリ－トブロック造（CB）補強コンクリ－トブロック造（CB）補強コンクリ－トブロック造（CB）

鉄筋コンクリ－ト造（RC）鉄筋コンクリ－ト造（RC）鉄筋コンクリ－ト造（RC）鉄筋コンクリ－ト造（RC）鉄筋コンクリ－ト造（RC）鉄筋コンクリ－ト造（RC）鉄筋コンクリ－ト造（RC） 壁式鉄筋コンクリ－ト造（WRC）壁式鉄筋コンクリ－ト造（WRC）壁式鉄筋コンクリ－ト造（WRC）壁式鉄筋コンクリ－ト造（WRC）壁式鉄筋コンクリ－ト造（WRC）壁式鉄筋コンクリ－ト造（WRC）壁式鉄筋コンクリ－ト造（WRC）

鉄骨鉄筋コンクリ－ト造（SRC）鉄骨鉄筋コンクリ－ト造（SRC）鉄骨鉄筋コンクリ－ト造（SRC）鉄骨鉄筋コンクリ－ト造（SRC）鉄骨鉄筋コンクリ－ト造（SRC）鉄骨鉄筋コンクリ－ト造（SRC）鉄骨鉄筋コンクリ－ト造（SRC） 壁式プレキャスト鉄筋コンクリ－ト造（WPRC）壁式プレキャスト鉄筋コンクリ－ト造（WPRC）壁式プレキャスト鉄筋コンクリ－ト造（WPRC）壁式プレキャスト鉄筋コンクリ－ト造（WPRC）壁式プレキャスト鉄筋コンクリ－ト造（WPRC）壁式プレキャスト鉄筋コンクリ－ト造（WPRC）壁式プレキャスト鉄筋コンクリ－ト造（WPRC）

プレストレスト鉄筋コンクリ－ト造（PRC） プレストレスト鉄筋コンクリ－ト造（PRC） プレストレスト鉄筋コンクリ－ト造（PRC） プレストレスト鉄筋コンクリ－ト造（PRC） プレストレスト鉄筋コンクリ－ト造（PRC） プレストレスト鉄筋コンクリ－ト造（PRC） プレストレスト鉄筋コンクリ－ト造（PRC） 

（４）階　数（４）階　数（４）階　数（４）階　数（４）階　数（４）階　数（４）階　数

構造設計標準仕様構造設計標準仕様構造設計標準仕様構造設計標準仕様構造設計標準仕様構造設計標準仕様構造設計標準仕様
６．鉄骨工事６．鉄骨工事６．鉄骨工事６．鉄骨工事６．鉄骨工事６．鉄骨工事６．鉄骨工事

（１）鉄骨工事は指示のない限り下記による（１）鉄骨工事は指示のない限り下記による（１）鉄骨工事は指示のない限り下記による（１）鉄骨工事は指示のない限り下記による（１）鉄骨工事は指示のない限り下記による（１）鉄骨工事は指示のない限り下記による（１）鉄骨工事は指示のない限り下記による
日本建築学会「JASS6」「鉄骨精度検査基準」「鉄骨工事技術指針」日本建築学会「JASS6」「鉄骨精度検査基準」「鉄骨工事技術指針」日本建築学会「JASS6」「鉄骨精度検査基準」「鉄骨工事技術指針」日本建築学会「JASS6」「鉄骨精度検査基準」「鉄骨工事技術指針」日本建築学会「JASS6」「鉄骨精度検査基準」「鉄骨工事技術指針」日本建築学会「JASS6」「鉄骨精度検査基準」「鉄骨工事技術指針」日本建築学会「JASS6」「鉄骨精度検査基準」「鉄骨工事技術指針」

鋼材倶楽部「建築鉄骨工事施工指針」鋼材倶楽部「建築鉄骨工事施工指針」鋼材倶楽部「建築鉄骨工事施工指針」鋼材倶楽部「建築鉄骨工事施工指針」鋼材倶楽部「建築鉄骨工事施工指針」鋼材倶楽部「建築鉄骨工事施工指針」鋼材倶楽部「建築鉄骨工事施工指針」

（２）工事監理者の承認を必要とすもの（２）工事監理者の承認を必要とすもの（２）工事監理者の承認を必要とすもの（２）工事監理者の承認を必要とすもの（２）工事監理者の承認を必要とすもの（２）工事監理者の承認を必要とすもの（２）工事監理者の承認を必要とすもの
製作工事製作工事製作工事製作工事製作工事製作工事製作工事 製作要領書製作要領書製作要領書製作要領書製作要領書製作要領書製作要領書 工作図工作図工作図工作図工作図工作図工作図 施工計画書施工計画書施工計画書施工計画書施工計画書施工計画書施工計画書

建築基準法施工規則1条の3の第1項による認定工場(建築基準法施工規則1条の3の第1項による認定工場(建築基準法施工規則1条の3の第1項による認定工場(建築基準法施工規則1条の3の第1項による認定工場(建築基準法施工規則1条の3の第1項による認定工場(建築基準法施工規則1条の3の第1項による認定工場(建築基準法施工規則1条の3の第1項による認定工場( SSSSSSS HHHHHHH MMMMMMM RRRRRRR J)J)J)J)J)J)J)

材料規格証明書または試験成積書材料規格証明書または試験成積書材料規格証明書または試験成積書材料規格証明書または試験成積書材料規格証明書または試験成積書材料規格証明書または試験成積書材料規格証明書または試験成積書

鋼材鋼材鋼材鋼材鋼材鋼材鋼材 高力ボルト高力ボルト高力ボルト高力ボルト高力ボルト高力ボルト高力ボルト 特殊ボルト特殊ボルト特殊ボルト特殊ボルト特殊ボルト特殊ボルト特殊ボルト スタッドボルトスタッドボルトスタッドボルトスタッドボルトスタッドボルトスタッドボルトスタッドボルト

社内検査表社内検査表社内検査表社内検査表社内検査表社内検査表社内検査表

（３）工事監理者が行う検査項目（３）工事監理者が行う検査項目（３）工事監理者が行う検査項目（３）工事監理者が行う検査項目（３）工事監理者が行う検査項目（３）工事監理者が行う検査項目（３）工事監理者が行う検査項目
（　　印以外の項目の検査結果については、工事監理者に報告すること）（　　印以外の項目の検査結果については、工事監理者に報告すること）（　　印以外の項目の検査結果については、工事監理者に報告すること）（　　印以外の項目の検査結果については、工事監理者に報告すること）（　　印以外の項目の検査結果については、工事監理者に報告すること）（　　印以外の項目の検査結果については、工事監理者に報告すること）（　　印以外の項目の検査結果については、工事監理者に報告すること）

現寸検査現寸検査現寸検査現寸検査現寸検査現寸検査現寸検査 組立・開先検査組立・開先検査組立・開先検査組立・開先検査組立・開先検査組立・開先検査組立・開先検査 製品検査製品検査製品検査製品検査製品検査製品検査製品検査 建方検査建方検査建方検査建方検査建方検査建方検査建方検査

（４）接合部の溶接は下記によること（４）接合部の溶接は下記によること（４）接合部の溶接は下記によること（４）接合部の溶接は下記によること（４）接合部の溶接は下記によること（４）接合部の溶接は下記によること（４）接合部の溶接は下記によること
日本建築学会「溶接工作規準、同解説Ｉ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、V、Ⅵ、Ⅶ、Ⅷ、Ⅸ」日本建築学会「溶接工作規準、同解説Ｉ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、V、Ⅵ、Ⅶ、Ⅷ、Ⅸ」日本建築学会「溶接工作規準、同解説Ｉ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、V、Ⅵ、Ⅶ、Ⅷ、Ⅸ」日本建築学会「溶接工作規準、同解説Ｉ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、V、Ⅵ、Ⅶ、Ⅷ、Ⅸ」日本建築学会「溶接工作規準、同解説Ｉ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、V、Ⅵ、Ⅶ、Ⅷ、Ⅸ」日本建築学会「溶接工作規準、同解説Ｉ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、V、Ⅵ、Ⅶ、Ⅷ、Ⅸ」日本建築学会「溶接工作規準、同解説Ｉ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、V、Ⅵ、Ⅶ、Ⅷ、Ⅸ」

日本建築学会「鉄骨工事技術指針・工事現場施工編」日本建築学会「鉄骨工事技術指針・工事現場施工編」日本建築学会「鉄骨工事技術指針・工事現場施工編」日本建築学会「鉄骨工事技術指針・工事現場施工編」日本建築学会「鉄骨工事技術指針・工事現場施工編」日本建築学会「鉄骨工事技術指針・工事現場施工編」日本建築学会「鉄骨工事技術指針・工事現場施工編」

（５）接合部の検査（５）接合部の検査（５）接合部の検査（５）接合部の検査（５）接合部の検査（５）接合部の検査（５）接合部の検査
溶接部の検査（検査結果は後日工事監理者に報告すること）溶接部の検査（検査結果は後日工事監理者に報告すること）溶接部の検査（検査結果は後日工事監理者に報告すること）溶接部の検査（検査結果は後日工事監理者に報告すること）溶接部の検査（検査結果は後日工事監理者に報告すること）溶接部の検査（検査結果は後日工事監理者に報告すること）溶接部の検査（検査結果は後日工事監理者に報告すること）

検査率又は検査数検査率又は検査数検査率又は検査数検査率又は検査数検査率又は検査数検査率又は検査数検査率又は検査数
検査箇所検査箇所検査箇所検査箇所検査箇所検査箇所検査箇所 検査方法検査方法検査方法検査方法検査方法検査方法検査方法

社　内社　内社　内社　内社　内社　内社　内 第三者　　第三者　　第三者　　第三者　　第三者　　第三者　　第三者　　 工事監理者工事監理者工事監理者工事監理者工事監理者工事監理者工事監理者

探傷試験探傷試験探傷試験探傷試験探傷試験探傷試験探傷試験 ％％％％％％％

 突合せ溶接部 突合せ溶接部 突合せ溶接部 突合せ溶接部 突合せ溶接部 突合せ溶接部 突合せ溶接部
外観（目視）検査外観（目視）検査外観（目視）検査外観（目視）検査外観（目視）検査外観（目視）検査外観（目視）検査 ％％％％％％％ ％％％％％％％100100100100100100100 100100100100100100100 抜き取り抜き取り抜き取り抜き取り抜き取り抜き取り抜き取り

 隅肉溶接部 隅肉溶接部 隅肉溶接部 隅肉溶接部 隅肉溶接部 隅肉溶接部 隅肉溶接部

マクロ試験・その他マクロ試験・その他マクロ試験・その他マクロ試験・その他マクロ試験・その他マクロ試験・その他マクロ試験・その他 個個個個個個個 個個個個個個個 個個個個個個個-------------- -------

　第三者検査機関名　第三者検査機関名　第三者検査機関名　第三者検査機関名　第三者検査機関名　第三者検査機関名　第三者検査機関名 工事監理者の承認を得ること。(各種溶接協会　認定業者）工事監理者の承認を得ること。(各種溶接協会　認定業者）工事監理者の承認を得ること。(各種溶接協会　認定業者）工事監理者の承認を得ること。(各種溶接協会　認定業者）工事監理者の承認を得ること。(各種溶接協会　認定業者）工事監理者の承認を得ること。(各種溶接協会　認定業者）工事監理者の承認を得ること。(各種溶接協会　認定業者）

　第三者検査機関とは、建築主、工事監理者又は工事施工者が、受入れ検査を代行させるために自ら契約した検査会社をいう。　第三者検査機関とは、建築主、工事監理者又は工事施工者が、受入れ検査を代行させるために自ら契約した検査会社をいう。　第三者検査機関とは、建築主、工事監理者又は工事施工者が、受入れ検査を代行させるために自ら契約した検査会社をいう。　第三者検査機関とは、建築主、工事監理者又は工事施工者が、受入れ検査を代行させるために自ら契約した検査会社をいう。　第三者検査機関とは、建築主、工事監理者又は工事施工者が、受入れ検査を代行させるために自ら契約した検査会社をいう。　第三者検査機関とは、建築主、工事監理者又は工事施工者が、受入れ検査を代行させるために自ら契約した検査会社をいう。　第三者検査機関とは、建築主、工事監理者又は工事施工者が、受入れ検査を代行させるために自ら契約した検査会社をいう。

溶接部試験の規準は日本建築学会「鋼構造溶接部の超音波探傷検査基準」による。溶接部試験の規準は日本建築学会「鋼構造溶接部の超音波探傷検査基準」による。溶接部試験の規準は日本建築学会「鋼構造溶接部の超音波探傷検査基準」による。溶接部試験の規準は日本建築学会「鋼構造溶接部の超音波探傷検査基準」による。溶接部試験の規準は日本建築学会「鋼構造溶接部の超音波探傷検査基準」による。溶接部試験の規準は日本建築学会「鋼構造溶接部の超音波探傷検査基準」による。溶接部試験の規準は日本建築学会「鋼構造溶接部の超音波探傷検査基準」による。

柱継手がある箇所は溶接部の上下を一本の素管を切断して制作し食い違いを回避する。柱継手がある箇所は溶接部の上下を一本の素管を切断して制作し食い違いを回避する。柱継手がある箇所は溶接部の上下を一本の素管を切断して制作し食い違いを回避する。柱継手がある箇所は溶接部の上下を一本の素管を切断して制作し食い違いを回避する。柱継手がある箇所は溶接部の上下を一本の素管を切断して制作し食い違いを回避する。柱継手がある箇所は溶接部の上下を一本の素管を切断して制作し食い違いを回避する。柱継手がある箇所は溶接部の上下を一本の素管を切断して制作し食い違いを回避する。備備備備備備備

現場溶接部については原則として第三者による全数検査を行うこと。現場溶接部については原則として第三者による全数検査を行うこと。現場溶接部については原則として第三者による全数検査を行うこと。現場溶接部については原則として第三者による全数検査を行うこと。現場溶接部については原則として第三者による全数検査を行うこと。現場溶接部については原則として第三者による全数検査を行うこと。現場溶接部については原則として第三者による全数検査を行うこと。

パス間温度管理報告書（写真付）を監理者へ提出する事。パス間温度管理報告書（写真付）を監理者へ提出する事。パス間温度管理報告書（写真付）を監理者へ提出する事。パス間温度管理報告書（写真付）を監理者へ提出する事。パス間温度管理報告書（写真付）を監理者へ提出する事。パス間温度管理報告書（写真付）を監理者へ提出する事。パス間温度管理報告書（写真付）を監理者へ提出する事。考考考考考考考
溶接部外観検査については合格欠陥であっても写真撮影を行い監理者に報告する事。溶接部外観検査については合格欠陥であっても写真撮影を行い監理者に報告する事。溶接部外観検査については合格欠陥であっても写真撮影を行い監理者に報告する事。溶接部外観検査については合格欠陥であっても写真撮影を行い監理者に報告する事。溶接部外観検査については合格欠陥であっても写真撮影を行い監理者に報告する事。溶接部外観検査については合格欠陥であっても写真撮影を行い監理者に報告する事。溶接部外観検査については合格欠陥であっても写真撮影を行い監理者に報告する事。

膜養生剤や浸透性の養生剤の塗布により、膜養生剤や浸透性の養生剤の塗布により、膜養生剤や浸透性の養生剤の塗布により、膜養生剤や浸透性の養生剤の塗布により、膜養生剤や浸透性の養生剤の塗布により、膜養生剤や浸透性の養生剤の塗布により、膜養生剤や浸透性の養生剤の塗布により、

水分を維持する方法水分を維持する方法水分を維持する方法水分を維持する方法水分を維持する方法水分を維持する方法水分を維持する方法
養生マットまたは水密シートなどで覆い、養生マットまたは水密シートなどで覆い、養生マットまたは水密シートなどで覆い、養生マットまたは水密シートなどで覆い、養生マットまたは水密シートなどで覆い、養生マットまたは水密シートなどで覆い、養生マットまたは水密シートなどで覆い、

※ 120分※ 120分※ 120分※ 120分※ 120分※ 120分※ 120分

※ 90分※ 90分※ 90分※ 90分※ 90分※ 90分※ 90分

※ 90分※ 90分※ 90分※ 90分※ 90分※ 90分※ 90分

※ 60分※ 60分※ 60分※ 60分※ 60分※ 60分※ 60分

厚厚厚厚厚厚厚

４．地業工事４．地業工事４．地業工事４．地業工事４．地業工事４．地業工事４．地業工事

ベタ基礎ベタ基礎ベタ基礎ベタ基礎ベタ基礎ベタ基礎ベタ基礎 布基礎布基礎布基礎布基礎布基礎布基礎布基礎 独立基礎独立基礎独立基礎独立基礎独立基礎独立基礎独立基礎 試験堀試験堀試験堀試験堀試験堀試験堀試験堀 有有有有有有有 無無無無無無無（１）直接基礎（１）直接基礎（１）直接基礎（１）直接基礎（１）直接基礎（１）直接基礎（１）直接基礎

載荷試験載荷試験載荷試験載荷試験載荷試験載荷試験載荷試験 有有有有有有有 無無無無無無無

有　　　　　　無有　　　　　　無有　　　　　　無有　　　　　　無有　　　　　　無有　　　　　　無有　　　　　　無（２）地盤改良（２）地盤改良（２）地盤改良（２）地盤改良（２）地盤改良（２）地盤改良（２）地盤改良
ラップルコンクリ－トラップルコンクリ－トラップルコンクリ－トラップルコンクリ－トラップルコンクリ－トラップルコンクリ－トラップルコンクリ－ト Fc=　     　N/mm2Fc=　     　N/mm2Fc=　     　N/mm2Fc=　     　N/mm2Fc=　     　N/mm2Fc=　     　N/mm2Fc=　     　N/mm2

(深層混合改良工法）(深層混合改良工法）(深層混合改良工法）(深層混合改良工法）(深層混合改良工法）(深層混合改良工法）(深層混合改良工法）

(深層混合改良工法）(深層混合改良工法）(深層混合改良工法）(深層混合改良工法）(深層混合改良工法）(深層混合改良工法）(深層混合改良工法）

杭　種杭　種杭　種杭　種杭　種杭　種杭　種 材　料材　料材　料材　料材　料材　料材　料 施 工 法施 工 法施 工 法施 工 法施 工 法施 工 法施 工 法 備　考備　考備　考備　考備　考備　考備　考

 打ち込み 打ち込み 打ち込み 打ち込み 打ち込み 打ち込み 打ち込みRCRCRCRCRCRCRC PHCPHCPHCPHCPHCPHCPHC PHC(PHC(PHC(PHC(PHC(PHC(PHC( A種A種A種A種A種A種A種 B種B種B種B種B種B種B種 C種)C種)C種)C種)C種)C種)C種)

 埋込み（セメントミルク工法） 埋込み（セメントミルク工法） 埋込み（セメントミルク工法） 埋込み（セメントミルク工法） 埋込み（セメントミルク工法） 埋込み（セメントミルク工法） 埋込み（セメントミルク工法）H鋼H鋼H鋼H鋼H鋼H鋼H鋼 NPHNPHNPHNPHNPHNPHNPH NPH(NPH(NPH(NPH(NPH(NPH(NPH( A種A種A種A種A種A種A種 B種B種B種B種B種B種B種 C種)C種)C種)C種)C種)C種)C種)

鋼管鋼管鋼管鋼管鋼管鋼管鋼管 摩擦杭摩擦杭摩擦杭摩擦杭摩擦杭摩擦杭摩擦杭 鋼材鋼材鋼材鋼材鋼材鋼材鋼材  オーガー併用打撃工法 オーガー併用打撃工法 オーガー併用打撃工法 オーガー併用打撃工法 オーガー併用打撃工法 オーガー併用打撃工法 オーガー併用打撃工法

CPRCCPRCCPRCCPRCCPRCCPRCCPRC CPRC(CPRC(CPRC(CPRC(CPRC(CPRC(CPRC( Ⅰ種Ⅰ種Ⅰ種Ⅰ種Ⅰ種Ⅰ種Ⅰ種 Ⅱ種）Ⅱ種）Ⅱ種）Ⅱ種）Ⅱ種）Ⅱ種）Ⅱ種）

　コンクリ－ト　Fc=　コンクリ－ト　Fc=　コンクリ－ト　Fc=　コンクリ－ト　Fc=　コンクリ－ト　Fc=　コンクリ－ト　Fc=　コンクリ－ト　Fc= 　 オ－ルケ－シング　  拡底杭　 オ－ルケ－シング　  拡底杭　 オ－ルケ－シング　  拡底杭　 オ－ルケ－シング　  拡底杭　 オ－ルケ－シング　  拡底杭　 オ－ルケ－シング　  拡底杭　 オ－ルケ－シング　  拡底杭 拡底抗拡底抗拡底抗拡底抗拡底抗拡底抗拡底抗場所打ち場所打ち場所打ち場所打ち場所打ち場所打ち場所打ち

コンクリ－ト杭コンクリ－ト杭コンクリ－ト杭コンクリ－ト杭コンクリ－ト杭コンクリ－ト杭コンクリ－ト杭 　 リバ－スサ－キュレ－ション　 リバ－スサ－キュレ－ション　 リバ－スサ－キュレ－ション　 リバ－スサ－キュレ－ション　 リバ－スサ－キュレ－ション　 リバ－スサ－キュレ－ション　 リバ－スサ－キュレ－ション 日本建築センタ－認定日本建築センタ－認定日本建築センタ－認定日本建築センタ－認定日本建築センタ－認定日本建築センタ－認定日本建築センタ－認定　スランプ　　スランプ　　スランプ　　スランプ　　スランプ　　スランプ　　スランプ　 cmcmcmcmcmcmcm

　 ア－スドリル　  ミニア－ス　 ア－スドリル　  ミニア－ス　 ア－スドリル　  ミニア－ス　 ア－スドリル　  ミニア－ス　 ア－スドリル　  ミニア－ス　 ア－スドリル　  ミニア－ス　 ア－スドリル　  ミニア－ス 　第　　　　　　号　第　　　　　　号　第　　　　　　号　第　　　　　　号　第　　　　　　号　第　　　　　　号　第　　　　　　号　セメント量　セメント量　セメント量　セメント量　セメント量　セメント量　セメント量 ㎏/m3㎏/m3㎏/m3㎏/m3㎏/m3㎏/m3㎏/m3

　　　　　　　　　 手掘　　　　　　　　　 手掘　　　　　　　　　 手掘　　　　　　　　　 手掘　　　　　　　　　 手掘　　　　　　　　　 手掘　　　　　　　　　 手掘 　年　　　月　　日　年　　　月　　日　年　　　月　　日　年　　　月　　日　年　　　月　　日　年　　　月　　日　年　　　月　　日　鉄筋　　　主筋　鉄筋　　　主筋　鉄筋　　　主筋　鉄筋　　　主筋　鉄筋　　　主筋　鉄筋　　　主筋　鉄筋　　　主筋 SDSDSDSDSDSDSD
BHBHBHBHBHBHBH　 　　　 深礎　 　　　 深礎　 　　　 深礎　 　　　 深礎　 　　　 深礎　 　　　 深礎　 　　　 深礎［［［［［［［　　　　　　　　　 機械掘　　　　　　　　　 機械掘　　　　　　　　　 機械掘　　　　　　　　　 機械掘　　　　　　　　　 機械掘　　　　　　　　　 機械掘　　　　　　　　　 機械掘HOOPHOOPHOOPHOOPHOOPHOOPHOOP SDSDSDSDSDSDSD

杭仕様杭仕様杭仕様杭仕様杭仕様杭仕様杭仕様 施工計画書承認施工計画書承認施工計画書承認施工計画書承認施工計画書承認施工計画書承認施工計画書承認 杭施工結果報告書杭施工結果報告書杭施工結果報告書杭施工結果報告書杭施工結果報告書杭施工結果報告書杭施工結果報告書

試験杭試験杭試験杭試験杭試験杭試験杭試験杭 有有有有有有有 ・・・・・・・ （（（（（（（ 認定工法による確認認定工法による確認認定工法による確認認定工法による確認認定工法による確認認定工法による確認認定工法による確認 ・・・・・・・ 載荷）載荷）載荷）載荷）載荷）載荷）載荷）

ス－パ－ラップル　エルニ－ド工法ス－パ－ラップル　エルニ－ド工法ス－パ－ラップル　エルニ－ド工法ス－パ－ラップル　エルニ－ド工法ス－パ－ラップル　エルニ－ド工法ス－パ－ラップル　エルニ－ド工法ス－パ－ラップル　エルニ－ド工法

SSコラムSSコラムSSコラムSSコラムSSコラムSSコラムSSコラム Fc=　       KN/m2Fc=　       KN/m2Fc=　       KN/m2Fc=　       KN/m2Fc=　       KN/m2Fc=　       KN/m2Fc=　       KN/m2
Fc=　     　N/mm2Fc=　     　N/mm2Fc=　     　N/mm2Fc=　     　N/mm2Fc=　     　N/mm2Fc=　     　N/mm2Fc=　     　N/mm2

長期必要許容支持力度　   　KN/m2長期必要許容支持力度　   　KN/m2長期必要許容支持力度　   　KN/m2長期必要許容支持力度　   　KN/m2長期必要許容支持力度　   　KN/m2長期必要許容支持力度　   　KN/m2長期必要許容支持力度　   　KN/m2
支持層　　支持層　　支持層　　支持層　　支持層　　支持層　　支持層　　

(長期)(長期)(長期)(長期)(長期)(長期)(長期)

（３）杭基礎　　支特層－　（３）杭基礎　　支特層－　（３）杭基礎　　支特層－　（３）杭基礎　　支特層－　（３）杭基礎　　支特層－　（３）杭基礎　　支特層－　（３）杭基礎　　支特層－　

３．地　盤３．地　盤３．地　盤３．地　盤３．地　盤３．地　盤３．地　盤

（１）地盤調査資料（１）地盤調査資料（１）地盤調査資料（１）地盤調査資料（１）地盤調査資料（１）地盤調査資料（１）地盤調査資料
有有有有有有有（（（（（（（ 敷地内敷地内敷地内敷地内敷地内敷地内敷地内 近隣）近隣）近隣）近隣）近隣）近隣）近隣） ボ－リング調査ボ－リング調査ボ－リング調査ボ－リング調査ボ－リング調査ボ－リング調査ボ－リング調査

無無無無無無無（調査予定（調査予定（調査予定（調査予定（調査予定（調査予定（調査予定 有有有有有有有 無）無）無）無）無）無）無）

（２）地盤調査計画（２）地盤調査計画（２）地盤調査計画（２）地盤調査計画（２）地盤調査計画（２）地盤調査計画（２）地盤調査計画
ボ－リング調査ボ－リング調査ボ－リング調査ボ－リング調査ボ－リング調査ボ－リング調査ボ－リング調査 静的貫入試験静的貫入試験静的貫入試験静的貫入試験静的貫入試験静的貫入試験静的貫入試験 標準貫入試験標準貫入試験標準貫入試験標準貫入試験標準貫入試験標準貫入試験標準貫入試験 水平地盤反力係数の測定水平地盤反力係数の測定水平地盤反力係数の測定水平地盤反力係数の測定水平地盤反力係数の測定水平地盤反力係数の測定水平地盤反力係数の測定

土質試験土質試験土質試験土質試験土質試験土質試験土質試験 物理探査物理探査物理探査物理探査物理探査物理探査物理探査 平板載荷試験平板載荷試験平板載荷試験平板載荷試験平板載荷試験平板載荷試験平板載荷試験

（３）地盤調査及び試験杭の結果により、杭長、杭種、直接基礎の深さ、形状を変更する場合もある（３）地盤調査及び試験杭の結果により、杭長、杭種、直接基礎の深さ、形状を変更する場合もある（３）地盤調査及び試験杭の結果により、杭長、杭種、直接基礎の深さ、形状を変更する場合もある（３）地盤調査及び試験杭の結果により、杭長、杭種、直接基礎の深さ、形状を変更する場合もある（３）地盤調査及び試験杭の結果により、杭長、杭種、直接基礎の深さ、形状を変更する場合もある（３）地盤調査及び試験杭の結果により、杭長、杭種、直接基礎の深さ、形状を変更する場合もある（３）地盤調査及び試験杭の結果により、杭長、杭種、直接基礎の深さ、形状を変更する場合もある

（４）ボーリング標準貫入値、土質構成（４）ボーリング標準貫入値、土質構成（４）ボーリング標準貫入値、土質構成（４）ボーリング標準貫入値、土質構成（４）ボーリング標準貫入値、土質構成（４）ボーリング標準貫入値、土質構成（４）ボーリング標準貫入値、土質構成

砂質土砂質土砂質土砂質土砂質土砂質土砂質土

スウェーデン式サウンディング試験スウェーデン式サウンディング試験スウェーデン式サウンディング試験スウェーデン式サウンディング試験スウェーデン式サウンディング試験スウェーデン式サウンディング試験スウェーデン式サウンディング試験

ハイベースＮＥＯ     （既製品）ハイベースＮＥＯ     （既製品）ハイベースＮＥＯ     （既製品）ハイベースＮＥＯ     （既製品）ハイベースＮＥＯ     （既製品）ハイベースＮＥＯ     （既製品）ハイベースＮＥＯ     （既製品）

大波大波大波大波大波大波大波

（５）主要用途（５）主要用途（５）主要用途（５）主要用途（５）主要用途（５）主要用途（５）主要用途

（６）屋上付属物（６）屋上付属物（６）屋上付属物（６）屋上付属物（６）屋上付属物（６）屋上付属物（６）屋上付属物

広告塔広告塔広告塔広告塔広告塔広告塔広告塔 高架水槽高架水槽高架水槽高架水槽高架水槽高架水槽高架水槽 貯水槽貯水槽貯水槽貯水槽貯水槽貯水槽貯水槽 煙　突煙　突煙　突煙　突煙　突煙　突煙　突 広告板広告板広告板広告板広告板広告板広告板

有（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）有（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）有（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）有（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）有（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）有（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）有（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 無無無無無無無（７）増築計画（７）増築計画（７）増築計画（７）増築計画（７）増築計画（７）増築計画（７）増築計画

（８）付帯工事（８）付帯工事（８）付帯工事（８）付帯工事（８）付帯工事（８）付帯工事（８）付帯工事

門塀門塀門塀門塀門塀門塀門塀 擁壁擁壁擁壁擁壁擁壁擁壁擁壁

（９）特別な荷重（９）特別な荷重（９）特別な荷重（９）特別な荷重（９）特別な荷重（９）特別な荷重（９）特別な荷重

エレベ－タ　　　　　　人乗エレベ－タ　　　　　　人乗エレベ－タ　　　　　　人乗エレベ－タ　　　　　　人乗エレベ－タ　　　　　　人乗エレベ－タ　　　　　　人乗エレベ－タ　　　　　　人乗 リフト　　　KNリフト　　　KNリフト　　　KNリフト　　　KNリフト　　　KNリフト　　　KNリフト　　　KN 組立プール　  　  KN組立プール　  　  KN組立プール　  　  KN組立プール　  　  KN組立プール　  　  KN組立プール　  　  KN組立プール　  　  KN

倉庫積載床用　　　　　N／㎡倉庫積載床用　　　　　N／㎡倉庫積載床用　　　　　N／㎡倉庫積載床用　　　　　N／㎡倉庫積載床用　　　　　N／㎡倉庫積載床用　　　　　N／㎡倉庫積載床用　　　　　N／㎡ 消火水槽　　KN消火水槽　　KN消火水槽　　KN消火水槽　　KN消火水槽　　KN消火水槽　　KN消火水槽　　KN

（10）構造設計ルート（10）構造設計ルート（10）構造設計ルート（10）構造設計ルート（10）構造設計ルート（10）構造設計ルート（10）構造設計ルート X方向ルート　（ 3 ）X方向ルート　（ 3 ）X方向ルート　（ 3 ）X方向ルート　（ 3 ）X方向ルート　（ 3 ）X方向ルート　（ 3 ）X方向ルート　（ 3 ） Y方向ルート　（ 3 ）Y方向ルート　（ 3 ）Y方向ルート　（ 3 ）Y方向ルート　（ 3 ）Y方向ルート　（ 3 ）Y方向ルート　（ 3 ）Y方向ルート　（ 3 ）

　　 高力ボルトは「F8Tの高力ボルト」を標準とする。　　 高力ボルトは「F8Tの高力ボルト」を標準とする。　　 高力ボルトは「F8Tの高力ボルト」を標準とする。　　 高力ボルトは「F8Tの高力ボルト」を標準とする。　　 高力ボルトは「F8Tの高力ボルト」を標準とする。　　 高力ボルトは「F8Tの高力ボルト」を標準とする。　　 高力ボルトは「F8Tの高力ボルト」を標準とする。

　　　摩擦面はメッキ後､軽くブラスト処理を施し、表面粗度は50μｍＲz以上とする。　　　摩擦面はメッキ後､軽くブラスト処理を施し、表面粗度は50μｍＲz以上とする。　　　摩擦面はメッキ後､軽くブラスト処理を施し、表面粗度は50μｍＲz以上とする。　　　摩擦面はメッキ後､軽くブラスト処理を施し、表面粗度は50μｍＲz以上とする。　　　摩擦面はメッキ後､軽くブラスト処理を施し、表面粗度は50μｍＲz以上とする。　　　摩擦面はメッキ後､軽くブラスト処理を施し、表面粗度は50μｍＲz以上とする。　　　摩擦面はメッキ後､軽くブラスト処理を施し、表面粗度は50μｍＲz以上とする。

（６）（６）（６）（６）（６）（６）（６）　　　　防錆塗装　　　　防錆塗装　　　　防錆塗装　　　　防錆塗装　　　　防錆塗装　　　　防錆塗装　　　　防錆塗装

　　　とする。　　　とする。　　　とする。　　　とする。　　　とする。　　　とする。　　　とする。

　　 高力ボルトの締付けに使用する機器はよく調整されたものを使用し、締付けの順　　 高力ボルトの締付けに使用する機器はよく調整されたものを使用し、締付けの順　　 高力ボルトの締付けに使用する機器はよく調整されたものを使用し、締付けの順　　 高力ボルトの締付けに使用する機器はよく調整されたものを使用し、締付けの順　　 高力ボルトの締付けに使用する機器はよく調整されたものを使用し、締付けの順　　 高力ボルトの締付けに使用する機器はよく調整されたものを使用し、締付けの順　　 高力ボルトの締付けに使用する機器はよく調整されたものを使用し、締付けの順

　　　締付け後の検査は、各締付け工法別に適切な締付けが行われているか検査する。　　　締付け後の検査は、各締付け工法別に適切な締付けが行われているか検査する。　　　締付け後の検査は、各締付け工法別に適切な締付けが行われているか検査する。　　　締付け後の検査は、各締付け工法別に適切な締付けが行われているか検査する。　　　締付け後の検査は、各締付け工法別に適切な締付けが行われているか検査する。　　　締付け後の検査は、各締付け工法別に適切な締付けが行われているか検査する。　　　締付け後の検査は、各締付け工法別に適切な締付けが行われているか検査する。

雨天時には摩擦面に雨水の浸入を防ぐ措置がなされない場合は施工を中止する。雨天時には摩擦面に雨水の浸入を防ぐ措置がなされない場合は施工を中止する。雨天時には摩擦面に雨水の浸入を防ぐ措置がなされない場合は施工を中止する。雨天時には摩擦面に雨水の浸入を防ぐ措置がなされない場合は施工を中止する。雨天時には摩擦面に雨水の浸入を防ぐ措置がなされない場合は施工を中止する。雨天時には摩擦面に雨水の浸入を防ぐ措置がなされない場合は施工を中止する。雨天時には摩擦面に雨水の浸入を防ぐ措置がなされない場合は施工を中止する。

　　 全て溶融亜鉛メッキ処理とする。　　 全て溶融亜鉛メッキ処理とする。　　 全て溶融亜鉛メッキ処理とする。　　 全て溶融亜鉛メッキ処理とする。　　 全て溶融亜鉛メッキ処理とする。　　 全て溶融亜鉛メッキ処理とする。　　 全て溶融亜鉛メッキ処理とする。

　　 高力ボルトは「F8Tの高力ボルト」を標準とする。　　 高力ボルトは「F8Tの高力ボルト」を標準とする。　　 高力ボルトは「F8Tの高力ボルト」を標準とする。　　 高力ボルトは「F8Tの高力ボルト」を標準とする。　　 高力ボルトは「F8Tの高力ボルト」を標準とする。　　 高力ボルトは「F8Tの高力ボルト」を標準とする。　　 高力ボルトは「F8Tの高力ボルト」を標準とする。

　　　摩擦面はメッキ後､軽くブラスト処理を施し、表面粗度は50μｍＲz以上とする。　　　摩擦面はメッキ後､軽くブラスト処理を施し、表面粗度は50μｍＲz以上とする。　　　摩擦面はメッキ後､軽くブラスト処理を施し、表面粗度は50μｍＲz以上とする。　　　摩擦面はメッキ後､軽くブラスト処理を施し、表面粗度は50μｍＲz以上とする。　　　摩擦面はメッキ後､軽くブラスト処理を施し、表面粗度は50μｍＲz以上とする。　　　摩擦面はメッキ後､軽くブラスト処理を施し、表面粗度は50μｍＲz以上とする。　　　摩擦面はメッキ後､軽くブラスト処理を施し、表面粗度は50μｍＲz以上とする。

（６）（６）（６）（６）（６）（６）（６）　　　　防錆塗装　　　　防錆塗装　　　　防錆塗装　　　　防錆塗装　　　　防錆塗装　　　　防錆塗装　　　　防錆塗装

　　　とする。　　　とする。　　　とする。　　　とする。　　　とする。　　　とする。　　　とする。

　　 高力ボルトの締付けに使用する機器はよく調整されたものを使用し、締付けの順　　 高力ボルトの締付けに使用する機器はよく調整されたものを使用し、締付けの順　　 高力ボルトの締付けに使用する機器はよく調整されたものを使用し、締付けの順　　 高力ボルトの締付けに使用する機器はよく調整されたものを使用し、締付けの順　　 高力ボルトの締付けに使用する機器はよく調整されたものを使用し、締付けの順　　 高力ボルトの締付けに使用する機器はよく調整されたものを使用し、締付けの順　　 高力ボルトの締付けに使用する機器はよく調整されたものを使用し、締付けの順

　　　序は部材が十分密着するよう注意して行う。また、締付けは原則として２度締め　　　序は部材が十分密着するよう注意して行う。また、締付けは原則として２度締め　　　序は部材が十分密着するよう注意して行う。また、締付けは原則として２度締め　　　序は部材が十分密着するよう注意して行う。また、締付けは原則として２度締め　　　序は部材が十分密着するよう注意して行う。また、締付けは原則として２度締め　　　序は部材が十分密着するよう注意して行う。また、締付けは原則として２度締め　　　序は部材が十分密着するよう注意して行う。また、締付けは原則として２度締め

　　　締付け後の検査は、各締付け工法別に適切な締付けが行われているか検査する。　　　締付け後の検査は、各締付け工法別に適切な締付けが行われているか検査する。　　　締付け後の検査は、各締付け工法別に適切な締付けが行われているか検査する。　　　締付け後の検査は、各締付け工法別に適切な締付けが行われているか検査する。　　　締付け後の検査は、各締付け工法別に適切な締付けが行われているか検査する。　　　締付け後の検査は、各締付け工法別に適切な締付けが行われているか検査する。　　　締付け後の検査は、各締付け工法別に適切な締付けが行われているか検査する。

雨天時には摩擦面に雨水の浸入を防ぐ措置がなされない場合は施工を中止する。雨天時には摩擦面に雨水の浸入を防ぐ措置がなされない場合は施工を中止する。雨天時には摩擦面に雨水の浸入を防ぐ措置がなされない場合は施工を中止する。雨天時には摩擦面に雨水の浸入を防ぐ措置がなされない場合は施工を中止する。雨天時には摩擦面に雨水の浸入を防ぐ措置がなされない場合は施工を中止する。雨天時には摩擦面に雨水の浸入を防ぐ措置がなされない場合は施工を中止する。雨天時には摩擦面に雨水の浸入を防ぐ措置がなされない場合は施工を中止する。

　　 全て溶融亜鉛メッキ処理とする。　　 全て溶融亜鉛メッキ処理とする。　　 全て溶融亜鉛メッキ処理とする。　　 全て溶融亜鉛メッキ処理とする。　　 全て溶融亜鉛メッキ処理とする。　　 全て溶融亜鉛メッキ処理とする。　　 全て溶融亜鉛メッキ処理とする。

特殊デッキプレ－ト特殊デッキプレ－ト特殊デッキプレ－ト特殊デッキプレ－ト特殊デッキプレ－ト特殊デッキプレ－ト特殊デッキプレ－ト

普通型枠　　　　　　　　　　　　　　　　　　　厚普通型枠　　　　　　　　　　　　　　　　　　　厚普通型枠　　　　　　　　　　　　　　　　　　　厚普通型枠　　　　　　　　　　　　　　　　　　　厚普通型枠　　　　　　　　　　　　　　　　　　　厚普通型枠　　　　　　　　　　　　　　　　　　　厚普通型枠　　　　　　　　　　　　　　　　　　　厚

型枠用デッキプレート　　形式 　 　　　　　　　厚型枠用デッキプレート　　形式 　 　　　　　　　厚型枠用デッキプレート　　形式 　 　　　　　　　厚型枠用デッキプレート　　形式 　 　　　　　　　厚型枠用デッキプレート　　形式 　 　　　　　　　厚型枠用デッキプレート　　形式 　 　　　　　　　厚型枠用デッキプレート　　形式 　 　　　　　　　厚

外壁外壁外壁外壁外壁外壁外壁

 屋根ふき材等の緊結 屋根ふき材等の緊結 屋根ふき材等の緊結 屋根ふき材等の緊結 屋根ふき材等の緊結 屋根ふき材等の緊結 屋根ふき材等の緊結

 屋根ふき材、外装材及び屋外に面する帳壁の構造方法を、建築基準法施行令第３９条第２項 屋根ふき材、外装材及び屋外に面する帳壁の構造方法を、建築基準法施行令第３９条第２項 屋根ふき材、外装材及び屋外に面する帳壁の構造方法を、建築基準法施行令第３９条第２項 屋根ふき材、外装材及び屋外に面する帳壁の構造方法を、建築基準法施行令第３９条第２項 屋根ふき材、外装材及び屋外に面する帳壁の構造方法を、建築基準法施行令第３９条第２項 屋根ふき材、外装材及び屋外に面する帳壁の構造方法を、建築基準法施行令第３９条第２項 屋根ふき材、外装材及び屋外に面する帳壁の構造方法を、建築基準法施行令第３９条第２項

 及び建設省告示第１０９号の各規定に準ずる性能を有するものとする。 及び建設省告示第１０９号の各規定に準ずる性能を有するものとする。 及び建設省告示第１０９号の各規定に準ずる性能を有するものとする。 及び建設省告示第１０９号の各規定に準ずる性能を有するものとする。 及び建設省告示第１０９号の各規定に準ずる性能を有するものとする。 及び建設省告示第１０９号の各規定に準ずる性能を有するものとする。 及び建設省告示第１０９号の各規定に準ずる性能を有するものとする。

デッキ合成スラブデッキ合成スラブデッキ合成スラブデッキ合成スラブデッキ合成スラブデッキ合成スラブデッキ合成スラブ 厚厚厚厚厚厚厚 屋根・床屋根・床屋根・床屋根・床屋根・床屋根・床屋根・床1.2mm1.2mm1.2mm1.2mm1.2mm1.2mm1.2mm

ＡＬＣＡＬＣＡＬＣＡＬＣＡＬＣＡＬＣＡＬＣ 50mm50mm50mm50mm50mm50mm50mm

泥岩泥岩泥岩泥岩泥岩泥岩泥岩

（４）鉄　骨（４）鉄　骨（４）鉄　骨（４）鉄　骨（４）鉄　骨（４）鉄　骨（４）鉄　骨
種　類種　類種　類種　類種　類種　類種　類 使 用 箇 所使 用 箇 所使 用 箇 所使 用 箇 所使 用 箇 所使 用 箇 所使 用 箇 所 現 場 溶 接現 場 溶 接現 場 溶 接現 場 溶 接現 場 溶 接現 場 溶 接現 場 溶 接 備　考備　考備　考備　考備　考備　考備　考

有有有有有有有 無無無無無無無SS400SS400SS400SS400SS400SS400SS400 SSC400SSC400SSC400SSC400SSC400SSC400SSC400

SN400(A・ B・C)SN400(A・ B・C)SN400(A・ B・C)SN400(A・ B・C)SN400(A・ B・C)SN400(A・ B・C)SN400(A・ B・C) SN490(A・ B・C)SN490(A・ B・C)SN490(A・ B・C)SN490(A・ B・C)SN490(A・ B・C)SN490(A・ B・C)SN490(A・ B・C) 有有有有有有有 無無無無無無無

有有有有有有有 無無無無無無無SM400(A・ B・C)SM400(A・ B・C)SM400(A・ B・C)SM400(A・ B・C)SM400(A・ B・C)SM400(A・ B・C)SM400(A・ B・C) SM490(A・ B・C)SM490(A・ B・C)SM490(A・ B・C)SM490(A・ B・C)SM490(A・ B・C)SM490(A・ B・C)SM490(A・ B・C)
鋼　材鋼　材鋼　材鋼　材鋼　材鋼　材鋼　材

STK400STK400STK400STK400STK400STK400STK400 STK490STK490STK490STK490STK490STK490STK490 有有有有有有有 無無無無無無無

STKR400STKR400STKR400STKR400STKR400STKR400STKR400 STKR490STKR490STKR490STKR490STKR490STKR490STKR490 有有有有有有有 無無無無無無無

BCR295BCR295BCR295BCR295BCR295BCR295BCR295 BCP235BCP235BCP235BCP235BCP235BCP235BCP235 BCP325BCP325BCP325BCP325BCP325BCP325BCP325 有有有有有有有 無無無無無無無

胴縁等胴縁等胴縁等胴縁等胴縁等胴縁等胴縁等

フレキシブル板フレキシブル板フレキシブル板フレキシブル板フレキシブル板フレキシブル板フレキシブル板

厚厚厚厚厚厚厚

厚厚厚厚厚厚厚 16.5mm16.5mm16.5mm16.5mm16.5mm16.5mm16.5mm 訓練壁訓練壁訓練壁訓練壁訓練壁訓練壁訓練壁

STK400STK400STK400STK400STK400STK400STK400 STK490STK490STK490STK490STK490STK490STK490

無無無無無無無

（12）耐震安全性の分類（官庁施設の総合耐震計画基準）（12）耐震安全性の分類（官庁施設の総合耐震計画基準）（12）耐震安全性の分類（官庁施設の総合耐震計画基準）（12）耐震安全性の分類（官庁施設の総合耐震計画基準）（12）耐震安全性の分類（官庁施設の総合耐震計画基準）（12）耐震安全性の分類（官庁施設の総合耐震計画基準）（12）耐震安全性の分類（官庁施設の総合耐震計画基準）

（13）住宅性能表示制度（13）住宅性能表示制度（13）住宅性能表示制度（13）住宅性能表示制度（13）住宅性能表示制度（13）住宅性能表示制度（13）住宅性能表示制度

・耐震等級（構造躯体の倒壊等防止）　　　　　　（特になし）・耐震等級（構造躯体の倒壊等防止）　　　　　　（特になし）・耐震等級（構造躯体の倒壊等防止）　　　　　　（特になし）・耐震等級（構造躯体の倒壊等防止）　　　　　　（特になし）・耐震等級（構造躯体の倒壊等防止）　　　　　　（特になし）・耐震等級（構造躯体の倒壊等防止）　　　　　　（特になし）・耐震等級（構造躯体の倒壊等防止）　　　　　　（特になし）

・耐震等級（構造躯体の損傷防止）　　　　　　　（特になし）・耐震等級（構造躯体の損傷防止）　　　　　　　（特になし）・耐震等級（構造躯体の損傷防止）　　　　　　　（特になし）・耐震等級（構造躯体の損傷防止）　　　　　　　（特になし）・耐震等級（構造躯体の損傷防止）　　　　　　　（特になし）・耐震等級（構造躯体の損傷防止）　　　　　　　（特になし）・耐震等級（構造躯体の損傷防止）　　　　　　　（特になし）

・耐風等級（構造躯体の倒壊防止及び損傷防止）　（特になし）・耐風等級（構造躯体の倒壊防止及び損傷防止）　（特になし）・耐風等級（構造躯体の倒壊防止及び損傷防止）　（特になし）・耐風等級（構造躯体の倒壊防止及び損傷防止）　（特になし）・耐風等級（構造躯体の倒壊防止及び損傷防止）　（特になし）・耐風等級（構造躯体の倒壊防止及び損傷防止）　（特になし）・耐風等級（構造躯体の倒壊防止及び損傷防止）　（特になし）

・劣化対策等級（構造躯体等）　　　　　　　　　（特になし）・劣化対策等級（構造躯体等）　　　　　　　　　（特になし）・劣化対策等級（構造躯体等）　　　　　　　　　（特になし）・劣化対策等級（構造躯体等）　　　　　　　　　（特になし）・劣化対策等級（構造躯体等）　　　　　　　　　（特になし）・劣化対策等級（構造躯体等）　　　　　　　　　（特になし）・劣化対策等級（構造躯体等）　　　　　　　　　（特になし）

２．使用構造材料２．使用構造材料２．使用構造材料２．使用構造材料２．使用構造材料２．使用構造材料２．使用構造材料

(Ⅲ類)(Ⅲ類)(Ⅲ類)(Ⅲ類)(Ⅲ類)(Ⅲ類)(Ⅲ類)

（１）コンクリ－ト（１）コンクリ－ト（１）コンクリ－ト（１）コンクリ－ト（１）コンクリ－ト（１）コンクリ－ト（１）コンクリ－ト

・空気量 4.5% (管理許容値 ±1.5%)・空気量 4.5% (管理許容値 ±1.5%)・空気量 4.5% (管理許容値 ±1.5%)・空気量 4.5% (管理許容値 ±1.5%)・空気量 4.5% (管理許容値 ±1.5%)・空気量 4.5% (管理許容値 ±1.5%)・空気量 4.5% (管理許容値 ±1.5%)

・水セメント比55％以下・水セメント比55％以下・水セメント比55％以下・水セメント比55％以下・水セメント比55％以下・水セメント比55％以下・水セメント比55％以下

　　　デッキ山上コンクリ－ト　　　デッキ山上コンクリ－ト　　　デッキ山上コンクリ－ト　　　デッキ山上コンクリ－ト　　　デッキ山上コンクリ－ト　　　デッキ山上コンクリ－ト　　　デッキ山上コンクリ－ト

・水セメント比65％以下・水セメント比65％以下・水セメント比65％以下・水セメント比65％以下・水セメント比65％以下・水セメント比65％以下・水セメント比65％以下

・空気量 4.5% (管理許容値 ±1.5%)・空気量 4.5% (管理許容値 ±1.5%)・空気量 4.5% (管理許容値 ±1.5%)・空気量 4.5% (管理許容値 ±1.5%)・空気量 4.5% (管理許容値 ±1.5%)・空気量 4.5% (管理許容値 ±1.5%)・空気量 4.5% (管理許容値 ±1.5%)

・単位水量 175kg／m3以下 ・単位水量 175kg／m3以下 ・単位水量 175kg／m3以下 ・単位水量 175kg／m3以下 ・単位水量 175kg／m3以下 ・単位水量 175kg／m3以下 ・単位水量 175kg／m3以下 

・高性能ＡＥ減水剤・高性能ＡＥ減水剤・高性能ＡＥ減水剤・高性能ＡＥ減水剤・高性能ＡＥ減水剤・高性能ＡＥ減水剤・高性能ＡＥ減水剤

スランプ １５㎝スランプ １５㎝スランプ １５㎝スランプ １５㎝スランプ １５㎝スランプ １５㎝スランプ １５㎝・ベーススランプ １０㎝・ベーススランプ １０㎝・ベーススランプ １０㎝・ベーススランプ １０㎝・ベーススランプ １０㎝・ベーススランプ １０㎝・ベーススランプ １０㎝

※（ ）内は暑中  S  の標準値を示す。※（ ）内は暑中  S  の標準値を示す。※（ ）内は暑中  S  の標準値を示す。※（ ）内は暑中  S  の標準値を示す。※（ ）内は暑中  S  の標準値を示す。※（ ）内は暑中  S  の標準値を示す。※（ ）内は暑中  S  の標準値を示す。

設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度
適 用 箇 所適 用 箇 所適 用 箇 所適 用 箇 所適 用 箇 所適 用 箇 所適 用 箇 所 種 　 類種 　 類種 　 類種 　 類種 　 類種 　 類種 　 類 スランプ ㎝スランプ ㎝スランプ ㎝スランプ ㎝スランプ ㎝スランプ ㎝スランプ ㎝ 構造体強度補正値  S　構造体強度補正値  S　構造体強度補正値  S　構造体強度補正値  S　構造体強度補正値  S　構造体強度補正値  S　構造体強度補正値  S　 備考備考備考備考備考備考備考

Fc=N/mm2Fc=N/mm2Fc=N/mm2Fc=N/mm2Fc=N/mm2Fc=N/mm2Fc=N/mm2

普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート 18181818181818 15151515151515 -------捨コンクリ－ト捨コンクリ－ト捨コンクリ－ト捨コンクリ－ト捨コンクリ－ト捨コンクリ－ト捨コンクリ－ト

普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート -------15151515151515土間コンクリ－ト土間コンクリ－ト土間コンクリ－ト土間コンクリ－ト土間コンクリ－ト土間コンクリ－ト土間コンクリ－ト

普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート 3（6）3（6）3（6）3（6）3（6）3（6）3（6）15151515151515基礎、基礎梁基礎、基礎梁基礎、基礎梁基礎、基礎梁基礎、基礎梁基礎、基礎梁基礎、基礎梁

混和剤混和剤混和剤混和剤混和剤混和剤混和剤 施工性及び配合計画による。施工性及び配合計画による。施工性及び配合計画による。施工性及び配合計画による。施工性及び配合計画による。施工性及び配合計画による。施工性及び配合計画による。

※その他、監理者との協議の上、調合管理強度はJASS5(最新版)に準用する。※その他、監理者との協議の上、調合管理強度はJASS5(最新版)に準用する。※その他、監理者との協議の上、調合管理強度はJASS5(最新版)に準用する。※その他、監理者との協議の上、調合管理強度はJASS5(最新版)に準用する。※その他、監理者との協議の上、調合管理強度はJASS5(最新版)に準用する。※その他、監理者との協議の上、調合管理強度はJASS5(最新版)に準用する。※その他、監理者との協議の上、調合管理強度はJASS5(最新版)に準用する。

※監理者と協議の上、高強度コンクリート(36＜Fc)の構造体強度補正値はJASS5.17節に準用する。※監理者と協議の上、高強度コンクリート(36＜Fc)の構造体強度補正値はJASS5.17節に準用する。※監理者と協議の上、高強度コンクリート(36＜Fc)の構造体強度補正値はJASS5.17節に準用する。※監理者と協議の上、高強度コンクリート(36＜Fc)の構造体強度補正値はJASS5.17節に準用する。※監理者と協議の上、高強度コンクリート(36＜Fc)の構造体強度補正値はJASS5.17節に準用する。※監理者と協議の上、高強度コンクリート(36＜Fc)の構造体強度補正値はJASS5.17節に準用する。※監理者と協議の上、高強度コンクリート(36＜Fc)の構造体強度補正値はJASS5.17節に準用する。

コンクリ－トの耐久設計基準強度(JASS5)コンクリ－トの耐久設計基準強度(JASS5)コンクリ－トの耐久設計基準強度(JASS5)コンクリ－トの耐久設計基準強度(JASS5)コンクリ－トの耐久設計基準強度(JASS5)コンクリ－トの耐久設計基準強度(JASS5)コンクリ－トの耐久設計基準強度(JASS5)

計画供用期間の級計画供用期間の級計画供用期間の級計画供用期間の級計画供用期間の級計画供用期間の級計画供用期間の級 耐久設計基準強度耐久設計基準強度耐久設計基準強度耐久設計基準強度耐久設計基準強度耐久設計基準強度耐久設計基準強度 備　考備　考備　考備　考備　考備　考備　考

18 N/ｍ㎡  (計画供用期間としておよそ30年)18 N/ｍ㎡  (計画供用期間としておよそ30年)18 N/ｍ㎡  (計画供用期間としておよそ30年)18 N/ｍ㎡  (計画供用期間としておよそ30年)18 N/ｍ㎡  (計画供用期間としておよそ30年)18 N/ｍ㎡  (計画供用期間としておよそ30年)18 N/ｍ㎡  (計画供用期間としておよそ30年) 乾燥収縮率 8 x 10-4が望ましい乾燥収縮率 8 x 10-4が望ましい乾燥収縮率 8 x 10-4が望ましい乾燥収縮率 8 x 10-4が望ましい乾燥収縮率 8 x 10-4が望ましい乾燥収縮率 8 x 10-4が望ましい乾燥収縮率 8 x 10-4が望ましい　 　 短 　 期　 　 短 　 期　 　 短 　 期　 　 短 　 期　 　 短 　 期　 　 短 　 期　 　 短 　 期

24 N/ｍ㎡  (計画供用期間としておよそ65年)24 N/ｍ㎡  (計画供用期間としておよそ65年)24 N/ｍ㎡  (計画供用期間としておよそ65年)24 N/ｍ㎡  (計画供用期間としておよそ65年)24 N/ｍ㎡  (計画供用期間としておよそ65年)24 N/ｍ㎡  (計画供用期間としておよそ65年)24 N/ｍ㎡  (計画供用期間としておよそ65年) 乾燥収縮率 8 x 10-4が望ましい乾燥収縮率 8 x 10-4が望ましい乾燥収縮率 8 x 10-4が望ましい乾燥収縮率 8 x 10-4が望ましい乾燥収縮率 8 x 10-4が望ましい乾燥収縮率 8 x 10-4が望ましい乾燥収縮率 8 x 10-4が望ましい　 　 標 　 準　 　 標 　 準　 　 標 　 準　 　 標 　 準　 　 標 　 準　 　 標 　 準　 　 標 　 準

30 N/ｍ㎡ (計画供用期間としておよそ100年)30 N/ｍ㎡ (計画供用期間としておよそ100年)30 N/ｍ㎡ (計画供用期間としておよそ100年)30 N/ｍ㎡ (計画供用期間としておよそ100年)30 N/ｍ㎡ (計画供用期間としておよそ100年)30 N/ｍ㎡ (計画供用期間としておよそ100年)30 N/ｍ㎡ (計画供用期間としておよそ100年) 乾燥収縮率 8 x 10-4乾燥収縮率 8 x 10-4乾燥収縮率 8 x 10-4乾燥収縮率 8 x 10-4乾燥収縮率 8 x 10-4乾燥収縮率 8 x 10-4乾燥収縮率 8 x 10-4　 　 長 　 期　 　 長 　 期　 　 長 　 期　 　 長 　 期　 　 長 　 期　 　 長 　 期　 　 長 　 期

36 N/ｍ㎡ (計画供用期間としておよそ200年)36 N/ｍ㎡ (計画供用期間としておよそ200年)36 N/ｍ㎡ (計画供用期間としておよそ200年)36 N/ｍ㎡ (計画供用期間としておよそ200年)36 N/ｍ㎡ (計画供用期間としておよそ200年)36 N/ｍ㎡ (計画供用期間としておよそ200年)36 N/ｍ㎡ (計画供用期間としておよそ200年) 乾燥収縮率 8 x 10-4乾燥収縮率 8 x 10-4乾燥収縮率 8 x 10-4乾燥収縮率 8 x 10-4乾燥収縮率 8 x 10-4乾燥収縮率 8 x 10-4乾燥収縮率 8 x 10-4　 　 超 長 期　 　 超 長 期　 　 超 長 期　 　 超 長 期　 　 超 長 期　 　 超 長 期　 　 超 長 期

※コンクリートの品質基準強度は、設計基準強度、又は耐久設計基準強度の大きい方の値とする。※コンクリートの品質基準強度は、設計基準強度、又は耐久設計基準強度の大きい方の値とする。※コンクリートの品質基準強度は、設計基準強度、又は耐久設計基準強度の大きい方の値とする。※コンクリートの品質基準強度は、設計基準強度、又は耐久設計基準強度の大きい方の値とする。※コンクリートの品質基準強度は、設計基準強度、又は耐久設計基準強度の大きい方の値とする。※コンクリートの品質基準強度は、設計基準強度、又は耐久設計基準強度の大きい方の値とする。※コンクリートの品質基準強度は、設計基準強度、又は耐久設計基準強度の大きい方の値とする。

（２）コンクリ－トブロック（CB）（２）コンクリ－トブロック（CB）（２）コンクリ－トブロック（CB）（２）コンクリ－トブロック（CB）（２）コンクリ－トブロック（CB）（２）コンクリ－トブロック（CB）（２）コンクリ－トブロック（CB）
100100100100100100100 120120120120120120120 150150150150150150150 190190190190190190190A種A種A種A種A種A種A種 B種B種B種B種B種B種B種 C種C種C種C種C種C種C種 厚厚厚厚厚厚厚

（３）鉄　筋（３）鉄　筋（３）鉄　筋（３）鉄　筋（３）鉄　筋（３）鉄　筋（３）鉄　筋
種　類種　類種　類種　類種　類種　類種　類 径径径径径径径 使用箇所使用箇所使用箇所使用箇所使用箇所使用箇所使用箇所 継手工法継手工法継手工法継手工法継手工法継手工法継手工法

D10～D16D10～D16D10～D16D10～D16D10～D16D10～D16D10～D16SD295ASD295ASD295ASD295ASD295ASD295ASD295A 重ね継手重ね継手重ね継手重ね継手重ね継手重ね継手重ね継手躯体一般躯体一般躯体一般躯体一般躯体一般躯体一般躯体一般

SD295BSD295BSD295BSD295BSD295BSD295BSD295B
異形鉄筋異形鉄筋異形鉄筋異形鉄筋異形鉄筋異形鉄筋異形鉄筋

SD345SD345SD345SD345SD345SD345SD345 ガス圧接継手ガス圧接継手ガス圧接継手ガス圧接継手ガス圧接継手ガス圧接継手ガス圧接継手

　 　 　 　 　 　 　 SD390SD390SD390SD390SD390SD390SD390

　 　 　 　 　 　 　 
高強度せん断補強筋高強度せん断補強筋高強度せん断補強筋高強度せん断補強筋高強度せん断補強筋高強度せん断補強筋高強度せん断補強筋 KSS785KSS785KSS785KSS785KSS785KSS785KSS785 特殊継手特殊継手特殊継手特殊継手特殊継手特殊継手特殊継手

（　　　　　　　）（　　　　　　　）（　　　　　　　）（　　　　　　　）（　　　　　　　）（　　　　　　　）（　　　　　　　）
溶接金網溶接金網溶接金網溶接金網溶接金網溶接金網溶接金網

※定着方法は基本的に在来工法とし、各部材の配筋標準図に準用する。※定着方法は基本的に在来工法とし、各部材の配筋標準図に準用する。※定着方法は基本的に在来工法とし、各部材の配筋標準図に準用する。※定着方法は基本的に在来工法とし、各部材の配筋標準図に準用する。※定着方法は基本的に在来工法とし、各部材の配筋標準図に準用する。※定着方法は基本的に在来工法とし、各部材の配筋標準図に準用する。※定着方法は基本的に在来工法とし、各部材の配筋標準図に準用する。

※配筋の納まり、施工性を考慮して機械式定着工法を全体及び部分的に使用する事は可能とする。※配筋の納まり、施工性を考慮して機械式定着工法を全体及び部分的に使用する事は可能とする。※配筋の納まり、施工性を考慮して機械式定着工法を全体及び部分的に使用する事は可能とする。※配筋の納まり、施工性を考慮して機械式定着工法を全体及び部分的に使用する事は可能とする。※配筋の納まり、施工性を考慮して機械式定着工法を全体及び部分的に使用する事は可能とする。※配筋の納まり、施工性を考慮して機械式定着工法を全体及び部分的に使用する事は可能とする。※配筋の納まり、施工性を考慮して機械式定着工法を全体及び部分的に使用する事は可能とする。

28282828282828 91919191919191

2 82 82 82 82 82 82 8 9 19 19 19 19 19 19 1

（D10～D16）（D10～D16）（D10～D16）（D10～D16）（D10～D16）（D10～D16）（D10～D16）

（D19～   ）（D19～   ）（D19～   ）（D19～   ）（D19～   ）（D19～   ）（D19～   ）

　ただし、高性能AE減水材や流動化剤等の混和材料を用いて施工する場合はこの限りではない。　ただし、高性能AE減水材や流動化剤等の混和材料を用いて施工する場合はこの限りではない。　ただし、高性能AE減水材や流動化剤等の混和材料を用いて施工する場合はこの限りではない。　ただし、高性能AE減水材や流動化剤等の混和材料を用いて施工する場合はこの限りではない。　ただし、高性能AE減水材や流動化剤等の混和材料を用いて施工する場合はこの限りではない。　ただし、高性能AE減水材や流動化剤等の混和材料を用いて施工する場合はこの限りではない。　ただし、高性能AE減水材や流動化剤等の混和材料を用いて施工する場合はこの限りではない。

・スランプ値は15cm以下を標準とし、十分締め固めが行われる範囲とする。・スランプ値は15cm以下を標準とし、十分締め固めが行われる範囲とする。・スランプ値は15cm以下を標準とし、十分締め固めが行われる範囲とする。・スランプ値は15cm以下を標準とし、十分締め固めが行われる範囲とする。・スランプ値は15cm以下を標準とし、十分締め固めが行われる範囲とする。・スランプ値は15cm以下を標準とし、十分締め固めが行われる範囲とする。・スランプ値は15cm以下を標準とし、十分締め固めが行われる範囲とする。

・沖縄県土木建築部施設建築課・技術管理課の構造計画・施工計画の留意事項による・沖縄県土木建築部施設建築課・技術管理課の構造計画・施工計画の留意事項による・沖縄県土木建築部施設建築課・技術管理課の構造計画・施工計画の留意事項による・沖縄県土木建築部施設建築課・技術管理課の構造計画・施工計画の留意事項による・沖縄県土木建築部施設建築課・技術管理課の構造計画・施工計画の留意事項による・沖縄県土木建築部施設建築課・技術管理課の構造計画・施工計画の留意事項による・沖縄県土木建築部施設建築課・技術管理課の構造計画・施工計画の留意事項による

・単位水量  170kg/m を最大とする。・単位水量  170kg/m を最大とする。・単位水量  170kg/m を最大とする。・単位水量  170kg/m を最大とする。・単位水量  170kg/m を最大とする。・単位水量  170kg/m を最大とする。・単位水量  170kg/m を最大とする。
3333333

（11）表記外は沖縄県土木建築部施設建築課・技術管理課の構造計画・施行計画の（11）表記外は沖縄県土木建築部施設建築課・技術管理課の構造計画・施行計画の（11）表記外は沖縄県土木建築部施設建築課・技術管理課の構造計画・施行計画の（11）表記外は沖縄県土木建築部施設建築課・技術管理課の構造計画・施行計画の（11）表記外は沖縄県土木建築部施設建築課・技術管理課の構造計画・施行計画の（11）表記外は沖縄県土木建築部施設建築課・技術管理課の構造計画・施行計画の（11）表記外は沖縄県土木建築部施設建築課・技術管理課の構造計画・施行計画の

留意事項による。留意事項による。留意事項による。留意事項による。留意事項による。留意事項による。留意事項による。

 ガイアスーパーパイル工法(同等以上) ガイアスーパーパイル工法(同等以上) ガイアスーパーパイル工法(同等以上) ガイアスーパーパイル工法(同等以上) ガイアスーパーパイル工法(同等以上) ガイアスーパーパイル工法(同等以上) ガイアスーパーパイル工法(同等以上)

認定番号 TACP-0561認定番号 TACP-0561認定番号 TACP-0561認定番号 TACP-0561認定番号 TACP-0561認定番号 TACP-0561認定番号 TACP-0561

認定番号 TACP-0560認定番号 TACP-0560認定番号 TACP-0560認定番号 TACP-0560認定番号 TACP-0560認定番号 TACP-0560認定番号 TACP-0560

５．鉄筋コンクリ－ト工事５．鉄筋コンクリ－ト工事５．鉄筋コンクリ－ト工事５．鉄筋コンクリ－ト工事５．鉄筋コンクリ－ト工事５．鉄筋コンクリ－ト工事５．鉄筋コンクリ－ト工事

（１）コンクリ－ト（１）コンクリ－ト（１）コンクリ－ト（１）コンクリ－ト（１）コンクリ－ト（１）コンクリ－ト（１）コンクリ－ト
コンクリ－トはJIS認定工場の製品とし施工に関してはJASS5(最新版)による。コンクリ－トはJIS認定工場の製品とし施工に関してはJASS5(最新版)による。コンクリ－トはJIS認定工場の製品とし施工に関してはJASS5(最新版)による。コンクリ－トはJIS認定工場の製品とし施工に関してはJASS5(最新版)による。コンクリ－トはJIS認定工場の製品とし施工に関してはJASS5(最新版)による。コンクリ－トはJIS認定工場の製品とし施工に関してはJASS5(最新版)による。コンクリ－トはJIS認定工場の製品とし施工に関してはJASS5(最新版)による。

セメントは、JIS R 5210の普通ボルトランドセメントを標準とする。セメントは、JIS R 5210の普通ボルトランドセメントを標準とする。セメントは、JIS R 5210の普通ボルトランドセメントを標準とする。セメントは、JIS R 5210の普通ボルトランドセメントを標準とする。セメントは、JIS R 5210の普通ボルトランドセメントを標準とする。セメントは、JIS R 5210の普通ボルトランドセメントを標準とする。セメントは、JIS R 5210の普通ボルトランドセメントを標準とする。

フライアッシュコンクリートは、JIS A 6201に示されるⅡ種に適合するものを原則とする。フライアッシュコンクリートは、JIS A 6201に示されるⅡ種に適合するものを原則とする。フライアッシュコンクリートは、JIS A 6201に示されるⅡ種に適合するものを原則とする。フライアッシュコンクリートは、JIS A 6201に示されるⅡ種に適合するものを原則とする。フライアッシュコンクリートは、JIS A 6201に示されるⅡ種に適合するものを原則とする。フライアッシュコンクリートは、JIS A 6201に示されるⅡ種に適合するものを原則とする。フライアッシュコンクリートは、JIS A 6201に示されるⅡ種に適合するものを原則とする。

調合計画は、工事開始前に工事監理者と協議の上、JASS5(最新版)、又は共通仕様書(国土交通省)に調合計画は、工事開始前に工事監理者と協議の上、JASS5(最新版)、又は共通仕様書(国土交通省)に調合計画は、工事開始前に工事監理者と協議の上、JASS5(最新版)、又は共通仕様書(国土交通省)に調合計画は、工事開始前に工事監理者と協議の上、JASS5(最新版)、又は共通仕様書(国土交通省)に調合計画は、工事開始前に工事監理者と協議の上、JASS5(最新版)、又は共通仕様書(国土交通省)に調合計画は、工事開始前に工事監理者と協議の上、JASS5(最新版)、又は共通仕様書(国土交通省)に調合計画は、工事開始前に工事監理者と協議の上、JASS5(最新版)、又は共通仕様書(国土交通省)に

準じ承認を得ること。準じ承認を得ること。準じ承認を得ること。準じ承認を得ること。準じ承認を得ること。準じ承認を得ること。準じ承認を得ること。

「レディミクストコンクリートの品質確保について」(平成15年11月10日付け　国営建第95号)及び「レディミクストコンクリートの品質確保について」(平成15年11月10日付け　国営建第95号)及び「レディミクストコンクリートの品質確保について」(平成15年11月10日付け　国営建第95号)及び「レディミクストコンクリートの品質確保について」(平成15年11月10日付け　国営建第95号)及び「レディミクストコンクリートの品質確保について」(平成15年11月10日付け　国営建第95号)及び「レディミクストコンクリートの品質確保について」(平成15年11月10日付け　国営建第95号)及び「レディミクストコンクリートの品質確保について」(平成15年11月10日付け　国営建第95号)及び

「「レディミクストコンクリートの品質確保について」の運用について」(平成15年11月10日付け「「レディミクストコンクリートの品質確保について」の運用について」(平成15年11月10日付け「「レディミクストコンクリートの品質確保について」の運用について」(平成15年11月10日付け「「レディミクストコンクリートの品質確保について」の運用について」(平成15年11月10日付け「「レディミクストコンクリートの品質確保について」の運用について」(平成15年11月10日付け「「レディミクストコンクリートの品質確保について」の運用について」(平成15年11月10日付け「「レディミクストコンクリートの品質確保について」の運用について」(平成15年11月10日付け

国営技第71号)を適用することを念頭に、施工計画を立てる事。(沖縄県の構造計画・施工計画の留意事項)国営技第71号)を適用することを念頭に、施工計画を立てる事。(沖縄県の構造計画・施工計画の留意事項)国営技第71号)を適用することを念頭に、施工計画を立てる事。(沖縄県の構造計画・施工計画の留意事項)国営技第71号)を適用することを念頭に、施工計画を立てる事。(沖縄県の構造計画・施工計画の留意事項)国営技第71号)を適用することを念頭に、施工計画を立てる事。(沖縄県の構造計画・施工計画の留意事項)国営技第71号)を適用することを念頭に、施工計画を立てる事。(沖縄県の構造計画・施工計画の留意事項)国営技第71号)を適用することを念頭に、施工計画を立てる事。(沖縄県の構造計画・施工計画の留意事項)

寒中、暑中、その他特殊コンクリ－トの適用を受ける期間に当る場合は、調合、打ち込み、養生、寒中、暑中、その他特殊コンクリ－トの適用を受ける期間に当る場合は、調合、打ち込み、養生、寒中、暑中、その他特殊コンクリ－トの適用を受ける期間に当る場合は、調合、打ち込み、養生、寒中、暑中、その他特殊コンクリ－トの適用を受ける期間に当る場合は、調合、打ち込み、養生、寒中、暑中、その他特殊コンクリ－トの適用を受ける期間に当る場合は、調合、打ち込み、養生、寒中、暑中、その他特殊コンクリ－トの適用を受ける期間に当る場合は、調合、打ち込み、養生、寒中、暑中、その他特殊コンクリ－トの適用を受ける期間に当る場合は、調合、打ち込み、養生、

管理方法など必要事項について、工事監理者の承認を得ること。管理方法など必要事項について、工事監理者の承認を得ること。管理方法など必要事項について、工事監理者の承認を得ること。管理方法など必要事項について、工事監理者の承認を得ること。管理方法など必要事項について、工事監理者の承認を得ること。管理方法など必要事項について、工事監理者の承認を得ること。管理方法など必要事項について、工事監理者の承認を得ること。

フレッシュコンクリ－トの塩化物測定は、原則として工事現場で(財)国土開発技術研究センタ－のフレッシュコンクリ－トの塩化物測定は、原則として工事現場で(財)国土開発技術研究センタ－のフレッシュコンクリ－トの塩化物測定は、原則として工事現場で(財)国土開発技術研究センタ－のフレッシュコンクリ－トの塩化物測定は、原則として工事現場で(財)国土開発技術研究センタ－のフレッシュコンクリ－トの塩化物測定は、原則として工事現場で(財)国土開発技術研究センタ－のフレッシュコンクリ－トの塩化物測定は、原則として工事現場で(財)国土開発技術研究センタ－のフレッシュコンクリ－トの塩化物測定は、原則として工事現場で(財)国土開発技術研究センタ－の

技術評価をうけた測定器を用いて行い、試験結果の記録及び測定器の表示部を1回の測定ごとに撮影した技術評価をうけた測定器を用いて行い、試験結果の記録及び測定器の表示部を1回の測定ごとに撮影した技術評価をうけた測定器を用いて行い、試験結果の記録及び測定器の表示部を1回の測定ごとに撮影した技術評価をうけた測定器を用いて行い、試験結果の記録及び測定器の表示部を1回の測定ごとに撮影した技術評価をうけた測定器を用いて行い、試験結果の記録及び測定器の表示部を1回の測定ごとに撮影した技術評価をうけた測定器を用いて行い、試験結果の記録及び測定器の表示部を1回の測定ごとに撮影した技術評価をうけた測定器を用いて行い、試験結果の記録及び測定器の表示部を1回の測定ごとに撮影した

写真(カラ－)を保管し承認を得る。測定検査の回数は、通常の場合、1日1回以上とし、1回の検査に写真(カラ－)を保管し承認を得る。測定検査の回数は、通常の場合、1日1回以上とし、1回の検査に写真(カラ－)を保管し承認を得る。測定検査の回数は、通常の場合、1日1回以上とし、1回の検査に写真(カラ－)を保管し承認を得る。測定検査の回数は、通常の場合、1日1回以上とし、1回の検査に写真(カラ－)を保管し承認を得る。測定検査の回数は、通常の場合、1日1回以上とし、1回の検査に写真(カラ－)を保管し承認を得る。測定検査の回数は、通常の場合、1日1回以上とし、1回の検査に写真(カラ－)を保管し承認を得る。測定検査の回数は、通常の場合、1日1回以上とし、1回の検査に

おける測定試験は、同一試料から取り分けて3回行い、その平均値を試験値とする。おける測定試験は、同一試料から取り分けて3回行い、その平均値を試験値とする。おける測定試験は、同一試料から取り分けて3回行い、その平均値を試験値とする。おける測定試験は、同一試料から取り分けて3回行い、その平均値を試験値とする。おける測定試験は、同一試料から取り分けて3回行い、その平均値を試験値とする。おける測定試験は、同一試料から取り分けて3回行い、その平均値を試験値とする。おける測定試験は、同一試料から取り分けて3回行い、その平均値を試験値とする。

杭の施工に際し、規則1条の3第1項に掲げる表三の認定に関する性能評価の内、基礎杭の許容支持力が、杭の施工に際し、規則1条の3第1項に掲げる表三の認定に関する性能評価の内、基礎杭の許容支持力が、杭の施工に際し、規則1条の3第1項に掲げる表三の認定に関する性能評価の内、基礎杭の許容支持力が、杭の施工に際し、規則1条の3第1項に掲げる表三の認定に関する性能評価の内、基礎杭の許容支持力が、杭の施工に際し、規則1条の3第1項に掲げる表三の認定に関する性能評価の内、基礎杭の許容支持力が、杭の施工に際し、規則1条の3第1項に掲げる表三の認定に関する性能評価の内、基礎杭の許容支持力が、杭の施工に際し、規則1条の3第1項に掲げる表三の認定に関する性能評価の内、基礎杭の許容支持力が、
長期及び短期の設計支持力を確実に確保されるように、認定内容に則した支持層及び周面摩擦力を、長期及び短期の設計支持力を確実に確保されるように、認定内容に則した支持層及び周面摩擦力を、長期及び短期の設計支持力を確実に確保されるように、認定内容に則した支持層及び周面摩擦力を、長期及び短期の設計支持力を確実に確保されるように、認定内容に則した支持層及び周面摩擦力を、長期及び短期の設計支持力を確実に確保されるように、認定内容に則した支持層及び周面摩擦力を、長期及び短期の設計支持力を確実に確保されるように、認定内容に則した支持層及び周面摩擦力を、長期及び短期の設計支持力を確実に確保されるように、認定内容に則した支持層及び周面摩擦力を、
得られる事を確認すること。得られる事を確認すること。得られる事を確認すること。得られる事を確認すること。得られる事を確認すること。得られる事を確認すること。得られる事を確認すること。

発注機関発注機関発注機関発注機関発注機関発注機関発注機関

摘　　要摘　　要摘　　要摘　　要摘　　要摘　　要摘　　要

検　　印検　　印検　　印検　　印検　　印検　　印検　　印

管理建築士管理建築士管理建築士管理建築士管理建築士管理建築士管理建築士 設　 計設　 計設　 計設　 計設　 計設　 計設　 計 製 　図製 　図製 　図製 　図製 　図製 　図製 　図

工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称

工事場所工事場所工事場所工事場所工事場所工事場所工事場所

　南城市役所　南城市役所　南城市役所　南城市役所　南城市役所　南城市役所　南城市役所

名　　称名　　称名　　称名　　称名　　称名　　称名　　称

資格者氏名資格者氏名資格者氏名資格者氏名資格者氏名資格者氏名資格者氏名

登録番号登録番号登録番号登録番号登録番号登録番号登録番号

所 在 地所 在 地所 在 地所 在 地所 在 地所 在 地所 在 地

工事年度工事年度工事年度工事年度工事年度工事年度工事年度

縮    尺縮    尺縮    尺縮    尺縮    尺縮    尺縮    尺

図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称

株式会社 神里設計株式会社 神里設計株式会社 神里設計株式会社 神里設計株式会社 神里設計株式会社 神里設計株式会社 神里設計

那覇市字識名1247-7那覇市字識名1247-7那覇市字識名1247-7那覇市字識名1247-7那覇市字識名1247-7那覇市字識名1247-7那覇市字識名1247-7

図面番号図面番号図面番号図面番号図面番号図面番号図面番号

一級建築士第177440号　神里光好一級建築士第177440号　神里光好一級建築士第177440号　神里光好一級建築士第177440号　神里光好一級建築士第177440号　神里光好一級建築士第177440号　神里光好一級建築士第177440号　神里光好

設
　

計
　
者

設
　

計
　
者

設
　

計
　
者

設
　

計
　
者

設
　

計
　
者

設
　

計
　
者

設
　

計
　
者

令和　３ 年度令和　３ 年度令和　３ 年度令和　３ 年度令和　３ 年度令和　３ 年度令和　３ 年度

一級建築士事務所登録第13Y-2823号一級建築士事務所登録第13Y-2823号一級建築士事務所登録第13Y-2823号一級建築士事務所登録第13Y-2823号一級建築士事務所登録第13Y-2823号一級建築士事務所登録第13Y-2823号一級建築士事務所登録第13Y-2823号

久高島電動カート車庫設置工事久高島電動カート車庫設置工事久高島電動カート車庫設置工事久高島電動カート車庫設置工事久高島電動カート車庫設置工事久高島電動カート車庫設置工事久高島電動カート車庫設置工事

７．設備関係７．設備関係７．設備関係７．設備関係７．設備関係７．設備関係７．設備関係

８．その他８．その他８．その他８．その他８．その他８．その他８．その他

 諸官庁への届出書類は遅滞なく提出すること。 諸官庁への届出書類は遅滞なく提出すること。 諸官庁への届出書類は遅滞なく提出すること。 諸官庁への届出書類は遅滞なく提出すること。 諸官庁への届出書類は遅滞なく提出すること。 諸官庁への届出書類は遅滞なく提出すること。 諸官庁への届出書類は遅滞なく提出すること。

 各試験の供試体は公的試験機関にて試験を行い工事監理者に報告すること。 各試験の供試体は公的試験機関にて試験を行い工事監理者に報告すること。 各試験の供試体は公的試験機関にて試験を行い工事監理者に報告すること。 各試験の供試体は公的試験機関にて試験を行い工事監理者に報告すること。 各試験の供試体は公的試験機関にて試験を行い工事監理者に報告すること。 各試験の供試体は公的試験機関にて試験を行い工事監理者に報告すること。 各試験の供試体は公的試験機関にて試験を行い工事監理者に報告すること。

必要に応じて記録写真を撮り保管すること。必要に応じて記録写真を撮り保管すること。必要に応じて記録写真を撮り保管すること。必要に応じて記録写真を撮り保管すること。必要に応じて記録写真を撮り保管すること。必要に応じて記録写真を撮り保管すること。必要に応じて記録写真を撮り保管すること。

特記以外の梁貫通孔は原則として設けない、設ける場合は設計者の承認を得ること。特記以外の梁貫通孔は原則として設けない、設ける場合は設計者の承認を得ること。特記以外の梁貫通孔は原則として設けない、設ける場合は設計者の承認を得ること。特記以外の梁貫通孔は原則として設けない、設ける場合は設計者の承認を得ること。特記以外の梁貫通孔は原則として設けない、設ける場合は設計者の承認を得ること。特記以外の梁貫通孔は原則として設けない、設ける場合は設計者の承認を得ること。特記以外の梁貫通孔は原則として設けない、設ける場合は設計者の承認を得ること。

設備機器の架台及び基礎については工事監理者の承認を得ること。設備機器の架台及び基礎については工事監理者の承認を得ること。設備機器の架台及び基礎については工事監理者の承認を得ること。設備機器の架台及び基礎については工事監理者の承認を得ること。設備機器の架台及び基礎については工事監理者の承認を得ること。設備機器の架台及び基礎については工事監理者の承認を得ること。設備機器の架台及び基礎については工事監理者の承認を得ること。

床スラブ内に設備配管等を埋込む場合はスラブ厚さの1/4以下とし管の間隔を20cm以上を原則とする。床スラブ内に設備配管等を埋込む場合はスラブ厚さの1/4以下とし管の間隔を20cm以上を原則とする。床スラブ内に設備配管等を埋込む場合はスラブ厚さの1/4以下とし管の間隔を20cm以上を原則とする。床スラブ内に設備配管等を埋込む場合はスラブ厚さの1/4以下とし管の間隔を20cm以上を原則とする。床スラブ内に設備配管等を埋込む場合はスラブ厚さの1/4以下とし管の間隔を20cm以上を原則とする。床スラブ内に設備配管等を埋込む場合はスラブ厚さの1/4以下とし管の間隔を20cm以上を原則とする。床スラブ内に設備配管等を埋込む場合はスラブ厚さの1/4以下とし管の間隔を20cm以上を原則とする。

CD管の集中する床はワイヤ－メッシュ(4Φ-150x150程度)を入れる等ひび割れ対策を行う事。CD管の集中する床はワイヤ－メッシュ(4Φ-150x150程度)を入れる等ひび割れ対策を行う事。CD管の集中する床はワイヤ－メッシュ(4Φ-150x150程度)を入れる等ひび割れ対策を行う事。CD管の集中する床はワイヤ－メッシュ(4Φ-150x150程度)を入れる等ひび割れ対策を行う事。CD管の集中する床はワイヤ－メッシュ(4Φ-150x150程度)を入れる等ひび割れ対策を行う事。CD管の集中する床はワイヤ－メッシュ(4Φ-150x150程度)を入れる等ひび割れ対策を行う事。CD管の集中する床はワイヤ－メッシュ(4Φ-150x150程度)を入れる等ひび割れ対策を行う事。

床スラブ内に埋込む配管は大梁断面を縦、横断してはならない。床スラブ内に埋込む配管は大梁断面を縦、横断してはならない。床スラブ内に埋込む配管は大梁断面を縦、横断してはならない。床スラブ内に埋込む配管は大梁断面を縦、横断してはならない。床スラブ内に埋込む配管は大梁断面を縦、横断してはならない。床スラブ内に埋込む配管は大梁断面を縦、横断してはならない。床スラブ内に埋込む配管は大梁断面を縦、横断してはならない。

やむを得ない場合は、工事監理者の承認を得ること。やむを得ない場合は、工事監理者の承認を得ること。やむを得ない場合は、工事監理者の承認を得ること。やむを得ない場合は、工事監理者の承認を得ること。やむを得ない場合は、工事監理者の承認を得ること。やむを得ない場合は、工事監理者の承認を得ること。やむを得ない場合は、工事監理者の承認を得ること。

床スラブ内の配筋の経路は事前に検討を行い、配管が集中する箇所については工事監理と協議の上、床スラブ内の配筋の経路は事前に検討を行い、配管が集中する箇所については工事監理と協議の上、床スラブ内の配筋の経路は事前に検討を行い、配管が集中する箇所については工事監理と協議の上、床スラブ内の配筋の経路は事前に検討を行い、配管が集中する箇所については工事監理と協議の上、床スラブ内の配筋の経路は事前に検討を行い、配管が集中する箇所については工事監理と協議の上、床スラブ内の配筋の経路は事前に検討を行い、配管が集中する箇所については工事監理と協議の上、床スラブ内の配筋の経路は事前に検討を行い、配管が集中する箇所については工事監理と協議の上、

部分的にスラブを下げる又は、スラブを厚くする等の対策を講じること。部分的にスラブを下げる又は、スラブを厚くする等の対策を講じること。部分的にスラブを下げる又は、スラブを厚くする等の対策を講じること。部分的にスラブを下げる又は、スラブを厚くする等の対策を講じること。部分的にスラブを下げる又は、スラブを厚くする等の対策を講じること。部分的にスラブを下げる又は、スラブを厚くする等の対策を講じること。部分的にスラブを下げる又は、スラブを厚くする等の対策を講じること。

令129条の2の4の事項令129条の2の4の事項令129条の2の4の事項令129条の2の4の事項令129条の2の4の事項令129条の2の4の事項令129条の2の4の事項
・ 建築物に設ける建築設備にあっては、構造耐力上安全なものとして、以下の構造方法による。・ 建築物に設ける建築設備にあっては、構造耐力上安全なものとして、以下の構造方法による。・ 建築物に設ける建築設備にあっては、構造耐力上安全なものとして、以下の構造方法による。・ 建築物に設ける建築設備にあっては、構造耐力上安全なものとして、以下の構造方法による。・ 建築物に設ける建築設備にあっては、構造耐力上安全なものとして、以下の構造方法による。・ 建築物に設ける建築設備にあっては、構造耐力上安全なものとして、以下の構造方法による。・ 建築物に設ける建築設備にあっては、構造耐力上安全なものとして、以下の構造方法による。

建築設備（昇降機を除く。）、建築設備の支持構造部及び緊結金物は、腐食又は腐朽のおそれがないものとすること。建築設備（昇降機を除く。）、建築設備の支持構造部及び緊結金物は、腐食又は腐朽のおそれがないものとすること。建築設備（昇降機を除く。）、建築設備の支持構造部及び緊結金物は、腐食又は腐朽のおそれがないものとすること。建築設備（昇降機を除く。）、建築設備の支持構造部及び緊結金物は、腐食又は腐朽のおそれがないものとすること。建築設備（昇降機を除く。）、建築設備の支持構造部及び緊結金物は、腐食又は腐朽のおそれがないものとすること。建築設備（昇降機を除く。）、建築設備の支持構造部及び緊結金物は、腐食又は腐朽のおそれがないものとすること。建築設備（昇降機を除く。）、建築設備の支持構造部及び緊結金物は、腐食又は腐朽のおそれがないものとすること。

屋上から突出する水槽、煙突、冷却塔その他これらに類するものは、支持構造部又は建築物の構造耐力上主要な部分に、屋上から突出する水槽、煙突、冷却塔その他これらに類するものは、支持構造部又は建築物の構造耐力上主要な部分に、屋上から突出する水槽、煙突、冷却塔その他これらに類するものは、支持構造部又は建築物の構造耐力上主要な部分に、屋上から突出する水槽、煙突、冷却塔その他これらに類するものは、支持構造部又は建築物の構造耐力上主要な部分に、屋上から突出する水槽、煙突、冷却塔その他これらに類するものは、支持構造部又は建築物の構造耐力上主要な部分に、屋上から突出する水槽、煙突、冷却塔その他これらに類するものは、支持構造部又は建築物の構造耐力上主要な部分に、屋上から突出する水槽、煙突、冷却塔その他これらに類するものは、支持構造部又は建築物の構造耐力上主要な部分に、

支持構造部は、建築物の構造耐力上主要な部分に、緊結すること。支持構造部は、建築物の構造耐力上主要な部分に、緊結すること。支持構造部は、建築物の構造耐力上主要な部分に、緊結すること。支持構造部は、建築物の構造耐力上主要な部分に、緊結すること。支持構造部は、建築物の構造耐力上主要な部分に、緊結すること。支持構造部は、建築物の構造耐力上主要な部分に、緊結すること。支持構造部は、建築物の構造耐力上主要な部分に、緊結すること。

煙突の屋上突出部の高さは、れんが造、石造、コンクリートブロック造又は無筋コンクリート造の場合は煙突の屋上突出部の高さは、れんが造、石造、コンクリートブロック造又は無筋コンクリート造の場合は煙突の屋上突出部の高さは、れんが造、石造、コンクリートブロック造又は無筋コンクリート造の場合は煙突の屋上突出部の高さは、れんが造、石造、コンクリートブロック造又は無筋コンクリート造の場合は煙突の屋上突出部の高さは、れんが造、石造、コンクリートブロック造又は無筋コンクリート造の場合は煙突の屋上突出部の高さは、れんが造、石造、コンクリートブロック造又は無筋コンクリート造の場合は煙突の屋上突出部の高さは、れんが造、石造、コンクリートブロック造又は無筋コンクリート造の場合は

鉄製の支枠を設けたものを除き、90㎝以下とすること。鉄製の支枠を設けたものを除き、90㎝以下とすること。鉄製の支枠を設けたものを除き、90㎝以下とすること。鉄製の支枠を設けたものを除き、90㎝以下とすること。鉄製の支枠を設けたものを除き、90㎝以下とすること。鉄製の支枠を設けたものを除き、90㎝以下とすること。鉄製の支枠を設けたものを除き、90㎝以下とすること。

煙突で屋内にある部分は、鉄筋に対するコンクリートのかぶり厚さを5㎝以上とした鉄筋コンクリート造又は煙突で屋内にある部分は、鉄筋に対するコンクリートのかぶり厚さを5㎝以上とした鉄筋コンクリート造又は煙突で屋内にある部分は、鉄筋に対するコンクリートのかぶり厚さを5㎝以上とした鉄筋コンクリート造又は煙突で屋内にある部分は、鉄筋に対するコンクリートのかぶり厚さを5㎝以上とした鉄筋コンクリート造又は煙突で屋内にある部分は、鉄筋に対するコンクリートのかぶり厚さを5㎝以上とした鉄筋コンクリート造又は煙突で屋内にある部分は、鉄筋に対するコンクリートのかぶり厚さを5㎝以上とした鉄筋コンクリート造又は煙突で屋内にある部分は、鉄筋に対するコンクリートのかぶり厚さを5㎝以上とした鉄筋コンクリート造又は

厚さが25㎝以上の無筋コンクリート造、れんが造、石造若しくはコンクリートブロック造とすること。厚さが25㎝以上の無筋コンクリート造、れんが造、石造若しくはコンクリートブロック造とすること。厚さが25㎝以上の無筋コンクリート造、れんが造、石造若しくはコンクリートブロック造とすること。厚さが25㎝以上の無筋コンクリート造、れんが造、石造若しくはコンクリートブロック造とすること。厚さが25㎝以上の無筋コンクリート造、れんが造、石造若しくはコンクリートブロック造とすること。厚さが25㎝以上の無筋コンクリート造、れんが造、石造若しくはコンクリートブロック造とすること。厚さが25㎝以上の無筋コンクリート造、れんが造、石造若しくはコンクリートブロック造とすること。

建築物に設ける給水、排水その他の配管設備は、建築物に設ける給水、排水その他の配管設備は、建築物に設ける給水、排水その他の配管設備は、建築物に設ける給水、排水その他の配管設備は、建築物に設ける給水、排水その他の配管設備は、建築物に設ける給水、排水その他の配管設備は、建築物に設ける給水、排水その他の配管設備は、

風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して安全上支障のない構造とすること。風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して安全上支障のない構造とすること。風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して安全上支障のない構造とすること。風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して安全上支障のない構造とすること。風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して安全上支障のない構造とすること。風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して安全上支障のない構造とすること。風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して安全上支障のない構造とすること。

建築物の部分を貫通して配管する場合においては、当該貫通部分に配管スリーブを設ける等建築物の部分を貫通して配管する場合においては、当該貫通部分に配管スリーブを設ける等建築物の部分を貫通して配管する場合においては、当該貫通部分に配管スリーブを設ける等建築物の部分を貫通して配管する場合においては、当該貫通部分に配管スリーブを設ける等建築物の部分を貫通して配管する場合においては、当該貫通部分に配管スリーブを設ける等建築物の部分を貫通して配管する場合においては、当該貫通部分に配管スリーブを設ける等建築物の部分を貫通して配管する場合においては、当該貫通部分に配管スリーブを設ける等

有効な管の損傷防止のための措置を講ずること。有効な管の損傷防止のための措置を講ずること。有効な管の損傷防止のための措置を講ずること。有効な管の損傷防止のための措置を講ずること。有効な管の損傷防止のための措置を講ずること。有効な管の損傷防止のための措置を講ずること。有効な管の損傷防止のための措置を講ずること。

管の伸縮その他の変形により当該管に損傷が生ずるおそれがある場合において、伸縮継手又管の伸縮その他の変形により当該管に損傷が生ずるおそれがある場合において、伸縮継手又管の伸縮その他の変形により当該管に損傷が生ずるおそれがある場合において、伸縮継手又管の伸縮その他の変形により当該管に損傷が生ずるおそれがある場合において、伸縮継手又管の伸縮その他の変形により当該管に損傷が生ずるおそれがある場合において、伸縮継手又管の伸縮その他の変形により当該管に損傷が生ずるおそれがある場合において、伸縮継手又管の伸縮その他の変形により当該管に損傷が生ずるおそれがある場合において、伸縮継手又

は可撓継手を設ける等有効な損傷防止のための措置を講ずること。は可撓継手を設ける等有効な損傷防止のための措置を講ずること。は可撓継手を設ける等有効な損傷防止のための措置を講ずること。は可撓継手を設ける等有効な損傷防止のための措置を講ずること。は可撓継手を設ける等有効な損傷防止のための措置を講ずること。は可撓継手を設ける等有効な損傷防止のための措置を講ずること。は可撓継手を設ける等有効な損傷防止のための措置を講ずること。

管を支持し、又は固定する場合においては、つり金物又は防振ゴムを用いる等有効な地震そ管を支持し、又は固定する場合においては、つり金物又は防振ゴムを用いる等有効な地震そ管を支持し、又は固定する場合においては、つり金物又は防振ゴムを用いる等有効な地震そ管を支持し、又は固定する場合においては、つり金物又は防振ゴムを用いる等有効な地震そ管を支持し、又は固定する場合においては、つり金物又は防振ゴムを用いる等有効な地震そ管を支持し、又は固定する場合においては、つり金物又は防振ゴムを用いる等有効な地震そ管を支持し、又は固定する場合においては、つり金物又は防振ゴムを用いる等有効な地震そ

の他の震動及び衝撃の緩和のための措置を講ずること。の他の震動及び衝撃の緩和のための措置を講ずること。の他の震動及び衝撃の緩和のための措置を講ずること。の他の震動及び衝撃の緩和のための措置を講ずること。の他の震動及び衝撃の緩和のための措置を講ずること。の他の震動及び衝撃の緩和のための措置を講ずること。の他の震動及び衝撃の緩和のための措置を講ずること。

法第20 条第一号から第三号までの建築物に設ける屋上から突出する水槽、煙突その他これらに類するものにあっては、法第20 条第一号から第三号までの建築物に設ける屋上から突出する水槽、煙突その他これらに類するものにあっては、法第20 条第一号から第三号までの建築物に設ける屋上から突出する水槽、煙突その他これらに類するものにあっては、法第20 条第一号から第三号までの建築物に設ける屋上から突出する水槽、煙突その他これらに類するものにあっては、法第20 条第一号から第三号までの建築物に設ける屋上から突出する水槽、煙突その他これらに類するものにあっては、法第20 条第一号から第三号までの建築物に設ける屋上から突出する水槽、煙突その他これらに類するものにあっては、法第20 条第一号から第三号までの建築物に設ける屋上から突出する水槽、煙突その他これらに類するものにあっては、

建設省告示第1389号により、風圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して構造耐力上安全なものとすること。建設省告示第1389号により、風圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して構造耐力上安全なものとすること。建設省告示第1389号により、風圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して構造耐力上安全なものとすること。建設省告示第1389号により、風圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して構造耐力上安全なものとすること。建設省告示第1389号により、風圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して構造耐力上安全なものとすること。建設省告示第1389号により、風圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して構造耐力上安全なものとすること。建設省告示第1389号により、風圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して構造耐力上安全なものとすること。

給湯設備は、支持構造部及び緊桔金物を腐食又は腐朽のおそれがないものとするほか、給湯設備は、支持構造部及び緊桔金物を腐食又は腐朽のおそれがないものとするほか、給湯設備は、支持構造部及び緊桔金物を腐食又は腐朽のおそれがないものとするほか、給湯設備は、支持構造部及び緊桔金物を腐食又は腐朽のおそれがないものとするほか、給湯設備は、支持構造部及び緊桔金物を腐食又は腐朽のおそれがないものとするほか、給湯設備は、支持構造部及び緊桔金物を腐食又は腐朽のおそれがないものとするほか、給湯設備は、支持構造部及び緊桔金物を腐食又は腐朽のおそれがないものとするほか、

風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して安全上支障のない構造とすること。風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して安全上支障のない構造とすること。風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して安全上支障のない構造とすること。風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して安全上支障のない構造とすること。風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して安全上支障のない構造とすること。風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して安全上支障のない構造とすること。風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して安全上支障のない構造とすること。

各認定品・評価品の施工は、施工計画書に倣う。各認定品・評価品の施工は、施工計画書に倣う。各認定品・評価品の施工は、施工計画書に倣う。各認定品・評価品の施工は、施工計画書に倣う。各認定品・評価品の施工は、施工計画書に倣う。各認定品・評価品の施工は、施工計画書に倣う。各認定品・評価品の施工は、施工計画書に倣う。
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（各４ヶ所）（各４ヶ所）（各４ヶ所）（各４ヶ所）（各４ヶ所）（各４ヶ所）（各４ヶ所）
主筋かぶりは主筋かぶりは主筋かぶりは主筋かぶりは主筋かぶりは主筋かぶりは主筋かぶりは ＊一般のあばら筋と同様のものを２本束ねる＊一般のあばら筋と同様のものを２本束ねる＊一般のあばら筋と同様のものを２本束ねる＊一般のあばら筋と同様のものを２本束ねる＊一般のあばら筋と同様のものを２本束ねる＊一般のあばら筋と同様のものを２本束ねる＊一般のあばら筋と同様のものを２本束ねる 重ね継手とする場合重ね継手とする場合重ね継手とする場合重ね継手とする場合重ね継手とする場合重ね継手とする場合重ね継手とする場合１．機械式継ぎ手を使用する場合は各メ－カ－の仕様にならう。１．機械式継ぎ手を使用する場合は各メ－カ－の仕様にならう。１．機械式継ぎ手を使用する場合は各メ－カ－の仕様にならう。１．機械式継ぎ手を使用する場合は各メ－カ－の仕様にならう。１．機械式継ぎ手を使用する場合は各メ－カ－の仕様にならう。１．機械式継ぎ手を使用する場合は各メ－カ－の仕様にならう。１．機械式継ぎ手を使用する場合は各メ－カ－の仕様にならう。
　　以上とする。　　以上とする。　　以上とする。　　以上とする。　　以上とする。　　以上とする。　　以上とする。100100100100100100100φφφφφφφ

２．継手の製品は原則として評価を受けたＳＡ級又はＡ級の性能を有したものとする。それ以外の製品を使用する２．継手の製品は原則として評価を受けたＳＡ級又はＡ級の性能を有したものとする。それ以外の製品を使用する２．継手の製品は原則として評価を受けたＳＡ級又はＡ級の性能を有したものとする。それ以外の製品を使用する２．継手の製品は原則として評価を受けたＳＡ級又はＡ級の性能を有したものとする。それ以外の製品を使用する２．継手の製品は原則として評価を受けたＳＡ級又はＡ級の性能を有したものとする。それ以外の製品を使用する２．継手の製品は原則として評価を受けたＳＡ級又はＡ級の性能を有したものとする。それ以外の製品を使用する２．継手の製品は原則として評価を受けたＳＡ級又はＡ級の性能を有したものとする。それ以外の製品を使用する
折り曲げ角度９０°はスラブ筋折り曲げ角度９０°はスラブ筋折り曲げ角度９０°はスラブ筋折り曲げ角度９０°はスラブ筋折り曲げ角度９０°はスラブ筋折り曲げ角度９０°はスラブ筋折り曲げ角度９０°はスラブ筋 杭間隔は　×φかつφ＋　　以上杭間隔は　×φかつφ＋　　以上杭間隔は　×φかつφ＋　　以上杭間隔は　×φかつφ＋　　以上杭間隔は　×φかつφ＋　　以上杭間隔は　×φかつφ＋　　以上杭間隔は　×φかつφ＋　　以上２２２２２２２ 1000100010001000100010001000折曲げ角度折曲げ角度折曲げ角度折曲げ角度折曲げ角度折曲げ角度折曲げ角度 １８０°１８０°１８０°１８０°１８０°１８０°１８０° １３５°１３５°１３５°１３５°１３５°１３５°１３５° ９０°９０°９０°９０°９０°９０°９０° 場合は設計者の承認を得る事。場合は設計者の承認を得る事。場合は設計者の承認を得る事。場合は設計者の承認を得る事。場合は設計者の承認を得る事。場合は設計者の承認を得る事。場合は設計者の承認を得る事。
壁筋の末端部又はスラブと同時に壁筋の末端部又はスラブと同時に壁筋の末端部又はスラブと同時に壁筋の末端部又はスラブと同時に壁筋の末端部又はスラブと同時に壁筋の末端部又はスラブと同時に壁筋の末端部又はスラブと同時に

３．継手位置は、SA級の場合特に指定は無い。３．継手位置は、SA級の場合特に指定は無い。３．継手位置は、SA級の場合特に指定は無い。３．継手位置は、SA級の場合特に指定は無い。３．継手位置は、SA級の場合特に指定は無い。３．継手位置は、SA級の場合特に指定は無い。３．継手位置は、SA級の場合特に指定は無い。打ち込むＴ型及びＬ型梁のキャッ打ち込むＴ型及びＬ型梁のキャッ打ち込むＴ型及びＬ型梁のキャッ打ち込むＴ型及びＬ型梁のキャッ打ち込むＴ型及びＬ型梁のキャッ打ち込むＴ型及びＬ型梁のキャッ打ち込むＴ型及びＬ型梁のキャッ
Ａ級の場合は柱、梁ヒンジ領域外に設ける事を原則とする。ヒンジ領域内に設ける場合は設計者の承認を得る事。Ａ級の場合は柱、梁ヒンジ領域外に設ける事を原則とする。ヒンジ領域内に設ける場合は設計者の承認を得る事。Ａ級の場合は柱、梁ヒンジ領域外に設ける事を原則とする。ヒンジ領域内に設ける場合は設計者の承認を得る事。Ａ級の場合は柱、梁ヒンジ領域外に設ける事を原則とする。ヒンジ領域内に設ける場合は設計者の承認を得る事。Ａ級の場合は柱、梁ヒンジ領域外に設ける事を原則とする。ヒンジ領域内に設ける場合は設計者の承認を得る事。Ａ級の場合は柱、梁ヒンジ領域外に設ける事を原則とする。ヒンジ領域内に設ける場合は設計者の承認を得る事。Ａ級の場合は柱、梁ヒンジ領域外に設ける事を原則とする。ヒンジ領域内に設ける場合は設計者の承認を得る事。プタイにのみ用る。プタイにのみ用る。プタイにのみ用る。プタイにのみ用る。プタイにのみ用る。プタイにのみ用る。プタイにのみ用る。 ※柱頭主筋の定着長さはL2の他、日本建築学会/ＲＣ基準2010/17条/1.定着による※柱頭主筋の定着長さはL2の他、日本建築学会/ＲＣ基準2010/17条/1.定着による※柱頭主筋の定着長さはL2の他、日本建築学会/ＲＣ基準2010/17条/1.定着による※柱頭主筋の定着長さはL2の他、日本建築学会/ＲＣ基準2010/17条/1.定着による※柱頭主筋の定着長さはL2の他、日本建築学会/ＲＣ基準2010/17条/1.定着による※柱頭主筋の定着長さはL2の他、日本建築学会/ＲＣ基準2010/17条/1.定着による※柱頭主筋の定着長さはL2の他、日本建築学会/ＲＣ基準2010/17条/1.定着による

４．継手部のかぶりに注意する事。４．継手部のかぶりに注意する事。４．継手部のかぶりに注意する事。４．継手部のかぶりに注意する事。４．継手部のかぶりに注意する事。４．継手部のかぶりに注意する事。４．継手部のかぶりに注意する事。ｄｄｄｄｄｄｄ キャップタイ　キャップタイ　キャップタイ　キャップタイ　キャップタイ　キャップタイ　キャップタイ　ｄｄｄｄｄｄｄ ｄｄｄｄｄｄｄ ｄｄｄｄｄｄｄ
５．ヒンジ領域外に継手を設ける場合、全数同一箇所に継ぎ手を設ける事もできる（いわゆる芋継手）ヒンジ領域内に５．ヒンジ領域外に継手を設ける場合、全数同一箇所に継ぎ手を設ける事もできる（いわゆる芋継手）ヒンジ領域内に５．ヒンジ領域外に継手を設ける場合、全数同一箇所に継ぎ手を設ける事もできる（いわゆる芋継手）ヒンジ領域内に５．ヒンジ領域外に継手を設ける場合、全数同一箇所に継ぎ手を設ける事もできる（いわゆる芋継手）ヒンジ領域内に５．ヒンジ領域外に継手を設ける場合、全数同一箇所に継ぎ手を設ける事もできる（いわゆる芋継手）ヒンジ領域内に５．ヒンジ領域外に継手を設ける場合、全数同一箇所に継ぎ手を設ける事もできる（いわゆる芋継手）ヒンジ領域内に５．ヒンジ領域外に継手を設ける場合、全数同一箇所に継ぎ手を設ける事もできる（いわゆる芋継手）ヒンジ領域内に （１）　柱主筋の継手（１）　柱主筋の継手（１）　柱主筋の継手（１）　柱主筋の継手（１）　柱主筋の継手（１）　柱主筋の継手（１）　柱主筋の継手 （２）　柱主筋の定着（２）　柱主筋の定着（２）　柱主筋の定着（２）　柱主筋の定着（２）　柱主筋の定着（２）　柱主筋の定着（２）　柱主筋の定着

ＲＲＲＲＲＲＲ ＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲ図図図図図図図 設ける場合は設計者の承認を得る事。（ＳＡ級はどの位置でも可能）設ける場合は設計者の承認を得る事。（ＳＡ級はどの位置でも可能）設ける場合は設計者の承認を得る事。（ＳＡ級はどの位置でも可能）設ける場合は設計者の承認を得る事。（ＳＡ級はどの位置でも可能）設ける場合は設計者の承認を得る事。（ＳＡ級はどの位置でも可能）設ける場合は設計者の承認を得る事。（ＳＡ級はどの位置でも可能）設ける場合は設計者の承認を得る事。（ＳＡ級はどの位置でも可能）

8d
以
上

8d
以
上

8d
以
上

8d
以
上

8d
以
上

8d
以
上

8d
以
上

ヒンジ領域とは (日本建築学会:RC造の靭性保証型耐震設計指針・同解説より）ヒンジ領域とは (日本建築学会:RC造の靭性保証型耐震設計指針・同解説より）ヒンジ領域とは (日本建築学会:RC造の靭性保証型耐震設計指針・同解説より）ヒンジ領域とは (日本建築学会:RC造の靭性保証型耐震設計指針・同解説より）ヒンジ領域とは (日本建築学会:RC造の靭性保証型耐震設計指針・同解説より）ヒンジ領域とは (日本建築学会:RC造の靭性保証型耐震設計指針・同解説より）ヒンジ領域とは (日本建築学会:RC造の靭性保証型耐震設計指針・同解説より）

余
長

余
長

余
長

余
長

余
長

余
長

余
長

補強かご鉄筋補強かご鉄筋補強かご鉄筋補強かご鉄筋補強かご鉄筋補強かご鉄筋補強かご鉄筋余長余長余長余長余長余長余長 ・梁では、柱面から中央に梁せいの１．５倍の長さの領域・梁では、柱面から中央に梁せいの１．５倍の長さの領域・梁では、柱面から中央に梁せいの１．５倍の長さの領域・梁では、柱面から中央に梁せいの１．５倍の長さの領域・梁では、柱面から中央に梁せいの１．５倍の長さの領域・梁では、柱面から中央に梁せいの１．５倍の長さの領域・梁では、柱面から中央に梁せいの１．５倍の長さの領域余
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2222 222・柱では、梁面から中央に柱せいの１．５倍の長さの領域・柱では、梁面から中央に柱せいの１．５倍の長さの領域・柱では、梁面から中央に柱せいの１．５倍の長さの領域・柱では、梁面から中央に柱せいの１．５倍の長さの領域・柱では、梁面から中央に柱せいの１．５倍の長さの領域・柱では、梁面から中央に柱せいの１．５倍の長さの領域・柱では、梁面から中央に柱せいの１．５倍の長さの領域 LLLL LLL

・耐震壁では、１階壁脚部から上に、全高さの１/６又は耐震壁水平長さの大きい方の長さの領域とするが、３階・耐震壁では、１階壁脚部から上に、全高さの１/６又は耐震壁水平長さの大きい方の長さの領域とするが、３階・耐震壁では、１階壁脚部から上に、全高さの１/６又は耐震壁水平長さの大きい方の長さの領域とするが、３階・耐震壁では、１階壁脚部から上に、全高さの１/６又は耐震壁水平長さの大きい方の長さの領域とするが、３階・耐震壁では、１階壁脚部から上に、全高さの１/６又は耐震壁水平長さの大きい方の長さの領域とするが、３階・耐震壁では、１階壁脚部から上に、全高さの１/６又は耐震壁水平長さの大きい方の長さの領域とするが、３階・耐震壁では、１階壁脚部から上に、全高さの１/６又は耐震壁水平長さの大きい方の長さの領域とするが、３階
４ｄ以上４ｄ以上４ｄ以上４ｄ以上４ｄ以上４ｄ以上４ｄ以上 ６ｄ以上６ｄ以上６ｄ以上６ｄ以上６ｄ以上６ｄ以上６ｄ以上 ８ｄ以上８ｄ以上８ｄ以上８ｄ以上８ｄ以上８ｄ以上８ｄ以上 ※片持スラブ上端筋の先端※片持スラブ上端筋の先端※片持スラブ上端筋の先端※片持スラブ上端筋の先端※片持スラブ上端筋の先端※片持スラブ上端筋の先端※片持スラブ上端筋の先端 鉄筋のフックは柱頭の四隅の鉄鉄筋のフックは柱頭の四隅の鉄鉄筋のフックは柱頭の四隅の鉄鉄筋のフックは柱頭の四隅の鉄鉄筋のフックは柱頭の四隅の鉄鉄筋のフックは柱頭の四隅の鉄鉄筋のフックは柱頭の四隅の鉄鉄筋の余長鉄筋の余長鉄筋の余長鉄筋の余長鉄筋の余長鉄筋の余長鉄筋の余長 （※４ｄ以上）（※４ｄ以上）（※４ｄ以上）（※４ｄ以上）（※４ｄ以上）（※４ｄ以上）（※４ｄ以上） （※４ｄ以上）（※４ｄ以上）（※４ｄ以上）（※４ｄ以上）（※４ｄ以上）（※４ｄ以上）（※４ｄ以上） 梁の下面以下として良い。梁の下面以下として良い。梁の下面以下として良い。梁の下面以下として良い。梁の下面以下として良い。梁の下面以下として良い。梁の下面以下として良い。
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ＳＤ３４５のＤ１６以下は３ｄ以上、Ｄ１９～Ｄ３８は４ｄ以上、ＳＤ３９０のＤ１９～Ｄ３８は５ｄ以上ＳＤ３４５のＤ１６以下は３ｄ以上、Ｄ１９～Ｄ３８は４ｄ以上、ＳＤ３９０のＤ１９～Ｄ３８は５ｄ以上ＳＤ３４５のＤ１６以下は３ｄ以上、Ｄ１９～Ｄ３８は４ｄ以上、ＳＤ３９０のＤ１９～Ｄ３８は５ｄ以上ＳＤ３４５のＤ１６以下は３ｄ以上、Ｄ１９～Ｄ３８は４ｄ以上、ＳＤ３９０のＤ１９～Ｄ３８は５ｄ以上ＳＤ３４５のＤ１６以下は３ｄ以上、Ｄ１９～Ｄ３８は４ｄ以上、ＳＤ３９０のＤ１９～Ｄ３８は５ｄ以上ＳＤ３４５のＤ１６以下は３ｄ以上、Ｄ１９～Ｄ３８は４ｄ以上、ＳＤ３９０のＤ１９～Ｄ３８は５ｄ以上ＳＤ３４５のＤ１６以下は３ｄ以上、Ｄ１９～Ｄ３８は４ｄ以上、ＳＤ３９０のＤ１９～Ｄ３８は５ｄ以上 が不足する箇所に付けるが不足する箇所に付けるが不足する箇所に付けるが不足する箇所に付けるが不足する箇所に付けるが不足する箇所に付けるが不足する箇所に付けるD13@300縦横D13@300縦横D13@300縦横D13@300縦横D13@300縦横D13@300縦横D13@300縦横D13@300縦横D13@300縦横D13@300縦横D13@300縦横D13@300縦横D13@300縦横D13@300縦横Ａ型基礎Ａ型基礎Ａ型基礎Ａ型基礎Ａ型基礎Ａ型基礎Ａ型基礎 Ｂ型基礎Ｂ型基礎Ｂ型基礎Ｂ型基礎Ｂ型基礎Ｂ型基礎Ｂ型基礎
１．Ａ級ガス圧接継ぎ手を行う場合は（社）日本圧接協会の認定したＡ級継ぎ手圧接施工会社。１．Ａ級ガス圧接継ぎ手を行う場合は（社）日本圧接協会の認定したＡ級継ぎ手圧接施工会社。１．Ａ級ガス圧接継ぎ手を行う場合は（社）日本圧接協会の認定したＡ級継ぎ手圧接施工会社。１．Ａ級ガス圧接継ぎ手を行う場合は（社）日本圧接協会の認定したＡ級継ぎ手圧接施工会社。１．Ａ級ガス圧接継ぎ手を行う場合は（社）日本圧接協会の認定したＡ級継ぎ手圧接施工会社。１．Ａ級ガス圧接継ぎ手を行う場合は（社）日本圧接協会の認定したＡ級継ぎ手圧接施工会社。１．Ａ級ガス圧接継ぎ手を行う場合は（社）日本圧接協会の認定したＡ級継ぎ手圧接施工会社。
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L LLL LLL２．継ぎ手位置は原則としてヒンジ領域外とする。ヒンジ領域内に設ける場合は設計者の承認を得る事。２．継ぎ手位置は原則としてヒンジ領域外とする。ヒンジ領域内に設ける場合は設計者の承認を得る事。２．継ぎ手位置は原則としてヒンジ領域外とする。ヒンジ領域内に設ける場合は設計者の承認を得る事。２．継ぎ手位置は原則としてヒンジ領域外とする。ヒンジ領域内に設ける場合は設計者の承認を得る事。２．継ぎ手位置は原則としてヒンジ領域外とする。ヒンジ領域内に設ける場合は設計者の承認を得る事。２．継ぎ手位置は原則としてヒンジ領域外とする。ヒンジ領域内に設ける場合は設計者の承認を得る事。２．継ぎ手位置は原則としてヒンジ領域外とする。ヒンジ領域内に設ける場合は設計者の承認を得る事。 重ね長さ重ね長さ重ね長さ重ね長さ重ね長さ重ね長さ重ね長さ重ね長さ重ね長さ重ね長さ重ね長さ重ね長さ重ね長さ重ね長さ
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３．Ａ級ガス圧接継ぎ手が可能な施工範囲３．Ａ級ガス圧接継ぎ手が可能な施工範囲３．Ａ級ガス圧接継ぎ手が可能な施工範囲３．Ａ級ガス圧接継ぎ手が可能な施工範囲３．Ａ級ガス圧接継ぎ手が可能な施工範囲３．Ａ級ガス圧接継ぎ手が可能な施工範囲３．Ａ級ガス圧接継ぎ手が可能な施工範囲 20d20d20d20d20d20d20d ≦
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20d20d20d20d20d20d20d (底盤補強筋)(底盤補強筋)(底盤補強筋)(底盤補強筋)(底盤補強筋)(底盤補強筋)(底盤補強筋)LLLL LLL 柱頭補強かご鉄筋柱頭補強かご鉄筋柱頭補強かご鉄筋柱頭補強かご鉄筋柱頭補強かご鉄筋柱頭補強かご鉄筋柱頭補強かご鉄筋※軽量コンクリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。※軽量コンクリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。※軽量コンクリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。※軽量コンクリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。※軽量コンクリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。※軽量コンクリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。※軽量コンクリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。
・圧接方法　：手動ガス圧接、熱間押抜ガス圧接、自動ガス圧接・圧接方法　：手動ガス圧接、熱間押抜ガス圧接、自動ガス圧接・圧接方法　：手動ガス圧接、熱間押抜ガス圧接、自動ガス圧接・圧接方法　：手動ガス圧接、熱間押抜ガス圧接、自動ガス圧接・圧接方法　：手動ガス圧接、熱間押抜ガス圧接、自動ガス圧接・圧接方法　：手動ガス圧接、熱間押抜ガス圧接、自動ガス圧接・圧接方法　：手動ガス圧接、熱間押抜ガス圧接、自動ガス圧接

100100100100100100100 補強かご鉄筋補強かご鉄筋補強かご鉄筋補強かご鉄筋補強かご鉄筋補強かご鉄筋補強かご鉄筋・鋼種及び径：ＳＤ３４５（Ｄ２５～Ｄ５１）、ＳＤ３９０（Ｄ２９～Ｄ４１）、ＳＤ４９０（Ｄ２９～Ｄ４１）・鋼種及び径：ＳＤ３４５（Ｄ２５～Ｄ５１）、ＳＤ３９０（Ｄ２９～Ｄ４１）、ＳＤ４９０（Ｄ２９～Ｄ４１）・鋼種及び径：ＳＤ３４５（Ｄ２５～Ｄ５１）、ＳＤ３９０（Ｄ２９～Ｄ４１）、ＳＤ４９０（Ｄ２９～Ｄ４１）・鋼種及び径：ＳＤ３４５（Ｄ２５～Ｄ５１）、ＳＤ３９０（Ｄ２９～Ｄ４１）、ＳＤ４９０（Ｄ２９～Ｄ４１）・鋼種及び径：ＳＤ３４５（Ｄ２５～Ｄ５１）、ＳＤ３９０（Ｄ２９～Ｄ４１）、ＳＤ４９０（Ｄ２９～Ｄ４１）・鋼種及び径：ＳＤ３４５（Ｄ２５～Ｄ５１）、ＳＤ３９０（Ｄ２９～Ｄ４１）、ＳＤ４９０（Ｄ２９～Ｄ４１）・鋼種及び径：ＳＤ３４５（Ｄ２５～Ｄ５１）、ＳＤ３９０（Ｄ２９～Ｄ４１）、ＳＤ４９０（Ｄ２９～Ｄ４１） 50
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普通、軽量コンクリ普通、軽量コンクリ普通、軽量コンクリ普通、軽量コンクリ普通、軽量コンクリ普通、軽量コンクリ普通、軽量コンクリ ・異鋼種継手：ＳＤ３４５とＳＤ３９０、ＳＤ３９０とＳＤ４９０は可能・異鋼種継手：ＳＤ３４５とＳＤ３９０、ＳＤ３９０とＳＤ４９０は可能・異鋼種継手：ＳＤ３４５とＳＤ３９０、ＳＤ３９０とＳＤ４９０は可能・異鋼種継手：ＳＤ３４５とＳＤ３９０、ＳＤ３９０とＳＤ４９０は可能・異鋼種継手：ＳＤ３４５とＳＤ３９０、ＳＤ３９０とＳＤ４９０は可能・異鋼種継手：ＳＤ３４５とＳＤ３９０、ＳＤ３９０とＳＤ４９０は可能・異鋼種継手：ＳＤ３４５とＳＤ３９０、ＳＤ３９０とＳＤ４９０は可能 15
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2 222 222 主筋と同径主筋と同径主筋と同径主筋と同径主筋と同径主筋と同径主筋と同径フックなしフックなしフックなしフックなしフックなしフックなしフックなし フックありフックありフックありフックありフックありフックありフックありートの設計基準強度ートの設計基準強度ートの設計基準強度ートの設計基準強度ートの設計基準強度ートの設計基準強度ートの設計基準強度 LLLL LLL・異径継手　：鉄筋径の差４ｍｍ以下の継ぎ手ただし、高強度細径と低強度太径の場合は除く。・異径継手　：鉄筋径の差４ｍｍ以下の継ぎ手ただし、高強度細径と低強度太径の場合は除く。・異径継手　：鉄筋径の差４ｍｍ以下の継ぎ手ただし、高強度細径と低強度太径の場合は除く。・異径継手　：鉄筋径の差４ｍｍ以下の継ぎ手ただし、高強度細径と低強度太径の場合は除く。・異径継手　：鉄筋径の差４ｍｍ以下の継ぎ手ただし、高強度細径と低強度太径の場合は除く。・異径継手　：鉄筋径の差４ｍｍ以下の継ぎ手ただし、高強度細径と低強度太径の場合は除く。・異径継手　：鉄筋径の差４ｍｍ以下の継ぎ手ただし、高強度細径と低強度太径の場合は除く。鉄筋の種類鉄筋の種類鉄筋の種類鉄筋の種類鉄筋の種類鉄筋の種類鉄筋の種類
の範囲の範囲の範囲の範囲の範囲の範囲の範囲 底盤補強筋底盤補強筋底盤補強筋底盤補強筋底盤補強筋底盤補強筋底盤補強筋 D13@200縦横D13@200縦横D13@200縦横D13@200縦横D13@200縦横D13@200縦横D13@200縦横LLLLLLL3333333 LLLLLLL3h3h3h3h3h3h3h ・節の形状　：竹節＋竹節、竹節＋ねじ節、ねじ節＋ねじ節・節の形状　：竹節＋竹節、竹節＋ねじ節、ねじ節＋ねじ節・節の形状　：竹節＋竹節、竹節＋ねじ節、ねじ節＋ねじ節・節の形状　：竹節＋竹節、竹節＋ねじ節、ねじ節＋ねじ節・節の形状　：竹節＋竹節、竹節＋ねじ節、ねじ節＋ねじ節・節の形状　：竹節＋竹節、竹節＋ねじ節、ねじ節＋ねじ節・節の形状　：竹節＋竹節、竹節＋ねじ節、ねじ節＋ねじ節

ＬＬＬＬ ＬＬＬ Ｌ ＬＬＬ ＬＬＬ２２２２２２２ LLLLLLL1111111 LLLLLLL2222222 LLLLLLL1h1h1h1h1h1h1h LLLLLLL2h2h2h2h2h2h2h Ｃ ＣＣＣ ＣＣＣ Ｃ ＣＣＣ ＣＣＣ小梁小梁小梁小梁小梁小梁小梁 スラブスラブスラブスラブスラブスラブスラブ 小梁小梁小梁小梁小梁小梁小梁 スラブスラブスラブスラブスラブスラブスラブＦｃＦｃＦｃＦｃＦｃＦｃＦｃ（Ｎ／ｍｍ　）（Ｎ／ｍｍ　）（Ｎ／ｍｍ　）（Ｎ／ｍｍ　）（Ｎ／ｍｍ　）（Ｎ／ｍｍ　）（Ｎ／ｍｍ　） 以
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・技量資格者：手動ガス圧接３種、４種、熱間押抜ガス圧接３種、４種、自動ガス圧接３種、４種・技量資格者：手動ガス圧接３種、４種、熱間押抜ガス圧接３種、４種、自動ガス圧接３種、４種・技量資格者：手動ガス圧接３種、４種、熱間押抜ガス圧接３種、４種、自動ガス圧接３種、４種・技量資格者：手動ガス圧接３種、４種、熱間押抜ガス圧接３種、４種、自動ガス圧接３種、４種・技量資格者：手動ガス圧接３種、４種、熱間押抜ガス圧接３種、４種、自動ガス圧接３種、４種・技量資格者：手動ガス圧接３種、４種、熱間押抜ガス圧接３種、４種、自動ガス圧接３種、４種・技量資格者：手動ガス圧接３種、４種、熱間押抜ガス圧接３種、４種、自動ガス圧接３種、４種

2222 222(下端筋)(下端筋)(下端筋)(下端筋)(下端筋)(下端筋)(下端筋) (下端筋)(下端筋)(下端筋)(下端筋)(下端筋)(下端筋)(下端筋) (下端筋)(下端筋)(下端筋)(下端筋)(下端筋)(下端筋)(下端筋) (下端筋)(下端筋)(下端筋)(下端筋)(下端筋)(下端筋)(下端筋)

LLLL LLL・施工要領　：Ａ級ガス圧接継手施工会社が作成したＡ級接継手圧接施工要領に拠る。施工要領は施工前に監理者に提出する事。・施工要領　：Ａ級ガス圧接継手施工会社が作成したＡ級接継手圧接施工要領に拠る。施工要領は施工前に監理者に提出する事。・施工要領　：Ａ級ガス圧接継手施工会社が作成したＡ級接継手圧接施工要領に拠る。施工要領は施工前に監理者に提出する事。・施工要領　：Ａ級ガス圧接継手施工会社が作成したＡ級接継手圧接施工要領に拠る。施工要領は施工前に監理者に提出する事。・施工要領　：Ａ級ガス圧接継手施工会社が作成したＡ級接継手圧接施工要領に拠る。施工要領は施工前に監理者に提出する事。・施工要領　：Ａ級ガス圧接継手施工会社が作成したＡ級接継手圧接施工要領に拠る。施工要領は施工前に監理者に提出する事。・施工要領　：Ａ級ガス圧接継手施工会社が作成したＡ級接継手圧接施工要領に拠る。施工要領は施工前に監理者に提出する事。 圧接継手圧接継手圧接継手圧接継手圧接継手圧接継手圧接継手 重ね継手重ね継手重ね継手重ね継手重ね継手重ね継手重ね継手 ｈ
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1111 111施工要領書作成内容には以下の事は確実に明記する。施工要領書作成内容には以下の事は確実に明記する。施工要領書作成内容には以下の事は確実に明記する。施工要領書作成内容には以下の事は確実に明記する。施工要領書作成内容には以下の事は確実に明記する。施工要領書作成内容には以下の事は確実に明記する。施工要領書作成内容には以下の事は確実に明記する。 LLLL LLL２１２１２１２１２１２１２１ ４０ｄ４０ｄ４０ｄ４０ｄ４０ｄ４０ｄ４０ｄ ３５ｄ３５ｄ３５ｄ３５ｄ３５ｄ３５ｄ３５ｄ ３０ｄ３０ｄ３０ｄ３０ｄ３０ｄ３０ｄ３０ｄ ２５ｄ２５ｄ２５ｄ２５ｄ２５ｄ２５ｄ２５ｄＳＤ２９５ＡＳＤ２９５ＡＳＤ２９５ＡＳＤ２９５ＡＳＤ２９５ＡＳＤ２９５ＡＳＤ２９５Ａ ho
/2

+1
5d

ho
/2

+1
5d

ho
/2

+1
5d

ho
/2

+1
5d

ho
/2

+1
5d

ho
/2

+1
5d

ho
/2

+1
5d

・会社概要と施工管理体制（優良ガス圧接会社申請書類と同じもの）、圧接装置、圧接技量資格・会社概要と施工管理体制（優良ガス圧接会社申請書類と同じもの）、圧接装置、圧接技量資格・会社概要と施工管理体制（優良ガス圧接会社申請書類と同じもの）、圧接装置、圧接技量資格・会社概要と施工管理体制（優良ガス圧接会社申請書類と同じもの）、圧接装置、圧接技量資格・会社概要と施工管理体制（優良ガス圧接会社申請書類と同じもの）、圧接装置、圧接技量資格・会社概要と施工管理体制（優良ガス圧接会社申請書類と同じもの）、圧接装置、圧接技量資格・会社概要と施工管理体制（優良ガス圧接会社申請書類と同じもの）、圧接装置、圧接技量資格
ＳＤ２９５ＢＳＤ２９５ＢＳＤ２９５ＢＳＤ２９５ＢＳＤ２９５ＢＳＤ２９５ＢＳＤ２９５Ｂ ２４、２７２４、２７２４、２７２４、２７２４、２７２４、２７２４、２７ ３５ｄ３５ｄ３５ｄ３５ｄ３５ｄ３５ｄ３５ｄ ３０ｄ３０ｄ３０ｄ３０ｄ３０ｄ３０ｄ３０ｄ ２５ｄ２５ｄ２５ｄ２５ｄ２５ｄ２５ｄ２５ｄ ２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ 2222 222作業標準、管理標準、検査標準、継手性能確認試験報告書には以下の事は確実に明記する。作業標準、管理標準、検査標準、継手性能確認試験報告書には以下の事は確実に明記する。作業標準、管理標準、検査標準、継手性能確認試験報告書には以下の事は確実に明記する。作業標準、管理標準、検査標準、継手性能確認試験報告書には以下の事は確実に明記する。作業標準、管理標準、検査標準、継手性能確認試験報告書には以下の事は確実に明記する。作業標準、管理標準、検査標準、継手性能確認試験報告書には以下の事は確実に明記する。作業標準、管理標準、検査標準、継手性能確認試験報告書には以下の事は確実に明記する。
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070 〃〃〃〃〃〃〃１１１１１１１熱影響部での破断の場合は、試験片とは見なさず改めて試験を行う。熱影響部での破断の場合は、試験片とは見なさず改めて試験を行う。熱影響部での破断の場合は、試験片とは見なさず改めて試験を行う。熱影響部での破断の場合は、試験片とは見なさず改めて試験を行う。熱影響部での破断の場合は、試験片とは見なさず改めて試験を行う。熱影響部での破断の場合は、試験片とは見なさず改めて試験を行う。熱影響部での破断の場合は、試験片とは見なさず改めて試験を行う。 〃〃〃〃〃〃〃 計計計計計計計〃〃〃〃〃〃〃 口　　型口　　型口　　型口　　型口　　型口　　型口　　型〃〃〃〃〃〃〃 ピピピピピピピ・工程自主検査は少なくとも以下の事を行わなければならない。・工程自主検査は少なくとも以下の事を行わなければならない。・工程自主検査は少なくとも以下の事を行わなければならない。・工程自主検査は少なくとも以下の事を行わなければならない。・工程自主検査は少なくとも以下の事を行わなければならない。・工程自主検査は少なくとも以下の事を行わなければならない。・工程自主検査は少なくとも以下の事を行わなければならない。 〃〃〃〃〃〃〃 ＬＬＬＬＬＬＬ〃〃〃〃〃〃〃 ッッッッッッッ１. 自主検査の方法は外観検査と超音波探傷検査とする。１. 自主検査の方法は外観検査と超音波探傷検査とする。１. 自主検査の方法は外観検査と超音波探傷検査とする。１. 自主検査の方法は外観検査と超音波探傷検査とする。１. 自主検査の方法は外観検査と超音波探傷検査とする。１. 自主検査の方法は外観検査と超音波探傷検査とする。１. 自主検査の方法は外観検査と超音波探傷検査とする。 〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃定着金物を使用する場合は各メーカーの仕様にならう。定着金物を使用する場合は各メーカーの仕様にならう。定着金物を使用する場合は各メーカーの仕様にならう。定着金物を使用する場合は各メーカーの仕様にならう。定着金物を使用する場合は各メーカーの仕様にならう。定着金物を使用する場合は各メーカーの仕様にならう。定着金物を使用する場合は各メーカーの仕様にならう。 チチチチチチチ【定着方法】【定着方法】【定着方法】【定着方法】【定着方法】【定着方法】【定着方法】 〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃1111111 Ｌは中間部50dかつ300mm以上Ｌは中間部50dかつ300mm以上Ｌは中間部50dかつ300mm以上Ｌは中間部50dかつ300mm以上Ｌは中間部50dかつ300mm以上Ｌは中間部50dかつ300mm以上Ｌは中間部50dかつ300mm以上以以以以以以以〃〃〃〃〃〃〃LLLLLLL 〃〃〃〃〃〃〃 5d5d5d5d5d5d5dLLLLLLL2222222 〃〃〃〃〃〃〃 下下下下下下下2222 222 末端部の添巻は1.5巻以上とする末端部の添巻は1.5巻以上とする末端部の添巻は1.5巻以上とする末端部の添巻は1.5巻以上とする末端部の添巻は1.5巻以上とする末端部の添巻は1.5巻以上とする末端部の添巻は1.5巻以上とする〃〃〃〃〃〃〃3-D163-D163-D163-D163-D163-D163-D16 L LLL LLL 2d2d2d2d2d2d2d 2d2d2d2d2d2d2d〃〃〃〃〃〃〃１.Ａ級溶接継ぎ手を行う場合は（財）日本建築センタ－等の評定を取得した工法。１.Ａ級溶接継ぎ手を行う場合は（財）日本建築センタ－等の評定を取得した工法。１.Ａ級溶接継ぎ手を行う場合は（財）日本建築センタ－等の評定を取得した工法。１.Ａ級溶接継ぎ手を行う場合は（財）日本建築センタ－等の評定を取得した工法。１.Ａ級溶接継ぎ手を行う場合は（財）日本建築センタ－等の評定を取得した工法。１.Ａ級溶接継ぎ手を行う場合は（財）日本建築センタ－等の評定を取得した工法。１.Ａ級溶接継ぎ手を行う場合は（財）日本建築センタ－等の評定を取得した工法。 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊2222 222 4d4d4d4d4d4d4dP1P1P1P1P1P1P1L LLL LLL２．継ぎ手位置は原則としてヒンジ領域外とする。ヒンジ領域内に設ける場合は設計者の承認を得る事。２．継ぎ手位置は原則としてヒンジ領域外とする。ヒンジ領域内に設ける場合は設計者の承認を得る事。２．継ぎ手位置は原則としてヒンジ領域外とする。ヒンジ領域内に設ける場合は設計者の承認を得る事。２．継ぎ手位置は原則としてヒンジ領域外とする。ヒンジ領域内に設ける場合は設計者の承認を得る事。２．継ぎ手位置は原則としてヒンジ領域外とする。ヒンジ領域内に設ける場合は設計者の承認を得る事。２．継ぎ手位置は原則としてヒンジ領域外とする。ヒンジ領域内に設ける場合は設計者の承認を得る事。２．継ぎ手位置は原則としてヒンジ領域外とする。ヒンジ領域内に設ける場合は設計者の承認を得る事。※1※1※1※1※1※1※1 6d6d6d6d6d6d6d 　は片面溶接10d　は片面溶接10d　は片面溶接10d　は片面溶接10d　は片面溶接10d　は片面溶接10d　は片面溶接10d＊＊＊＊＊＊＊ 　　＜Ｈ≦　　　　＜Ｈ≦　　　　＜Ｈ≦　　　　＜Ｈ≦　　　　＜Ｈ≦　　　　＜Ｈ≦　　　　＜Ｈ≦　　1,0001,0001,0001,0001,0001,0001,0000000000 第一帯筋第一帯筋第一帯筋第一帯筋第一帯筋第一帯筋第一帯筋３.Ａ級溶接接継ぎ手が可能な施工範囲３.Ａ級溶接接継ぎ手が可能な施工範囲３.Ａ級溶接接継ぎ手が可能な施工範囲３.Ａ級溶接接継ぎ手が可能な施工範囲３.Ａ級溶接接継ぎ手が可能な施工範囲３.Ａ級溶接接継ぎ手が可能な施工範囲３.Ａ級溶接接継ぎ手が可能な施工範囲 両面溶接5d以上両面溶接5d以上両面溶接5d以上両面溶接5d以上両面溶接5d以上両面溶接5d以上両面溶接5d以上　　　Ｈ　　　　　　Ｈ　　　　　　Ｈ　　　　　　Ｈ　　　　　　Ｈ　　　　　　Ｈ　　　　　　Ｈ　　　 ＊＊＊＊＊＊＊ 日　　型日　　型日　　型日　　型日　　型日　　型日　　型LLLLLLL1、1、1、1、1、1、1、LLLLLLL2222222 (柱せいの3/4倍以上)(柱せいの3/4倍以上)(柱せいの3/4倍以上)(柱せいの3/4倍以上)(柱せいの3/4倍以上)(柱せいの3/4倍以上)(柱せいの3/4倍以上) LLLLLLLaaaaaaa １１１１１１１ＷＷＷＷＷＷＷ

＊＊＊＊＊＊＊・圧接方法　：各溶接評定内容による。・圧接方法　：各溶接評定内容による。・圧接方法　：各溶接評定内容による。・圧接方法　：各溶接評定内容による。・圧接方法　：各溶接評定内容による。・圧接方法　：各溶接評定内容による。・圧接方法　：各溶接評定内容による。 2-D16以上2-D16以上2-D16以上2-D16以上2-D16以上2-D16以上2-D16以上
LLLLLLL2h2h2h2h2h2h2h・鋼種及び径：各溶接評定内容による。・鋼種及び径：各溶接評定内容による。・鋼種及び径：各溶接評定内容による。・鋼種及び径：各溶接評定内容による。・鋼種及び径：各溶接評定内容による。・鋼種及び径：各溶接評定内容による。・鋼種及び径：各溶接評定内容による。 12d12d12d12d12d12d12d

LLLLLLL 45゜45゜45゜45゜45゜45゜45゜ 60゜60゜60゜60゜60゜60゜60゜　　～　　　　～　　　　～　　　　～　　　　～　　　　～　　　　～　　４.各種検査内容は基本的に圧接と同とする他、各評定内容の確認できる書類を作成する事。４.各種検査内容は基本的に圧接と同とする他、各評定内容の確認できる書類を作成する事。４.各種検査内容は基本的に圧接と同とする他、各評定内容の確認できる書類を作成する事。４.各種検査内容は基本的に圧接と同とする他、各評定内容の確認できる書類を作成する事。４.各種検査内容は基本的に圧接と同とする他、各評定内容の確認できる書類を作成する事。４.各種検査内容は基本的に圧接と同とする他、各評定内容の確認できる書類を作成する事。４.各種検査内容は基本的に圧接と同とする他、各評定内容の確認できる書類を作成する事。 ※　　 が確保できない場合は2.(2)【定着方法】※　　 が確保できない場合は2.(2)【定着方法】※　　 が確保できない場合は2.(2)【定着方法】※　　 が確保できない場合は2.(2)【定着方法】※　　 が確保できない場合は2.(2)【定着方法】※　　 が確保できない場合は2.(2)【定着方法】※　　 が確保できない場合は2.(2)【定着方法】LLLLLLL2h2h2h2h2h2h2h ※0.2%以上かつ間隔150mm以下、隣接する※0.2%以上かつ間隔150mm以下、隣接する※0.2%以上かつ間隔150mm以下、隣接する※0.2%以上かつ間隔150mm以下、隣接する※0.2%以上かつ間隔150mm以下、隣接する※0.2%以上かつ間隔150mm以下、隣接する※0.2%以上かつ間隔150mm以下、隣接する
余長余長余長余長余長余長余長(L1h、L2h)(L1h、L2h)(L1h、L2h)(L1h、L2h)(L1h、L2h)(L1h、L2h)(L1h、L2h) 柱帯筋の1.5倍以下とする。柱帯筋の1.5倍以下とする。柱帯筋の1.5倍以下とする。柱帯筋の1.5倍以下とする。柱帯筋の1.5倍以下とする。柱帯筋の1.5倍以下とする。柱帯筋の1.5倍以下とする。　による事ができる　による事ができる　による事ができる　による事ができる　による事ができる　による事ができる　による事ができる

　　　の三角壁厚さは、　 以上又は　　　の三角壁厚さは、　 以上又は　　　の三角壁厚さは、　 以上又は　　　の三角壁厚さは、　 以上又は　　　の三角壁厚さは、　 以上又は　　　の三角壁厚さは、　 以上又は　　　の三角壁厚さは、　 以上又はＷＷＷＷＷＷＷ１１１１１１１ 200200200200200200200 ＊印筋は基礎梁あばら筋と同径・同間隔＊印筋は基礎梁あばら筋と同径・同間隔＊印筋は基礎梁あばら筋と同径・同間隔＊印筋は基礎梁あばら筋と同径・同間隔＊印筋は基礎梁あばら筋と同径・同間隔＊印筋は基礎梁あばら筋と同径・同間隔＊印筋は基礎梁あばら筋と同径・同間隔 注１　第１帯筋は、梁づらに入れる注１　第１帯筋は、梁づらに入れる注１　第１帯筋は、梁づらに入れる注１　第１帯筋は、梁づらに入れる注１　第１帯筋は、梁づらに入れる注１　第１帯筋は、梁づらに入れる注１　第１帯筋は、梁づらに入れる 8d 8
d

8d8
d

8d8
d8d地中梁幅とし、配筋は同厚の壁リス地中梁幅とし、配筋は同厚の壁リス地中梁幅とし、配筋は同厚の壁リス地中梁幅とし、配筋は同厚の壁リス地中梁幅とし、配筋は同厚の壁リス地中梁幅とし、配筋は同厚の壁リス地中梁幅とし、配筋は同厚の壁リス 注２　Ｗ型で現場溶接をする場合は注２　Ｗ型で現場溶接をする場合は注２　Ｗ型で現場溶接をする場合は注２　Ｗ型で現場溶接をする場合は注２　Ｗ型で現場溶接をする場合は注２　Ｗ型で現場溶接をする場合は注２　Ｗ型で現場溶接をする場合はLLLLLLL1111111 トにならうトにならうトにならうトにならうトにならうトにならうトにならう 6d6d6d6d6d6d6d　　　主筋の位置をさける　　　主筋の位置をさける　　　主筋の位置をさける　　　主筋の位置をさける　　　主筋の位置をさける　　　主筋の位置をさける　　　主筋の位置をさける梁

幅
梁

幅
梁

幅
梁

幅
梁

幅
梁

幅
梁

幅

注３　フックおよび継手の位置は、注３　フックおよび継手の位置は、注３　フックおよび継手の位置は、注３　フックおよび継手の位置は、注３　フックおよび継手の位置は、注３　フックおよび継手の位置は、注３　フックおよび継手の位置は、 ＬＬＬＬＬＬＬШ　型Ш　型Ш　型Ш　型Ш　型Ш　型Ш　型Ш　型Ш　型Ш　型Ш　型Ш　型Ш　型Ш　型Ш　型Ш　型Ш　型Ш　型Ш　型Ш　型Ш　型Ш　型Ш　型Ш　型Ш　型Ш　型Ш　型Ш　型
　　　交互とする　　　交互とする　　　交互とする　　　交互とする　　　交互とする　　　交互とする　　　交互とする※1.上表の長さを全長で確保する。※1.上表の長さを全長で確保する。※1.上表の長さを全長で確保する。※1.上表の長さを全長で確保する。※1.上表の長さを全長で確保する。※1.上表の長さを全長で確保する。※1.上表の長さを全長で確保する。

フックなしフックなしフックなしフックなしフックなしフックなしフックなし Ｌは50ｄ以上かつ300mm以上とするＬは50ｄ以上かつ300mm以上とするＬは50ｄ以上かつ300mm以上とするＬは50ｄ以上かつ300mm以上とするＬは50ｄ以上かつ300mm以上とするＬは50ｄ以上かつ300mm以上とするＬは50ｄ以上かつ300mm以上とする注４　高強度せん断補強を使用する場合は、別途認定範囲を確認する事。注４　高強度せん断補強を使用する場合は、別途認定範囲を確認する事。注４　高強度せん断補強を使用する場合は、別途認定範囲を確認する事。注４　高強度せん断補強を使用する場合は、別途認定範囲を確認する事。注４　高強度せん断補強を使用する場合は、別途認定範囲を確認する事。注４　高強度せん断補強を使用する場合は、別途認定範囲を確認する事。注４　高強度せん断補強を使用する場合は、別途認定範囲を確認する事。梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長さ梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長さ梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長さ梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長さ梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長さ梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長さ梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長さ

1111111又は又は又は又は又は又は又は 2222222LLLLLLL LLLLLLL
LLLLLLL1h1h1h1h1h1h1h LLLLLLL2h2h2h2h2h2h2h、、、、、、、 LLLLLLLbbbbbbb 柱幅と斜材（柱又は梁）幅が同一柱幅と斜材（柱又は梁）幅が同一柱幅と斜材（柱又は梁）幅が同一柱幅と斜材（柱又は梁）幅が同一柱幅と斜材（柱又は梁）幅が同一柱幅と斜材（柱又は梁）幅が同一柱幅と斜材（柱又は梁）幅が同一 柱幅と斜材幅が異なる柱幅と斜材幅が異なる柱幅と斜材幅が異なる柱幅と斜材幅が異なる柱幅と斜材幅が異なる柱幅と斜材幅が異なる柱幅と斜材幅が異なる 柱脚で斜材となる柱脚で斜材となる柱脚で斜材となる柱脚で斜材となる柱脚で斜材となる柱脚で斜材となる柱脚で斜材となる

(L1h、L2h)(L1h、L2h)(L1h、L2h)(L1h、L2h)(L1h、L2h)(L1h、L2h)(L1h、L2h) ※2※2※2※2※2※2※2LLLLLLL
L2L2L2L2L2L2L2 L2L2L2L2L2L2L2/4/4/4/4/4/4/4 /2/2/2/2/2/2/2 /4/4/4/4/4/4/4余長余長余長余長余長余長余長

柱Ｄ柱Ｄ柱Ｄ柱Ｄ柱Ｄ柱Ｄ柱Ｄ15d15d15d15d15d15d15d 15d15d15d15d15d15d15d
LaLaLaLaLaLaLa LaLaLaLaLaLaLaL3L3L3L3L3L3L3 （継手範囲）（継手範囲）（継手範囲）（継手範囲）（継手範囲）（継手範囲）（継手範囲）
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小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の投影定着長さ小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の投影定着長さ小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の投影定着長さ小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の投影定着長さ小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の投影定着長さ小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の投影定着長さ小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の投影定着長さ
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※2.投影定着長さが確保出来ない場合、余長をフックなし※2.投影定着長さが確保出来ない場合、余長をフックなし※2.投影定着長さが確保出来ない場合、余長をフックなし※2.投影定着長さが確保出来ない場合、余長をフックなし※2.投影定着長さが確保出来ない場合、余長をフックなし※2.投影定着長さが確保出来ない場合、余長をフックなし※2.投影定着長さが確保出来ない場合、余長をフックなし
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ｐｐｐｐｐｐｐフックありフックありフックありフックありフックありフックありフックあり １１１１１１１(L1,L2又はL3)の定着長さをとることとする。(L1,L2又はL3)の定着長さをとることとする。(L1,L2又はL3)の定着長さをとることとする。(L1,L2又はL3)の定着長さをとることとする。(L1,L2又はL3)の定着長さをとることとする。(L1,L2又はL3)の定着長さをとることとする。(L1,L2又はL3)の定着長さをとることとする。

ｐｐｐｐｐｐｐ １１１１１１１＜直線定着＞＜直線定着＞＜直線定着＞＜直線定着＞＜直線定着＞＜直線定着＞＜直線定着＞ ＜折曲げ定着＞＜折曲げ定着＞＜折曲げ定着＞＜折曲げ定着＞＜折曲げ定着＞＜折曲げ定着＞＜折曲げ定着＞
LaLaLaLaLaLaLa LaLaLaLaLaLaLa １１１１１１１

ｐｐｐｐｐｐｐL2L2L2L2L2L2L2 L2L2L2L2L2L2L2  仕口内に縦に折り曲げて定着する鉄筋の定着長さＬ(L1h、L2h)が、上表のフックあり定着の長さを確保出来ない場合は、全長  仕口内に縦に折り曲げて定着する鉄筋の定着長さＬ(L1h、L2h)が、上表のフックあり定着の長さを確保出来ない場合は、全長  仕口内に縦に折り曲げて定着する鉄筋の定着長さＬ(L1h、L2h)が、上表のフックあり定着の長さを確保出来ない場合は、全長  仕口内に縦に折り曲げて定着する鉄筋の定着長さＬ(L1h、L2h)が、上表のフックあり定着の長さを確保出来ない場合は、全長  仕口内に縦に折り曲げて定着する鉄筋の定着長さＬ(L1h、L2h)が、上表のフックあり定着の長さを確保出来ない場合は、全長  仕口内に縦に折り曲げて定着する鉄筋の定着長さＬ(L1h、L2h)が、上表のフックあり定着の長さを確保出来ない場合は、全長  仕口内に縦に折り曲げて定着する鉄筋の定着長さＬ(L1h、L2h)が、上表のフックあり定着の長さを確保出来ない場合は、全長
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ｐｐｐｐｐｐｐを上表に示す直線定着長さとし、かつ余長を８ｄ以上、仕口面から鉄筋外面までの投影定着長さを下表に示す長さ(かつ、梁主筋を上表に示す直線定着長さとし、かつ余長を８ｄ以上、仕口面から鉄筋外面までの投影定着長さを下表に示す長さ(かつ、梁主筋を上表に示す直線定着長さとし、かつ余長を８ｄ以上、仕口面から鉄筋外面までの投影定着長さを下表に示す長さ(かつ、梁主筋を上表に示す直線定着長さとし、かつ余長を８ｄ以上、仕口面から鉄筋外面までの投影定着長さを下表に示す長さ(かつ、梁主筋を上表に示す直線定着長さとし、かつ余長を８ｄ以上、仕口面から鉄筋外面までの投影定着長さを下表に示す長さ(かつ、梁主筋を上表に示す直線定着長さとし、かつ余長を８ｄ以上、仕口面から鉄筋外面までの投影定着長さを下表に示す長さ(かつ、梁主筋を上表に示す直線定着長さとし、かつ余長を８ｄ以上、仕口面から鉄筋外面までの投影定着長さを下表に示す長さ(かつ、梁主筋

の柱内定着においては原則として、柱せいの3/4倍以上)をのみ込ませる。の柱内定着においては原則として、柱せいの3/4倍以上)をのみ込ませる。の柱内定着においては原則として、柱せいの3/4倍以上)をのみ込ませる。の柱内定着においては原則として、柱せいの3/4倍以上)をのみ込ませる。の柱内定着においては原則として、柱せいの3/4倍以上)をのみ込ませる。の柱内定着においては原則として、柱せいの3/4倍以上)をのみ込ませる。の柱内定着においては原則として、柱せいの3/4倍以上)をのみ込ませる。
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  小梁やスラブの上端筋を壁内や幅の狭い梁内に折り曲げて定着する場合、投影定着長さの確保が出来なければ、鉄筋の余長部  小梁やスラブの上端筋を壁内や幅の狭い梁内に折り曲げて定着する場合、投影定着長さの確保が出来なければ、鉄筋の余長部  小梁やスラブの上端筋を壁内や幅の狭い梁内に折り曲げて定着する場合、投影定着長さの確保が出来なければ、鉄筋の余長部  小梁やスラブの上端筋を壁内や幅の狭い梁内に折り曲げて定着する場合、投影定着長さの確保が出来なければ、鉄筋の余長部  小梁やスラブの上端筋を壁内や幅の狭い梁内に折り曲げて定着する場合、投影定着長さの確保が出来なければ、鉄筋の余長部  小梁やスラブの上端筋を壁内や幅の狭い梁内に折り曲げて定着する場合、投影定着長さの確保が出来なければ、鉄筋の余長部  小梁やスラブの上端筋を壁内や幅の狭い梁内に折り曲げて定着する場合、投影定着長さの確保が出来なければ、鉄筋の余長部 梁
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でフックなしの定着長さをとることとする。でフックなしの定着長さをとることとする。でフックなしの定着長さをとることとする。でフックなしの定着長さをとることとする。でフックなしの定着長さをとることとする。でフックなしの定着長さをとることとする。でフックなしの定着長さをとることとする。

40
d

40
d

40
d

40
d

40
d

40
d

40
d

1.
5D

1.
5D

1.
5D

1.
5D

1.
5D

1.
5D

1.
5D

L2L2L2L2L2L2L2 L2L2L2L2L2L2L2/4/4/4/4/4/4/4 /2/2/2/2/2/2/2 /4/4/4/4/4/4/4
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3mm以下3mm以下3mm以下3mm以下3mm以下3mm以下3mm以下ガス圧接形状ガス圧接形状ガス圧接形状ガス圧接形状ガス圧接形状ガス圧接形状ガス圧接形状投影定着の長さ投影定着の長さ投影定着の長さ投影定着の長さ投影定着の長さ投影定着の長さ投影定着の長さ普通、軽量コンクリ普通、軽量コンクリ普通、軽量コンクリ普通、軽量コンクリ普通、軽量コンクリ普通、軽量コンクリ普通、軽量コンクリ 柱Ｄ柱Ｄ柱Ｄ柱Ｄ柱Ｄ柱Ｄ柱Ｄ柱Ｄ柱Ｄ柱Ｄ柱Ｄ柱Ｄ柱Ｄ柱ＤLLLLLLL1111111 余
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ートの設計基準強度ートの設計基準強度ートの設計基準強度ートの設計基準強度ートの設計基準強度ートの設計基準強度ートの設計基準強度
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鉄筋の種類鉄筋の種類鉄筋の種類鉄筋の種類鉄筋の種類鉄筋の種類鉄筋の種類
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注１　1.5Ｄの範囲の柱の帯筋は一段太いものか、又はダブル巻きとし＠100以下とする。注１　1.5Ｄの範囲の柱の帯筋は一段太いものか、又はダブル巻きとし＠100以下とする。注１　1.5Ｄの範囲の柱の帯筋は一段太いものか、又はダブル巻きとし＠100以下とする。注１　1.5Ｄの範囲の柱の帯筋は一段太いものか、又はダブル巻きとし＠100以下とする。注１　1.5Ｄの範囲の柱の帯筋は一段太いものか、又はダブル巻きとし＠100以下とする。注１　1.5Ｄの範囲の柱の帯筋は一段太いものか、又はダブル巻きとし＠100以下とする。注１　1.5Ｄの範囲の柱の帯筋は一段太いものか、又はダブル巻きとし＠100以下とする。２２２２２２２ＦｃＦｃＦｃＦｃＦｃＦｃＦｃ（Ｎ／ｍｍ　）（Ｎ／ｍｍ　）（Ｎ／ｍｍ　）（Ｎ／ｍｍ　）（Ｎ／ｍｍ　）（Ｎ／ｍｍ　）（Ｎ／ｍｍ　）

θ〉80°θ〉80°θ〉80°θ〉80°θ〉80°θ〉80°θ〉80° 注２　１　の鉄筋は2-D13かつ、2本の一段太い鉄筋とする。注２　１　の鉄筋は2-D13かつ、2本の一段太い鉄筋とする。注２　１　の鉄筋は2-D13かつ、2本の一段太い鉄筋とする。注２　１　の鉄筋は2-D13かつ、2本の一段太い鉄筋とする。注２　１　の鉄筋は2-D13かつ、2本の一段太い鉄筋とする。注２　１　の鉄筋は2-D13かつ、2本の一段太い鉄筋とする。注２　１　の鉄筋は2-D13かつ、2本の一段太い鉄筋とする。
LaLaLaLaLaLaLa LaLaLaLaLaLaLa20d20d20d20d20d20d20d１８１８１８１８１８１８１８ ２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ １５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ 20d20d20d20d20d20d20dL2L2L2L2L2L2L2 L2L2L2L2L2L2L2

圧接面圧接面圧接面圧接面圧接面圧接面圧接面２１２１２１２１２１２１２１ １５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ １５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄＳＤ２９５ＡＳＤ２９５ＡＳＤ２９５ＡＳＤ２９５ＡＳＤ２９５ＡＳＤ２９５ＡＳＤ２９５Ａ 上端筋継手範囲上端筋継手範囲上端筋継手範囲上端筋継手範囲上端筋継手範囲上端筋継手範囲上端筋継手範囲 下端筋継手範囲下端筋継手範囲下端筋継手範囲下端筋継手範囲下端筋継手範囲下端筋継手範囲下端筋継手範囲
ＳＤ２９５ＢＳＤ２９５ＢＳＤ２９５ＢＳＤ２９５ＢＳＤ２９５ＢＳＤ２９５ＢＳＤ２９５Ｂ ２４、２７２４、２７２４、２７２４、２７２４、２７２４、２７２４、２７ １５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ １５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ 1.4d以上1.4d以上1.4d以上1.4d以上1.4d以上1.4d以上1.4d以上ddddddd （５）　絞り（５）　絞り（５）　絞り（５）　絞り（５）　絞り（５）　絞り（５）　絞り （６）　二段筋の保持(寄せ筋)（６）　二段筋の保持(寄せ筋)（６）　二段筋の保持(寄せ筋)（６）　二段筋の保持(寄せ筋)（６）　二段筋の保持(寄せ筋)（６）　二段筋の保持(寄せ筋)（６）　二段筋の保持(寄せ筋)

３０、３３、３６３０、３３、３６３０、３３、３６３０、３３、３６３０、３３、３６３０、３３、３６３０、３３、３６ １５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ １５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ ｅｅｅｅｅｅｅ ｅｅｅｅｅｅｅ
１８１８１８１８１８１８１８ ２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ ２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ 外　端　部外　端　部外　端　部外　端　部外　端　部外　端　部外　端　部 内　端　部内　端　部内　端　部内　端　部内　端　部内　端　部内　端　部

6φ-＠10006φ-＠10006φ-＠10006φ-＠10006φ-＠10006φ-＠10006φ-＠10001.1d以上1.1d以上1.1d以上1.1d以上1.1d以上1.1d以上1.1d以上
２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ２１２１２１２１２１２１２１ ２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ 15d15d15d15d15d15d15d

ＳＤ３４５ＳＤ３４５ＳＤ３４５ＳＤ３４５ＳＤ３４５ＳＤ３４５ＳＤ３４５ 6d6d6d6d6d6d6dL2L2L2L2L2L2L2 L2L2L2L2L2L2L2/4/4/4/4/4/4/4 /2/2/2/2/2/2/2 /4/4/4/4/4/4/4 ａａａａａａａ圧接面圧接面圧接面圧接面圧接面圧接面圧接面２４、２７２４、２７２４、２７２４、２７２４、２７２４、２７２４、２７ ２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ １５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ
20d20d20d20d20d20d20d 20d20d20d20d20d20d20dLaLaLaLaLaLaLa LaLaLaLaLaLaLa 10
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３０、３３、３６３０、３３、３６３０、３３、３６３０、３３、３６３０、３３、３６３０、３３、３６３０、３３、３６ １５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ １５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ
ａａａａａａａd/5以下d/5以下d/5以下d/5以下d/5以下d/5以下d/5以下

２１２１２１２１２１２１２１ ２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ ２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ

1111 111帯筋より1サイズ太く帯筋より1サイズ太く帯筋より1サイズ太く帯筋より1サイズ太く帯筋より1サイズ太く帯筋より1サイズ太く帯筋より1サイズ太く LLLL LLL Ｄ ＤＤＤ ＤＤＤ 4d4d4d4d4d4d4d２４、２７２４、２７２４、２７２４、２７２４、２７２４、２７２４、２７ＳＤ３９０ＳＤ３９０ＳＤ３９０ＳＤ３９０ＳＤ３９０ＳＤ３９０ＳＤ３９０ ２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ ２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ 6d6d6d6d6d6d6d又は同サイズ2本又は同サイズ2本又は同サイズ2本又は同サイズ2本又は同サイズ2本又は同サイズ2本又は同サイズ2本 ＤＤＤＤ ＤＤＤ 2 222 222 ａａａａａａａ
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L LLL LLL３０、３３、３６３０、３３、３６３０、３３、３６３０、３３、３６３０、３３、３６３０、３３、３６３０、３３、３６ ２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ２０ｄ １５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ１５ｄ
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※軽量コンクリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。※軽量コンクリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。※軽量コンクリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。※軽量コンクリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。※軽量コンクリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。※軽量コンクリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。※軽量コンクリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。 ａａａａａａａLLLL LLL 余
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※片持ち形式の小梁・スラブの上端筋はLaの数値とする。※片持ち形式の小梁・スラブの上端筋はLaの数値とする。※片持ち形式の小梁・スラブの上端筋はLaの数値とする。※片持ち形式の小梁・スラブの上端筋はLaの数値とする。※片持ち形式の小梁・スラブの上端筋はLaの数値とする。※片持ち形式の小梁・スラブの上端筋はLaの数値とする。※片持ち形式の小梁・スラブの上端筋はLaの数値とする。 （呼び名の数値）（呼び名の数値）（呼び名の数値）（呼び名の数値）（呼び名の数値）（呼び名の数値）（呼び名の数値）　ａ＝1.5×　ａ＝1.5×　ａ＝1.5×　ａ＝1.5×　ａ＝1.5×　ａ＝1.5×　ａ＝1.5×
6d6d6d6d6d6d6d 40

0
40

0
40

0
40

0
40

0
40

0
40

0

１．末端のフックは、定着及び重ね継手の長さに含まない。１．末端のフックは、定着及び重ね継手の長さに含まない。１．末端のフックは、定着及び重ね継手の長さに含まない。１．末端のフックは、定着及び重ね継手の長さに含まない。１．末端のフックは、定着及び重ね継手の長さに含まない。１．末端のフックは、定着及び重ね継手の長さに含まない。１．末端のフックは、定着及び重ね継手の長さに含まない。 ａａａａａａａ
２．継手位置は、応力の小さい位置に設けることを原則とする。２．継手位置は、応力の小さい位置に設けることを原則とする。２．継手位置は、応力の小さい位置に設けることを原則とする。２．継手位置は、応力の小さい位置に設けることを原則とする。２．継手位置は、応力の小さい位置に設けることを原則とする。２．継手位置は、応力の小さい位置に設けることを原則とする。２．継手位置は、応力の小さい位置に設けることを原則とする。

LaLaLaLaLaLaLa３．直径の異なる鉄筋の重ね継手長さは、細い方の鉄筋の継手長さとする。３．直径の異なる鉄筋の重ね継手長さは、細い方の鉄筋の継手長さとする。３．直径の異なる鉄筋の重ね継手長さは、細い方の鉄筋の継手長さとする。３．直径の異なる鉄筋の重ね継手長さは、細い方の鉄筋の継手長さとする。３．直径の異なる鉄筋の重ね継手長さは、細い方の鉄筋の継手長さとする。３．直径の異なる鉄筋の重ね継手長さは、細い方の鉄筋の継手長さとする。３．直径の異なる鉄筋の重ね継手長さは、細い方の鉄筋の継手長さとする。 d/4以下d/4以下d/4以下d/4以下d/4以下d/4以下d/4以下 6φ-＠10006φ-＠10006φ-＠10006φ-＠10006φ-＠10006φ-＠10006φ-＠1000 4d4d4d4d4d4d4dL2L2L2L2L2L2L2 e＞D/6e＞D/6e＞D/6e＞D/6e＞D/6e＞D/6e＞D/6e≦D/6e≦D/6e≦D/6e≦D/6e≦D/6e≦D/6e≦D/6４．鉄筋径の差が、５ｍｍを超える場合は、圧接としてはならない。４．鉄筋径の差が、５ｍｍを超える場合は、圧接としてはならない。４．鉄筋径の差が、５ｍｍを超える場合は、圧接としてはならない。４．鉄筋径の差が、５ｍｍを超える場合は、圧接としてはならない。４．鉄筋径の差が、５ｍｍを超える場合は、圧接としてはならない。４．鉄筋径の差が、５ｍｍを超える場合は、圧接としてはならない。４．鉄筋径の差が、５ｍｍを超える場合は、圧接としてはならない。 上端筋継手範囲上端筋継手範囲上端筋継手範囲上端筋継手範囲上端筋継手範囲上端筋継手範囲上端筋継手範囲 下端筋継手範囲下端筋継手範囲下端筋継手範囲下端筋継手範囲下端筋継手範囲下端筋継手範囲下端筋継手範囲 上端筋継手範囲上端筋継手範囲上端筋継手範囲上端筋継手範囲上端筋継手範囲上端筋継手範囲上端筋継手範囲
５．軽量コンクリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。５．軽量コンクリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。５．軽量コンクリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。５．軽量コンクリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。５．軽量コンクリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。５．軽量コンクリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。５．軽量コンクリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。

鉄筋コンクリート構造配筋標準図（１）鉄筋コンクリート構造配筋標準図（１）鉄筋コンクリート構造配筋標準図（１）鉄筋コンクリート構造配筋標準図（１）鉄筋コンクリート構造配筋標準図（１）鉄筋コンクリート構造配筋標準図（１）鉄筋コンクリート構造配筋標準図（１）
（２）　現場打ちコンクリ－ト杭（２）　現場打ちコンクリ－ト杭（２）　現場打ちコンクリ－ト杭（２）　現場打ちコンクリ－ト杭（２）　現場打ちコンクリ－ト杭（２）　現場打ちコンクリ－ト杭（２）　現場打ちコンクリ－ト杭

１．一般事項１．一般事項１．一般事項１．一般事項１．一般事項１．一般事項１．一般事項

２．鉄筋加工、かぶり２．鉄筋加工、かぶり２．鉄筋加工、かぶり２．鉄筋加工、かぶり２．鉄筋加工、かぶり２．鉄筋加工、かぶり２．鉄筋加工、かぶり
（２-１）機械式継ぎ手（２-１）機械式継ぎ手（２-１）機械式継ぎ手（２-１）機械式継ぎ手（２-１）機械式継ぎ手（２-１）機械式継ぎ手（２-１）機械式継ぎ手

（１）　鉄筋末端部の折曲げの形状（１）　鉄筋末端部の折曲げの形状（１）　鉄筋末端部の折曲げの形状（１）　鉄筋末端部の折曲げの形状（１）　鉄筋末端部の折曲げの形状（１）　鉄筋末端部の折曲げの形状（１）　鉄筋末端部の折曲げの形状

４．基　礎４．基　礎４．基　礎４．基　礎４．基　礎４．基　礎４．基　礎 ６．柱６．柱６．柱６．柱６．柱６．柱６．柱

（１）　直接基礎（１）　直接基礎（１）　直接基礎（１）　直接基礎（１）　直接基礎（１）　直接基礎（１）　直接基礎
・最上階の柱主筋のフックは監理者の承認を得て・最上階の柱主筋のフックは監理者の承認を得て・最上階の柱主筋のフックは監理者の承認を得て・最上階の柱主筋のフックは監理者の承認を得て・最上階の柱主筋のフックは監理者の承認を得て・最上階の柱主筋のフックは監理者の承認を得て・最上階の柱主筋のフックは監理者の承認を得て

※基礎詳細図参照※基礎詳細図参照※基礎詳細図参照※基礎詳細図参照※基礎詳細図参照※基礎詳細図参照※基礎詳細図参照 定着金物を使用する事ができる。１４．定着金物参照定着金物を使用する事ができる。１４．定着金物参照定着金物を使用する事ができる。１４．定着金物参照定着金物を使用する事ができる。１４．定着金物参照定着金物を使用する事ができる。１４．定着金物参照定着金物を使用する事ができる。１４．定着金物参照定着金物を使用する事ができる。１４．定着金物参照

（２）　杭基礎（２）　杭基礎（２）　杭基礎（２）　杭基礎（２）　杭基礎（２）　杭基礎（２）　杭基礎
(機械式継ぎ手のＡ級と同等以上の耐力を有する圧接継手)(機械式継ぎ手のＡ級と同等以上の耐力を有する圧接継手)(機械式継ぎ手のＡ級と同等以上の耐力を有する圧接継手)(機械式継ぎ手のＡ級と同等以上の耐力を有する圧接継手)(機械式継ぎ手のＡ級と同等以上の耐力を有する圧接継手)(機械式継ぎ手のＡ級と同等以上の耐力を有する圧接継手)(機械式継ぎ手のＡ級と同等以上の耐力を有する圧接継手)（２-２）Ａ級ガス圧接継ぎ手（２-２）Ａ級ガス圧接継ぎ手（２-２）Ａ級ガス圧接継ぎ手（２-２）Ａ級ガス圧接継ぎ手（２-２）Ａ級ガス圧接継ぎ手（２-２）Ａ級ガス圧接継ぎ手（２-２）Ａ級ガス圧接継ぎ手

（２）　鉄筋の定着及び重ね継手の長さ（２）　鉄筋の定着及び重ね継手の長さ（２）　鉄筋の定着及び重ね継手の長さ（２）　鉄筋の定着及び重ね継手の長さ（２）　鉄筋の定着及び重ね継手の長さ（２）　鉄筋の定着及び重ね継手の長さ（２）　鉄筋の定着及び重ね継手の長さ

（３）　べた基礎（３）　べた基礎（３）　べた基礎（３）　べた基礎（３）　べた基礎（３）　べた基礎（３）　べた基礎
（３）　帯　　筋（３）　帯　　筋（３）　帯　　筋（３）　帯　　筋（３）　帯　　筋（３）　帯　　筋（３）　帯　　筋

（４）　基礎接合部の補強（４）　基礎接合部の補強（４）　基礎接合部の補強（４）　基礎接合部の補強（４）　基礎接合部の補強（４）　基礎接合部の補強（４）　基礎接合部の補強

(機械式継ぎ手のＡ級と同等以上の耐力を有する圧接継手)(機械式継ぎ手のＡ級と同等以上の耐力を有する圧接継手)(機械式継ぎ手のＡ級と同等以上の耐力を有する圧接継手)(機械式継ぎ手のＡ級と同等以上の耐力を有する圧接継手)(機械式継ぎ手のＡ級と同等以上の耐力を有する圧接継手)(機械式継ぎ手のＡ級と同等以上の耐力を有する圧接継手)(機械式継ぎ手のＡ級と同等以上の耐力を有する圧接継手)（２-３）Ａ級溶接継ぎ手（２-３）Ａ級溶接継ぎ手（２-３）Ａ級溶接継ぎ手（２-３）Ａ級溶接継ぎ手（２-３）Ａ級溶接継ぎ手（２-３）Ａ級溶接継ぎ手（２-３）Ａ級溶接継ぎ手

※共通　※共通　※共通　※共通　※共通　※共通　※共通　・梁主筋ののみ込み長さLaは柱せいの3/4倍以上とする。・梁主筋ののみ込み長さLaは柱せいの3/4倍以上とする。・梁主筋ののみ込み長さLaは柱せいの3/4倍以上とする。・梁主筋ののみ込み長さLaは柱せいの3/4倍以上とする。・梁主筋ののみ込み長さLaは柱せいの3/4倍以上とする。・梁主筋ののみ込み長さLaは柱せいの3/4倍以上とする。・梁主筋ののみ込み長さLaは柱せいの3/4倍以上とする。
５．地　中　梁５．地　中　梁５．地　中　梁５．地　中　梁５．地　中　梁５．地　中　梁５．地　中　梁

（４）　斜め柱・斜め梁（４）　斜め柱・斜め梁（４）　斜め柱・斜め梁（４）　斜め柱・斜め梁（４）　斜め柱・斜め梁（４）　斜め柱・斜め梁（４）　斜め柱・斜め梁

（１）　独立基礎で基礎梁に土間コンクリートが付く場合（１）　独立基礎で基礎梁に土間コンクリートが付く場合（１）　独立基礎で基礎梁に土間コンクリートが付く場合（１）　独立基礎で基礎梁に土間コンクリートが付く場合（１）　独立基礎で基礎梁に土間コンクリートが付く場合（１）　独立基礎で基礎梁に土間コンクリートが付く場合（１）　独立基礎で基礎梁に土間コンクリートが付く場合（定着、継手）（定着、継手）（定着、継手）（定着、継手）（定着、継手）（定着、継手）（定着、継手）

（２）　独立基礎で基礎梁に土間スラブが付く場合（２）　独立基礎で基礎梁に土間スラブが付く場合（２）　独立基礎で基礎梁に土間スラブが付く場合（２）　独立基礎で基礎梁に土間スラブが付く場合（２）　独立基礎で基礎梁に土間スラブが付く場合（２）　独立基礎で基礎梁に土間スラブが付く場合（２）　独立基礎で基礎梁に土間スラブが付く場合（定着、継手）（定着、継手）（定着、継手）（定着、継手）（定着、継手）（定着、継手）（定着、継手）

（定着、継手）（定着、継手）（定着、継手）（定着、継手）（定着、継手）（定着、継手）（定着、継手）（３）　布基礎、べた基礎の場合（３）　布基礎、べた基礎の場合（３）　布基礎、べた基礎の場合（３）　布基礎、べた基礎の場合（３）　布基礎、べた基礎の場合（３）　布基礎、べた基礎の場合（３）　布基礎、べた基礎の場合

【継　手】【継　手】【継　手】【継　手】【継　手】【継　手】【継　手】

（（（（（（（）））））））

図の●印の鉄筋の重ね継手の図の●印の鉄筋の重ね継手の図の●印の鉄筋の重ね継手の図の●印の鉄筋の重ね継手の図の●印の鉄筋の重ね継手の図の●印の鉄筋の重ね継手の図の●印の鉄筋の重ね継手の
丸綱では径、異形鉄筋では呼び名に用いた数値1.5ｄ以上丸綱では径、異形鉄筋では呼び名に用いた数値1.5ｄ以上丸綱では径、異形鉄筋では呼び名に用いた数値1.5ｄ以上丸綱では径、異形鉄筋では呼び名に用いた数値1.5ｄ以上丸綱では径、異形鉄筋では呼び名に用いた数値1.5ｄ以上丸綱では径、異形鉄筋では呼び名に用いた数値1.5ｄ以上丸綱では径、異形鉄筋では呼び名に用いた数値1.5ｄ以上

　　　末端にはフックが必要　　　末端にはフックが必要　　　末端にはフックが必要　　　末端にはフックが必要　　　末端にはフックが必要　　　末端にはフックが必要　　　末端にはフックが必要
粗骨材の最大寸法の1.25倍以上かつ２５以上粗骨材の最大寸法の1.25倍以上かつ２５以上粗骨材の最大寸法の1.25倍以上かつ２５以上粗骨材の最大寸法の1.25倍以上かつ２５以上粗骨材の最大寸法の1.25倍以上かつ２５以上粗骨材の最大寸法の1.25倍以上かつ２５以上粗骨材の最大寸法の1.25倍以上かつ２５以上

柱柱柱柱柱柱柱間隔間隔間隔間隔間隔間隔間隔間隔間隔間隔間隔間隔間隔間隔

異形鉄筋異形鉄筋異形鉄筋異形鉄筋異形鉄筋異形鉄筋異形鉄筋 丸　　綱丸　　綱丸　　綱丸　　綱丸　　綱丸　　綱丸　　綱

dododododododo dododododododo dododododododo あきあきあきあきあきあきあき dododododododoあきあきあきあきあきあきあき

梁梁梁梁梁梁梁（ａ～ｆに示す鉄筋の末端部にはフックを付ける。）（ａ～ｆに示す鉄筋の末端部にはフックを付ける。）（ａ～ｆに示す鉄筋の末端部にはフックを付ける。）（ａ～ｆに示す鉄筋の末端部にはフックを付ける。）（ａ～ｆに示す鉄筋の末端部にはフックを付ける。）（ａ～ｆに示す鉄筋の末端部にはフックを付ける。）（ａ～ｆに示す鉄筋の末端部にはフックを付ける。）

ａ．ａ．ａ．ａ．ａ．ａ．ａ．丸綱　ｂ．あばら筋、帯筋、ｃ．煙突の鉄筋丸綱　ｂ．あばら筋、帯筋、ｃ．煙突の鉄筋丸綱　ｂ．あばら筋、帯筋、ｃ．煙突の鉄筋丸綱　ｂ．あばら筋、帯筋、ｃ．煙突の鉄筋丸綱　ｂ．あばら筋、帯筋、ｃ．煙突の鉄筋丸綱　ｂ．あばら筋、帯筋、ｃ．煙突の鉄筋丸綱　ｂ．あばら筋、帯筋、ｃ．煙突の鉄筋

ｄ．ｄ．ｄ．ｄ．ｄ．ｄ．ｄ．柱、梁（基礎梁は除く）の出すみ部分の鉄筋（右図参照）柱、梁（基礎梁は除く）の出すみ部分の鉄筋（右図参照）柱、梁（基礎梁は除く）の出すみ部分の鉄筋（右図参照）柱、梁（基礎梁は除く）の出すみ部分の鉄筋（右図参照）柱、梁（基礎梁は除く）の出すみ部分の鉄筋（右図参照）柱、梁（基礎梁は除く）の出すみ部分の鉄筋（右図参照）柱、梁（基礎梁は除く）の出すみ部分の鉄筋（右図参照）
ｅ．ｅ．ｅ．ｅ．ｅ．ｅ．ｅ． ｆ．ｆ．ｆ．ｆ．ｆ．ｆ．ｆ．その他、本配筋標準に記載する個所その他、本配筋標準に記載する個所その他、本配筋標準に記載する個所その他、本配筋標準に記載する個所その他、本配筋標準に記載する個所その他、本配筋標準に記載する個所その他、本配筋標準に記載する個所単純梁の下端筋単純梁の下端筋単純梁の下端筋単純梁の下端筋単純梁の下端筋単純梁の下端筋単純梁の下端筋

（１）　A形基礎の杭全てに補強を行う（１）　A形基礎の杭全てに補強を行う（１）　A形基礎の杭全てに補強を行う（１）　A形基礎の杭全てに補強を行う（１）　A形基礎の杭全てに補強を行う（１）　A形基礎の杭全てに補強を行う（１）　A形基礎の杭全てに補強を行う

既成杭 (PHC,PRC)既成杭 (PHC,PRC)既成杭 (PHC,PRC)既成杭 (PHC,PRC)既成杭 (PHC,PRC)既成杭 (PHC,PRC)既成杭 (PHC,PRC) 既成杭 (SC,鋼管)既成杭 (SC,鋼管)既成杭 (SC,鋼管)既成杭 (SC,鋼管)既成杭 (SC,鋼管)既成杭 (SC,鋼管)既成杭 (SC,鋼管)

所定の位置に止まった場合所定の位置に止まった場合所定の位置に止まった場合所定の位置に止まった場合所定の位置に止まった場合所定の位置に止まった場合所定の位置に止まった場合 所定より低く止まった場合所定より低く止まった場合所定より低く止まった場合所定より低く止まった場合所定より低く止まった場合所定より低く止まった場合所定より低く止まった場合 所定の位置に止まった場合所定の位置に止まった場合所定の位置に止まった場合所定の位置に止まった場合所定の位置に止まった場合所定の位置に止まった場合所定の位置に止まった場合

但し　≦φの場合但し　≦φの場合但し　≦φの場合但し　≦φの場合但し　≦φの場合但し　≦φの場合但し　≦φの場合
HOOP D10@100HOOP D10@100HOOP D10@100HOOP D10@100HOOP D10@100HOOP D10@100HOOP D10@100 　　　＞φの場合は工事監理者の指示による　　　＞φの場合は工事監理者の指示による　　　＞φの場合は工事監理者の指示による　　　＞φの場合は工事監理者の指示による　　　＞φの場合は工事監理者の指示による　　　＞φの場合は工事監理者の指示による　　　＞φの場合は工事監理者の指示による フ－チング下端までフ－チング下端までフ－チング下端までフ－チング下端までフ－チング下端までフ－チング下端までフ－チング下端まで補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋

補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋 コンクリ－ト充填コンクリ－ト充填コンクリ－ト充填コンクリ－ト充填コンクリ－ト充填コンクリ－ト充填コンクリ－ト充填HOOP D10@100HOOP D10@100HOOP D10@100HOOP D10@100HOOP D10@100HOOP D10@100HOOP D10@100

3－D163－D163－D163－D163－D163－D163－D16 基礎下端基礎下端基礎下端基礎下端基礎下端基礎下端基礎下端1111 111 1 111 111 1 111 111L LLL LLL L LLL LLL L LLL LLL
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コンクリ－ト止め板コンクリ－ト止め板コンクリ－ト止め板コンクリ－ト止め板コンクリ－ト止め板コンクリ－ト止め板コンクリ－ト止め板

（４）　鉄筋のあき（４）　鉄筋のあき（４）　鉄筋のあき（４）　鉄筋のあき（４）　鉄筋のあき（４）　鉄筋のあき（４）　鉄筋のあき

（５）　鉄筋のフック（５）　鉄筋のフック（５）　鉄筋のフック（５）　鉄筋のフック（５）　鉄筋のフック（５）　鉄筋のフック（５）　鉄筋のフック

（地震力等の水平力を考慮する必要のある場合は、別途検討すること。）（地震力等の水平力を考慮する必要のある場合は、別途検討すること。）（地震力等の水平力を考慮する必要のある場合は、別途検討すること。）（地震力等の水平力を考慮する必要のある場合は、別途検討すること。）（地震力等の水平力を考慮する必要のある場合は、別途検討すること。）（地震力等の水平力を考慮する必要のある場合は、別途検討すること。）（地震力等の水平力を考慮する必要のある場合は、別途検討すること。）３．杭３．杭３．杭３．杭３．杭３．杭３．杭

かぶり厚さかぶり厚さかぶり厚さかぶり厚さかぶり厚さかぶり厚さかぶり厚さ

ひび割れ誘発目地部など鉄筋のかひび割れ誘発目地部など鉄筋のかひび割れ誘発目地部など鉄筋のかひび割れ誘発目地部など鉄筋のかひび割れ誘発目地部など鉄筋のかひび割れ誘発目地部など鉄筋のかひび割れ誘発目地部など鉄筋のか
ぶり、厚さが部分的に減少する箇ぶり、厚さが部分的に減少する箇ぶり、厚さが部分的に減少する箇ぶり、厚さが部分的に減少する箇ぶり、厚さが部分的に減少する箇ぶり、厚さが部分的に減少する箇ぶり、厚さが部分的に減少する箇
所についても最小かぶり厚さを確所についても最小かぶり厚さを確所についても最小かぶり厚さを確所についても最小かぶり厚さを確所についても最小かぶり厚さを確所についても最小かぶり厚さを確所についても最小かぶり厚さを確
保する。保する。保する。保する。保する。保する。保する。

（３）　かぶり厚さ（３）　かぶり厚さ（３）　かぶり厚さ（３）　かぶり厚さ（３）　かぶり厚さ（３）　かぶり厚さ（３）　かぶり厚さ

直接土に直接土に直接土に直接土に直接土に直接土に直接土に

接しない部分接しない部分接しない部分接しない部分接しない部分接しない部分接しない部分 耐力壁,柱又は梁耐力壁,柱又は梁耐力壁,柱又は梁耐力壁,柱又は梁耐力壁,柱又は梁耐力壁,柱又は梁耐力壁,柱又は梁

耐力壁以外の壁又は床耐力壁以外の壁又は床耐力壁以外の壁又は床耐力壁以外の壁又は床耐力壁以外の壁又は床耐力壁以外の壁又は床耐力壁以外の壁又は床
屋　内屋　内屋　内屋　内屋　内屋　内屋　内

屋　外屋　外屋　外屋　外屋　外屋　外屋　外

屋　内屋　内屋　内屋　内屋　内屋　内屋　内

屋　外屋　外屋　外屋　外屋　外屋　外屋　外

基礎(立ち上り部分及び捨て基礎(立ち上り部分及び捨て基礎(立ち上り部分及び捨て基礎(立ち上り部分及び捨て基礎(立ち上り部分及び捨て基礎(立ち上り部分及び捨て基礎(立ち上り部分及び捨て

コンクリートの部分を除く)コンクリートの部分を除く)コンクリートの部分を除く)コンクリートの部分を除く)コンクリートの部分を除く)コンクリートの部分を除く)コンクリートの部分を除く)

壁,柱,床,梁又は壁,柱,床,梁又は壁,柱,床,梁又は壁,柱,床,梁又は壁,柱,床,梁又は壁,柱,床,梁又は壁,柱,床,梁又は

基礎の立ち上り部分基礎の立ち上り部分基礎の立ち上り部分基礎の立ち上り部分基礎の立ち上り部分基礎の立ち上り部分基礎の立ち上り部分

水セメント比水セメント比水セメント比水セメント比水セメント比水セメント比水セメント比

55%以下55%以下55%以下55%以下55%以下55%以下55%以下50%以下50%以下50%以下50%以下50%以下50%以下50%以下

〔注〕〔注〕〔注〕〔注〕〔注〕〔注〕〔注〕

部　　　　　位　　　部　　　　　位　　　部　　　　　位　　　部　　　　　位　　　部　　　　　位　　　部　　　　　位　　　部　　　　　位　　　

厚さ(mm)厚さ(mm)厚さ(mm)厚さ(mm)厚さ(mm)厚さ(mm)厚さ(mm) 厚さ(mm)厚さ(mm)厚さ(mm)厚さ(mm)厚さ(mm)厚さ(mm)厚さ(mm)
設計かぶり設計かぶり設計かぶり設計かぶり設計かぶり設計かぶり設計かぶり最小かぶり最小かぶり最小かぶり最小かぶり最小かぶり最小かぶり最小かぶり

２０２０２０２０２０２０２０

３０３０３０３０３０３０３０

３０３０３０３０３０３０３０

４０４０４０４０４０４０４０

４０４０４０４０４０４０４０

厚さ(mm)厚さ(mm)厚さ(mm)厚さ(mm)厚さ(mm)厚さ(mm)厚さ(mm) 厚さ(mm)厚さ(mm)厚さ(mm)厚さ(mm)厚さ(mm)厚さ(mm)厚さ(mm)
設計かぶり設計かぶり設計かぶり設計かぶり設計かぶり設計かぶり設計かぶり最小かぶり最小かぶり最小かぶり最小かぶり最小かぶり最小かぶり最小かぶり

３０３０３０３０３０３０３０

４０４０４０４０４０４０４０

４０４０４０４０４０４０４０

５０５０５０５０５０５０５０

５０５０５０５０５０５０５０

７０７０７０７０７０７０７０

３０３０３０３０３０３０３０

４０４０４０４０４０４０４０

４０４０４０４０４０４０４０

５０５０５０５０５０５０５０

５０５０５０５０５０５０５０

７０７０７０７０７０７０７０

４０４０４０４０４０４０４０

５０５０５０５０５０５０５０

５０５０５０５０５０５０５０

６０６０６０６０６０６０６０

６０６０６０６０６０６０６０

６０６０６０６０６０６０６０

８０８０８０８０８０８０８０

（１）（１）（１）（１）（１）（１）（１）

（１）（１）（１）（１）（１）（１）（１）

（１）（１）（１）（１）（１）（１）（１）

（１）（１）（１）（１）（１）（１）（１）

（１）外壁の屋外に面する部位にタイル貼り、モルタル塗り、外断熱工法による仕上げ（１）外壁の屋外に面する部位にタイル貼り、モルタル塗り、外断熱工法による仕上げ（１）外壁の屋外に面する部位にタイル貼り、モルタル塗り、外断熱工法による仕上げ（１）外壁の屋外に面する部位にタイル貼り、モルタル塗り、外断熱工法による仕上げ（１）外壁の屋外に面する部位にタイル貼り、モルタル塗り、外断熱工法による仕上げ（１）外壁の屋外に面する部位にタイル貼り、モルタル塗り、外断熱工法による仕上げ（１）外壁の屋外に面する部位にタイル貼り、モルタル塗り、外断熱工法による仕上げ
　　　その他これらと同等以上の性能を有する処理が施されている場合にあっては、屋外側　　　その他これらと同等以上の性能を有する処理が施されている場合にあっては、屋外側　　　その他これらと同等以上の性能を有する処理が施されている場合にあっては、屋外側　　　その他これらと同等以上の性能を有する処理が施されている場合にあっては、屋外側　　　その他これらと同等以上の性能を有する処理が施されている場合にあっては、屋外側　　　その他これらと同等以上の性能を有する処理が施されている場合にあっては、屋外側　　　その他これらと同等以上の性能を有する処理が施されている場合にあっては、屋外側

※沖縄県土木建築部施設建築課、第1618号による劣化対策及び「日本住宅性能表示基準」※沖縄県土木建築部施設建築課、第1618号による劣化対策及び「日本住宅性能表示基準」※沖縄県土木建築部施設建築課、第1618号による劣化対策及び「日本住宅性能表示基準」※沖縄県土木建築部施設建築課、第1618号による劣化対策及び「日本住宅性能表示基準」※沖縄県土木建築部施設建築課、第1618号による劣化対策及び「日本住宅性能表示基準」※沖縄県土木建築部施設建築課、第1618号による劣化対策及び「日本住宅性能表示基準」※沖縄県土木建築部施設建築課、第1618号による劣化対策及び「日本住宅性能表示基準」
「劣化等級３」に準ずる。「劣化等級３」に準ずる。「劣化等級３」に準ずる。「劣化等級３」に準ずる。「劣化等級３」に準ずる。「劣化等級３」に準ずる。「劣化等級３」に準ずる。

　　　の部分に限り、最小かぶり厚さを１㎝減ずることができる。　　　の部分に限り、最小かぶり厚さを１㎝減ずることができる。　　　の部分に限り、最小かぶり厚さを１㎝減ずることができる。　　　の部分に限り、最小かぶり厚さを１㎝減ずることができる。　　　の部分に限り、最小かぶり厚さを１㎝減ずることができる。　　　の部分に限り、最小かぶり厚さを１㎝減ずることができる。　　　の部分に限り、最小かぶり厚さを１㎝減ずることができる。

直接土に直接土に直接土に直接土に直接土に直接土に直接土に

接する部分接する部分接する部分接する部分接する部分接する部分接する部分

水セメント比は50％以下とする。水セメント比は50％以下とする。水セメント比は50％以下とする。水セメント比は50％以下とする。水セメント比は50％以下とする。水セメント比は50％以下とする。水セメント比は50％以下とする。

発注機関発注機関発注機関発注機関発注機関発注機関発注機関

摘　　要摘　　要摘　　要摘　　要摘　　要摘　　要摘　　要

検　　印検　　印検　　印検　　印検　　印検　　印検　　印

管理建築士管理建築士管理建築士管理建築士管理建築士管理建築士管理建築士 設　 計設　 計設　 計設　 計設　 計設　 計設　 計 製 　図製 　図製 　図製 　図製 　図製 　図製 　図

工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称

工事場所工事場所工事場所工事場所工事場所工事場所工事場所

　南城市役所　南城市役所　南城市役所　南城市役所　南城市役所　南城市役所　南城市役所

名　　称名　　称名　　称名　　称名　　称名　　称名　　称

資格者氏名資格者氏名資格者氏名資格者氏名資格者氏名資格者氏名資格者氏名

登録番号登録番号登録番号登録番号登録番号登録番号登録番号

所 在 地所 在 地所 在 地所 在 地所 在 地所 在 地所 在 地

工事年度工事年度工事年度工事年度工事年度工事年度工事年度

縮    尺縮    尺縮    尺縮    尺縮    尺縮    尺縮    尺

図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称

株式会社 神里設計株式会社 神里設計株式会社 神里設計株式会社 神里設計株式会社 神里設計株式会社 神里設計株式会社 神里設計

那覇市字識名1247-7那覇市字識名1247-7那覇市字識名1247-7那覇市字識名1247-7那覇市字識名1247-7那覇市字識名1247-7那覇市字識名1247-7

図面番号図面番号図面番号図面番号図面番号図面番号図面番号

一級建築士第177440号　神里光好一級建築士第177440号　神里光好一級建築士第177440号　神里光好一級建築士第177440号　神里光好一級建築士第177440号　神里光好一級建築士第177440号　神里光好一級建築士第177440号　神里光好

設
　
計
　
者

設
　
計
　
者

設
　
計
　
者

設
　
計
　
者

設
　
計
　
者

設
　
計
　
者

設
　
計
　
者

令和　３ 年度令和　３ 年度令和　３ 年度令和　３ 年度令和　３ 年度令和　３ 年度令和　３ 年度

一級建築士事務所登録第13Y-2823号一級建築士事務所登録第13Y-2823号一級建築士事務所登録第13Y-2823号一級建築士事務所登録第13Y-2823号一級建築士事務所登録第13Y-2823号一級建築士事務所登録第13Y-2823号一級建築士事務所登録第13Y-2823号

久高島電動カート車庫設置工事久高島電動カート車庫設置工事久高島電動カート車庫設置工事久高島電動カート車庫設置工事久高島電動カート車庫設置工事久高島電動カート車庫設置工事久高島電動カート車庫設置工事

Ｓ－Ｓ－Ｓ－Ｓ－Ｓ－Ｓ－Ｓ－ ０２０２０２０２０２０２０２

　南城市知念字久高231-19，236-5　南城市知念字久高231-19，236-5　南城市知念字久高231-19，236-5　南城市知念字久高231-19，236-5　南城市知念字久高231-19，236-5　南城市知念字久高231-19，236-5　南城市知念字久高231-19，236-5
　NO SCALE　NO SCALE　NO SCALE　NO SCALE　NO SCALE　NO SCALE　NO SCALE

　鉄筋コンクリート構造配筋標準図(１)　鉄筋コンクリート構造配筋標準図(１)　鉄筋コンクリート構造配筋標準図(１)　鉄筋コンクリート構造配筋標準図(１)　鉄筋コンクリート構造配筋標準図(１)　鉄筋コンクリート構造配筋標準図(１)　鉄筋コンクリート構造配筋標準図(１)
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１４．定着金物１４．定着金物１４．定着金物１４．定着金物１４．定着金物１４．定着金物１４．定着金物

●軸方向補強筋の定着は20d以上とする。●軸方向補強筋の定着は20d以上とする。●軸方向補強筋の定着は20d以上とする。●軸方向補強筋の定着は20d以上とする。●軸方向補強筋の定着は20d以上とする。●軸方向補強筋の定着は20d以上とする。●軸方向補強筋の定着は20d以上とする。

3.杭の上下方向の位置は梁せい中心付近とし、梁中央部下端は梁下端よりＤ/3の範囲には設けてはならない。3.杭の上下方向の位置は梁せい中心付近とし、梁中央部下端は梁下端よりＤ/3の範囲には設けてはならない。3.杭の上下方向の位置は梁せい中心付近とし、梁中央部下端は梁下端よりＤ/3の範囲には設けてはならない。3.杭の上下方向の位置は梁せい中心付近とし、梁中央部下端は梁下端よりＤ/3の範囲には設けてはならない。3.杭の上下方向の位置は梁せい中心付近とし、梁中央部下端は梁下端よりＤ/3の範囲には設けてはならない。3.杭の上下方向の位置は梁せい中心付近とし、梁中央部下端は梁下端よりＤ/3の範囲には設けてはならない。3.杭の上下方向の位置は梁せい中心付近とし、梁中央部下端は梁下端よりＤ/3の範囲には設けてはならない。
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軸方向補強筋軸方向補強筋軸方向補強筋軸方向補強筋軸方向補強筋軸方向補強筋軸方向補強筋

軸方向補強筋軸方向補強筋軸方向補強筋軸方向補強筋軸方向補強筋軸方向補強筋軸方向補強筋

軸方向補強筋軸方向補強筋軸方向補強筋軸方向補強筋軸方向補強筋軸方向補強筋軸方向補強筋

●補強タテ筋の定着は20d以上とする。●補強タテ筋の定着は20d以上とする。●補強タテ筋の定着は20d以上とする。●補強タテ筋の定着は20d以上とする。●補強タテ筋の定着は20d以上とする。●補強タテ筋の定着は20d以上とする。●補強タテ筋の定着は20d以上とする。

●ハッチ部分は増打コンクリ－トを示す。●ハッチ部分は増打コンクリ－トを示す。●ハッチ部分は増打コンクリ－トを示す。●ハッチ部分は増打コンクリ－トを示す。●ハッチ部分は増打コンクリ－トを示す。●ハッチ部分は増打コンクリ－トを示す。●ハッチ部分は増打コンクリ－トを示す。

●あばら補強筋は梁と同径、同ピッチ、同材質とする。●あばら補強筋は梁と同径、同ピッチ、同材質とする。●あばら補強筋は梁と同径、同ピッチ、同材質とする。●あばら補強筋は梁と同径、同ピッチ、同材質とする。●あばら補強筋は梁と同径、同ピッチ、同材質とする。●あばら補強筋は梁と同径、同ピッチ、同材質とする。●あばら補強筋は梁と同径、同ピッチ、同材質とする。

●増し打ち部の腹筋は梁の腹筋と合せる。●増し打ち部の腹筋は梁の腹筋と合せる。●増し打ち部の腹筋は梁の腹筋と合せる。●増し打ち部の腹筋は梁の腹筋と合せる。●増し打ち部の腹筋は梁の腹筋と合せる。●増し打ち部の腹筋は梁の腹筋と合せる。●増し打ち部の腹筋は梁の腹筋と合せる。

の同径、同ピッチとしてよい。の同径、同ピッチとしてよい。の同径、同ピッチとしてよい。の同径、同ピッチとしてよい。の同径、同ピッチとしてよい。の同径、同ピッチとしてよい。の同径、同ピッチとしてよい。

ただし、高強度せん断補強筋を使用する場合はSD295Aただし、高強度せん断補強筋を使用する場合はSD295Aただし、高強度せん断補強筋を使用する場合はSD295Aただし、高強度せん断補強筋を使用する場合はSD295Aただし、高強度せん断補強筋を使用する場合はSD295Aただし、高強度せん断補強筋を使用する場合はSD295Aただし、高強度せん断補強筋を使用する場合はSD295A

　増打コンクリ－ト補強と同様とする。　増打コンクリ－ト補強と同様とする。　増打コンクリ－ト補強と同様とする。　増打コンクリ－ト補強と同様とする。　増打コンクリ－ト補強と同様とする。　増打コンクリ－ト補強と同様とする。　増打コンクリ－ト補強と同様とする。
●梁下端増打コンクリ－トの場合も上端●梁下端増打コンクリ－トの場合も上端●梁下端増打コンクリ－トの場合も上端●梁下端増打コンクリ－トの場合も上端●梁下端増打コンクリ－トの場合も上端●梁下端増打コンクリ－トの場合も上端●梁下端増打コンクリ－トの場合も上端

●ａは７０≦ａ≦５００の場合適用。●ａは７０≦ａ≦５００の場合適用。●ａは７０≦ａ≦５００の場合適用。●ａは７０≦ａ≦５００の場合適用。●ａは７０≦ａ≦５００の場合適用。●ａは７０≦ａ≦５００の場合適用。●ａは７０≦ａ≦５００の場合適用。

となる様に本数調整する。となる様に本数調整する。となる様に本数調整する。となる様に本数調整する。となる様に本数調整する。となる様に本数調整する。となる様に本数調整する。
又、梁巾等の大きい場合は鉄筋ピッチは300以下又、梁巾等の大きい場合は鉄筋ピッチは300以下又、梁巾等の大きい場合は鉄筋ピッチは300以下又、梁巾等の大きい場合は鉄筋ピッチは300以下又、梁巾等の大きい場合は鉄筋ピッチは300以下又、梁巾等の大きい場合は鉄筋ピッチは300以下又、梁巾等の大きい場合は鉄筋ピッチは300以下

●ｂ＞３５０の場合は補強筋を３本とする。●ｂ＞３５０の場合は補強筋を３本とする。●ｂ＞３５０の場合は補強筋を３本とする。●ｂ＞３５０の場合は補強筋を３本とする。●ｂ＞３５０の場合は補強筋を３本とする。●ｂ＞３５０の場合は補強筋を３本とする。●ｂ＞３５０の場合は補強筋を３本とする。

●補強筋は、梁主筋の１段落し径（D16以上)とする。●補強筋は、梁主筋の１段落し径（D16以上)とする。●補強筋は、梁主筋の１段落し径（D16以上)とする。●補強筋は、梁主筋の１段落し径（D16以上)とする。●補強筋は、梁主筋の１段落し径（D16以上)とする。●補強筋は、梁主筋の１段落し径（D16以上)とする。●補強筋は、梁主筋の１段落し径（D16以上)とする。

ｂｂｂｂｂｂｂ

あばら補強筋あばら補強筋あばら補強筋あばら補強筋あばら補強筋あばら補強筋あばら補強筋
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（φ1＋φ2)/2×3（φ1＋φ2)/2×3（φ1＋φ2)/2×3（φ1＋φ2)/2×3（φ1＋φ2)/2×3（φ1＋φ2)/2×3（φ1＋φ2)/2×3
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(図1)補強筋の定着長さ(図1)補強筋の定着長さ(図1)補強筋の定着長さ(図1)補強筋の定着長さ(図1)補強筋の定着長さ(図1)補強筋の定着長さ(図1)補強筋の定着長さ (貫通孔が円形の場合)(貫通孔が円形の場合)(貫通孔が円形の場合)(貫通孔が円形の場合)(貫通孔が円形の場合)(貫通孔が円形の場合)(貫通孔が円形の場合)

せのこと。せのこと。せのこと。せのこと。せのこと。せのこと。せのこと。
場合は設計者又は工事監理者と打合場合は設計者又は工事監理者と打合場合は設計者又は工事監理者と打合場合は設計者又は工事監理者と打合場合は設計者又は工事監理者と打合場合は設計者又は工事監理者と打合場合は設計者又は工事監理者と打合
貫通孔が連続して間隔等が取れない貫通孔が連続して間隔等が取れない貫通孔が連続して間隔等が取れない貫通孔が連続して間隔等が取れない貫通孔が連続して間隔等が取れない貫通孔が連続して間隔等が取れない貫通孔が連続して間隔等が取れない

φ2φ2φ2φ2φ2φ2φ2φ1φ1φ1φ1φ1φ1φ1

4.孔は、柱面から、原則として1.5D(Dは梁せい)以上離す。ただし、基礎梁、壁付帯梁は除く。4.孔は、柱面から、原則として1.5D(Dは梁せい)以上離す。ただし、基礎梁、壁付帯梁は除く。4.孔は、柱面から、原則として1.5D(Dは梁せい)以上離す。ただし、基礎梁、壁付帯梁は除く。4.孔は、柱面から、原則として1.5D(Dは梁せい)以上離す。ただし、基礎梁、壁付帯梁は除く。4.孔は、柱面から、原則として1.5D(Dは梁せい)以上離す。ただし、基礎梁、壁付帯梁は除く。4.孔は、柱面から、原則として1.5D(Dは梁せい)以上離す。ただし、基礎梁、壁付帯梁は除く。4.孔は、柱面から、原則として1.5D(Dは梁せい)以上離す。ただし、基礎梁、壁付帯梁は除く。

　 場合は補強を省略することができる。　 場合は補強を省略することができる。　 場合は補強を省略することができる。　 場合は補強を省略することができる。　 場合は補強を省略することができる。　 場合は補強を省略することができる。　 場合は補強を省略することができる。
8.孔の径が梁せいの1/10以下、かつ150㎜未満のものは、鉄筋を緩やかに曲げる事により、開口部を避けて配筋できる8.孔の径が梁せいの1/10以下、かつ150㎜未満のものは、鉄筋を緩やかに曲げる事により、開口部を避けて配筋できる8.孔の径が梁せいの1/10以下、かつ150㎜未満のものは、鉄筋を緩やかに曲げる事により、開口部を避けて配筋できる8.孔の径が梁せいの1/10以下、かつ150㎜未満のものは、鉄筋を緩やかに曲げる事により、開口部を避けて配筋できる8.孔の径が梁せいの1/10以下、かつ150㎜未満のものは、鉄筋を緩やかに曲げる事により、開口部を避けて配筋できる8.孔の径が梁せいの1/10以下、かつ150㎜未満のものは、鉄筋を緩やかに曲げる事により、開口部を避けて配筋できる8.孔の径が梁せいの1/10以下、かつ150㎜未満のものは、鉄筋を緩やかに曲げる事により、開口部を避けて配筋できる

7.補強筋は主筋の内側とする。また、鉄筋の定着長さは(図1)配筋による。7.補強筋は主筋の内側とする。また、鉄筋の定着長さは(図1)配筋による。7.補強筋は主筋の内側とする。また、鉄筋の定着長さは(図1)配筋による。7.補強筋は主筋の内側とする。また、鉄筋の定着長さは(図1)配筋による。7.補強筋は主筋の内側とする。また、鉄筋の定着長さは(図1)配筋による。7.補強筋は主筋の内側とする。また、鉄筋の定着長さは(図1)配筋による。7.補強筋は主筋の内側とする。また、鉄筋の定着長さは(図1)配筋による。

6.縦筋及び上下縦筋はあばら筋の形に配筋する。6.縦筋及び上下縦筋はあばら筋の形に配筋する。6.縦筋及び上下縦筋はあばら筋の形に配筋する。6.縦筋及び上下縦筋はあばら筋の形に配筋する。6.縦筋及び上下縦筋はあばら筋の形に配筋する。6.縦筋及び上下縦筋はあばら筋の形に配筋する。6.縦筋及び上下縦筋はあばら筋の形に配筋する。

5.孔が並列する場合の中心間隔は孔の径の平均値の3倍以上とする。5.孔が並列する場合の中心間隔は孔の径の平均値の3倍以上とする。5.孔が並列する場合の中心間隔は孔の径の平均値の3倍以上とする。5.孔が並列する場合の中心間隔は孔の径の平均値の3倍以上とする。5.孔が並列する場合の中心間隔は孔の径の平均値の3倍以上とする。5.孔が並列する場合の中心間隔は孔の径の平均値の3倍以上とする。5.孔が並列する場合の中心間隔は孔の径の平均値の3倍以上とする。

2.孔の径は、梁せいの1/3以下とし、孔が円形でない場合はこれの外接円とする。2.孔の径は、梁せいの1/3以下とし、孔が円形でない場合はこれの外接円とする。2.孔の径は、梁せいの1/3以下とし、孔が円形でない場合はこれの外接円とする。2.孔の径は、梁せいの1/3以下とし、孔が円形でない場合はこれの外接円とする。2.孔の径は、梁せいの1/3以下とし、孔が円形でない場合はこれの外接円とする。2.孔の径は、梁せいの1/3以下とし、孔が円形でない場合はこれの外接円とする。2.孔の径は、梁せいの1/3以下とし、孔が円形でない場合はこれの外接円とする。

1.梁貫通孔補強筋の名称は共通仕様図7.1による。1.梁貫通孔補強筋の名称は共通仕様図7.1による。1.梁貫通孔補強筋の名称は共通仕様図7.1による。1.梁貫通孔補強筋の名称は共通仕様図7.1による。1.梁貫通孔補強筋の名称は共通仕様図7.1による。1.梁貫通孔補強筋の名称は共通仕様図7.1による。1.梁貫通孔補強筋の名称は共通仕様図7.1による。

梁内フープ梁内フープ梁内フープ梁内フープ梁内フープ梁内フープ梁内フープ

下階フープ下階フープ下階フープ下階フープ下階フープ下階フープ下階フープ

梁内フープ梁内フープ梁内フープ梁内フープ梁内フープ梁内フープ梁内フープ

上階フープ上階フープ上階フープ上階フープ上階フープ上階フープ上階フープ

＜梁の高さが異なる場合＞＜梁の高さが異なる場合＞＜梁の高さが異なる場合＞＜梁の高さが異なる場合＞＜梁の高さが異なる場合＞＜梁の高さが異なる場合＞＜梁の高さが異なる場合＞

下階フープ下階フープ下階フープ下階フープ下階フープ下階フープ下階フープ

梁内フープ梁内フープ梁内フープ梁内フープ梁内フープ梁内フープ梁内フープ

上階フープ上階フープ上階フープ上階フープ上階フープ上階フープ上階フープ

＜逆梁の場合＞＜逆梁の場合＞＜逆梁の場合＞＜逆梁の場合＞＜逆梁の場合＞＜逆梁の場合＞＜逆梁の場合＞

上階フープ上階フープ上階フープ上階フープ上階フープ上階フープ上階フープ

下階フープ下階フープ下階フープ下階フープ下階フープ下階フープ下階フープ

＜直行する大梁の梁成が異なる場合＞＜直行する大梁の梁成が異なる場合＞＜直行する大梁の梁成が異なる場合＞＜直行する大梁の梁成が異なる場合＞＜直行する大梁の梁成が異なる場合＞＜直行する大梁の梁成が異なる場合＞＜直行する大梁の梁成が異なる場合＞

１１．梁内フープの範囲１１．梁内フープの範囲１１．梁内フープの範囲１１．梁内フープの範囲１１．梁内フープの範囲１１．梁内フープの範囲１１．梁内フープの範囲

１２．梁貫通孔補強１２．梁貫通孔補強１２．梁貫通孔補強１２．梁貫通孔補強１２．梁貫通孔補強１２．梁貫通孔補強１２．梁貫通孔補強 ※既製品(認定品)を使用する。※既製品(認定品)を使用する。※既製品(認定品)を使用する。※既製品(認定品)を使用する。※既製品(認定品)を使用する。※既製品(認定品)を使用する。※既製品(認定品)を使用する。

（１）既製品（１）既製品（１）既製品（１）既製品（１）既製品（１）既製品（１）既製品

１３．増築予定１３．増築予定１３．増築予定１３．増築予定１３．増築予定１３．増築予定１３．増築予定

2.定着金物を使用する場合に専門技術が必要な場合は専門業者の責任施工とする。2.定着金物を使用する場合に専門技術が必要な場合は専門業者の責任施工とする。2.定着金物を使用する場合に専門技術が必要な場合は専門業者の責任施工とする。2.定着金物を使用する場合に専門技術が必要な場合は専門業者の責任施工とする。2.定着金物を使用する場合に専門技術が必要な場合は専門業者の責任施工とする。2.定着金物を使用する場合に専門技術が必要な場合は専門業者の責任施工とする。2.定着金物を使用する場合に専門技術が必要な場合は専門業者の責任施工とする。

1.定着金物を使用する場合は各メ－カ－の使用可能範囲等を把握し施工を行う事。1.定着金物を使用する場合は各メ－カ－の使用可能範囲等を把握し施工を行う事。1.定着金物を使用する場合は各メ－カ－の使用可能範囲等を把握し施工を行う事。1.定着金物を使用する場合は各メ－カ－の使用可能範囲等を把握し施工を行う事。1.定着金物を使用する場合は各メ－カ－の使用可能範囲等を把握し施工を行う事。1.定着金物を使用する場合は各メ－カ－の使用可能範囲等を把握し施工を行う事。1.定着金物を使用する場合は各メ－カ－の使用可能範囲等を把握し施工を行う事。
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（（（（（（（増築時の鉄筋継手工法を考慮して措置する増築時の鉄筋継手工法を考慮して措置する増築時の鉄筋継手工法を考慮して措置する増築時の鉄筋継手工法を考慮して措置する増築時の鉄筋継手工法を考慮して措置する増築時の鉄筋継手工法を考慮して措置する増築時の鉄筋継手工法を考慮して措置する
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将来増築予定のコンクリ－ト増打ち部分は、将来増築予定のコンクリ－ト増打ち部分は、将来増築予定のコンクリ－ト増打ち部分は、将来増築予定のコンクリ－ト増打ち部分は、将来増築予定のコンクリ－ト増打ち部分は、将来増築予定のコンクリ－ト増打ち部分は、将来増築予定のコンクリ－ト増打ち部分は、

（１）柱、梁（１）柱、梁（１）柱、梁（１）柱、梁（１）柱、梁（１）柱、梁（１）柱、梁 （３）床版、壁（３）床版、壁（３）床版、壁（３）床版、壁（３）床版、壁（３）床版、壁（３）床版、壁（２）地中梁（２）地中梁（２）地中梁（２）地中梁（２）地中梁（２）地中梁（２）地中梁

手摺受けスラブ(垂れ壁のある場合)手摺受けスラブ(垂れ壁のある場合)手摺受けスラブ(垂れ壁のある場合)手摺受けスラブ(垂れ壁のある場合)手摺受けスラブ(垂れ壁のある場合)手摺受けスラブ(垂れ壁のある場合)手摺受けスラブ(垂れ壁のある場合)手摺受けスラブ(垂れ壁のない場合)手摺受けスラブ(垂れ壁のない場合)手摺受けスラブ(垂れ壁のない場合)手摺受けスラブ(垂れ壁のない場合)手摺受けスラブ(垂れ壁のない場合)手摺受けスラブ(垂れ壁のない場合)手摺受けスラブ(垂れ壁のない場合)

手摺壁手摺壁手摺壁手摺壁手摺壁手摺壁手摺壁
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（但し、Ｈ2 〉800 以上の場合、設計図による）（但し、Ｈ2 〉800 以上の場合、設計図による）（但し、Ｈ2 〉800 以上の場合、設計図による）（但し、Ｈ2 〉800 以上の場合、設計図による）（但し、Ｈ2 〉800 以上の場合、設計図による）（但し、Ｈ2 〉800 以上の場合、設計図による）（但し、Ｈ2 〉800 以上の場合、設計図による）（但し、Ｈ1 〉1,100 以上の場合、設計図による）（但し、Ｈ1 〉1,100 以上の場合、設計図による）（但し、Ｈ1 〉1,100 以上の場合、設計図による）（但し、Ｈ1 〉1,100 以上の場合、設計図による）（但し、Ｈ1 〉1,100 以上の場合、設計図による）（但し、Ｈ1 〉1,100 以上の場合、設計図による）（但し、Ｈ1 〉1,100 以上の場合、設計図による）

L2hかつ柱中心線を超えるL2hかつ柱中心線を超えるL2hかつ柱中心線を超えるL2hかつ柱中心線を超えるL2hかつ柱中心線を超えるL2hかつ柱中心線を超えるL2hかつ柱中心線を超える
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１０．柱、梁増打コンクリ－ト補強１０．柱、梁増打コンクリ－ト補強１０．柱、梁増打コンクリ－ト補強１０．柱、梁増打コンクリ－ト補強１０．柱、梁増打コンクリ－ト補強１０．柱、梁増打コンクリ－ト補強１０．柱、梁増打コンクリ－ト補強

※※※※※※※

SD295Aの同径、同ピッチとしてよい。SD295Aの同径、同ピッチとしてよい。SD295Aの同径、同ピッチとしてよい。SD295Aの同径、同ピッチとしてよい。SD295Aの同径、同ピッチとしてよい。SD295Aの同径、同ピッチとしてよい。SD295Aの同径、同ピッチとしてよい。
ただし、高強度せん断補強筋を使用する場合はただし、高強度せん断補強筋を使用する場合はただし、高強度せん断補強筋を使用する場合はただし、高強度せん断補強筋を使用する場合はただし、高強度せん断補強筋を使用する場合はただし、高強度せん断補強筋を使用する場合はただし、高強度せん断補強筋を使用する場合は
　柱と同径、同ピッチ、同材質とする。　柱と同径、同ピッチ、同材質とする。　柱と同径、同ピッチ、同材質とする。　柱と同径、同ピッチ、同材質とする。　柱と同径、同ピッチ、同材質とする。　柱と同径、同ピッチ、同材質とする。　柱と同径、同ピッチ、同材質とする。
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印は補強筋印は補強筋印は補強筋印は補強筋印は補強筋印は補強筋印は補強筋
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ハッチ部分は増打コンクリ－トを示す。ハッチ部分は増打コンクリ－トを示す。ハッチ部分は増打コンクリ－トを示す。ハッチ部分は増打コンクリ－トを示す。ハッチ部分は増打コンクリ－トを示す。ハッチ部分は増打コンクリ－トを示す。ハッチ部分は増打コンクリ－トを示す。
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２２２２２２２ｃｍｃｍｃｍｃｍｃｍｃｍｃｍ

及び工事監理者と打合せのこと及び工事監理者と打合せのこと及び工事監理者と打合せのこと及び工事監理者と打合せのこと及び工事監理者と打合せのこと及び工事監理者と打合せのこと及び工事監理者と打合せのこと
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（（（（（（（増打するときは事前に設計者、増打するときは事前に設計者、増打するときは事前に設計者、増打するときは事前に設計者、増打するときは事前に設計者、増打するときは事前に設計者、増打するときは事前に設計者、

ハッチ部分の面積Ａ　  補強タテ筋ハッチ部分の面積Ａ　  補強タテ筋ハッチ部分の面積Ａ　  補強タテ筋ハッチ部分の面積Ａ　  補強タテ筋ハッチ部分の面積Ａ　  補強タテ筋ハッチ部分の面積Ａ　  補強タテ筋ハッチ部分の面積Ａ　  補強タテ筋

（１）柱（１）柱（１）柱（１）柱（１）柱（１）柱（１）柱
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150程度150程度150程度150程度150程度150程度150程度

一本目を配置する。一本目を配置する。一本目を配置する。一本目を配置する。一本目を配置する。一本目を配置する。一本目を配置する。
縦筋は、柱面に縦筋は、柱面に縦筋は、柱面に縦筋は、柱面に縦筋は、柱面に縦筋は、柱面に縦筋は、柱面に
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配置する。配置する。配置する。配置する。配置する。配置する。配置する。
梁、又は床面に一段目を梁、又は床面に一段目を梁、又は床面に一段目を梁、又は床面に一段目を梁、又は床面に一段目を梁、又は床面に一段目を梁、又は床面に一段目を
横筋の配置は上下端とも横筋の配置は上下端とも横筋の配置は上下端とも横筋の配置は上下端とも横筋の配置は上下端とも横筋の配置は上下端とも横筋の配置は上下端とも

（１）定着（１）定着（１）定着（１）定着（１）定着（１）定着（１）定着

ｂ　柱に（平面図）ｂ　柱に（平面図）ｂ　柱に（平面図）ｂ　柱に（平面図）ｂ　柱に（平面図）ｂ　柱に（平面図）ｂ　柱に（平面図）ａ　梁にａ　梁にａ　梁にａ　梁にａ　梁にａ　梁にａ　梁に

（非耐力壁とスラブが取り合う場合）（非耐力壁とスラブが取り合う場合）（非耐力壁とスラブが取り合う場合）（非耐力壁とスラブが取り合う場合）（非耐力壁とスラブが取り合う場合）（非耐力壁とスラブが取り合う場合）（非耐力壁とスラブが取り合う場合）ｃ　床にｃ　床にｃ　床にｃ　床にｃ　床にｃ　床にｃ　床に
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ダブル配筋ダブル配筋ダブル配筋ダブル配筋ダブル配筋ダブル配筋ダブル配筋

2-D132-D132-D132-D132-D132-D132-D132-D132-D132-D132-D132-D132-D132-D13
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シングル配筋シングル配筋シングル配筋シングル配筋シングル配筋シングル配筋シングル配筋

ｄ　壁と壁（平面図）ｄ　壁と壁（平面図）ｄ　壁と壁（平面図）ｄ　壁と壁（平面図）ｄ　壁と壁（平面図）ｄ　壁と壁（平面図）ｄ　壁と壁（平面図）

（２）手摺、パラペット（２）手摺、パラペット（２）手摺、パラペット（２）手摺、パラペット（２）手摺、パラペット（２）手摺、パラペット（２）手摺、パラペット
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パラペットパラペットパラペットパラペットパラペットパラペットパラペット

（３）コンクリ－トブロック帳壁（３）コンクリ－トブロック帳壁（３）コンクリ－トブロック帳壁（３）コンクリ－トブロック帳壁（３）コンクリ－トブロック帳壁（３）コンクリ－トブロック帳壁（３）コンクリ－トブロック帳壁
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一般の場合一般の場合一般の場合一般の場合一般の場合一般の場合一般の場合 下部防水立上りのある場合下部防水立上りのある場合下部防水立上りのある場合下部防水立上りのある場合下部防水立上りのある場合下部防水立上りのある場合下部防水立上りのある場合
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D10@400D10@400D10@400D10@400D10@400D10@400D10@400

D10@400D10@400D10@400D10@400D10@400D10@400D10@400

での重ね継手は良しとするでの重ね継手は良しとするでの重ね継手は良しとするでの重ね継手は良しとするでの重ね継手は良しとするでの重ね継手は良しとするでの重ね継手は良しとする
立上りコンクリート部立上りコンクリート部立上りコンクリート部立上りコンクリート部立上りコンクリート部立上りコンクリート部立上りコンクリート部
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D10@400D10@400D10@400D10@400D10@400D10@400D10@400

D10@400D10@400D10@400D10@400D10@400D10@400D10@400
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縦筋は重ね継手を禁ずる縦筋は重ね継手を禁ずる縦筋は重ね継手を禁ずる縦筋は重ね継手を禁ずる縦筋は重ね継手を禁ずる縦筋は重ね継手を禁ずる縦筋は重ね継手を禁ずる

ｔｔｔｔｔｔｔ
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２５２５２５２５２５２５２５3500350035003500350035003500注）　　≦　　ｔかつ　　 以下とする。但し直交方向　　ｔ以内に壁、又は柱がある場合は除く注）　　≦　　ｔかつ　　 以下とする。但し直交方向　　ｔ以内に壁、又は柱がある場合は除く注）　　≦　　ｔかつ　　 以下とする。但し直交方向　　ｔ以内に壁、又は柱がある場合は除く注）　　≦　　ｔかつ　　 以下とする。但し直交方向　　ｔ以内に壁、又は柱がある場合は除く注）　　≦　　ｔかつ　　 以下とする。但し直交方向　　ｔ以内に壁、又は柱がある場合は除く注）　　≦　　ｔかつ　　 以下とする。但し直交方向　　ｔ以内に壁、又は柱がある場合は除く注）　　≦　　ｔかつ　　 以下とする。但し直交方向　　ｔ以内に壁、又は柱がある場合は除く２５２５２５２５２５２５２５

注）ｈはコンクリ－トブロック段数調節寸法とする。但し、重ね定着長さ以上とする。注）ｈはコンクリ－トブロック段数調節寸法とする。但し、重ね定着長さ以上とする。注）ｈはコンクリ－トブロック段数調節寸法とする。但し、重ね定着長さ以上とする。注）ｈはコンクリ－トブロック段数調節寸法とする。但し、重ね定着長さ以上とする。注）ｈはコンクリ－トブロック段数調節寸法とする。但し、重ね定着長さ以上とする。注）ｈはコンクリ－トブロック段数調節寸法とする。但し、重ね定着長さ以上とする。注）ｈはコンクリ－トブロック段数調節寸法とする。但し、重ね定着長さ以上とする。

ｈｏｈｏｈｏｈｏｈｏｈｏｈｏ

注）継手部は必ずモルタルを充テンすること注）継手部は必ずモルタルを充テンすること注）継手部は必ずモルタルを充テンすること注）継手部は必ずモルタルを充テンすること注）継手部は必ずモルタルを充テンすること注）継手部は必ずモルタルを充テンすること注）継手部は必ずモルタルを充テンすること

９．壁９．壁９．壁９．壁９．壁９．壁９．壁

※ 施工前には監理者に貫通孔補強検討書を提出する事。※ 施工前には監理者に貫通孔補強検討書を提出する事。※ 施工前には監理者に貫通孔補強検討書を提出する事。※ 施工前には監理者に貫通孔補強検討書を提出する事。※ 施工前には監理者に貫通孔補強検討書を提出する事。※ 施工前には監理者に貫通孔補強検討書を提出する事。※ 施工前には監理者に貫通孔補強検討書を提出する事。

※ 大臣認定による既製品を使用する場合は、適用条件はすべて認定内容による。※ 大臣認定による既製品を使用する場合は、適用条件はすべて認定内容による。※ 大臣認定による既製品を使用する場合は、適用条件はすべて認定内容による。※ 大臣認定による既製品を使用する場合は、適用条件はすべて認定内容による。※ 大臣認定による既製品を使用する場合は、適用条件はすべて認定内容による。※ 大臣認定による既製品を使用する場合は、適用条件はすべて認定内容による。※ 大臣認定による既製品を使用する場合は、適用条件はすべて認定内容による。

　補強筋で評定が有る場合に設ける事が出来る。　補強筋で評定が有る場合に設ける事が出来る。　補強筋で評定が有る場合に設ける事が出来る。　補強筋で評定が有る場合に設ける事が出来る。　補強筋で評定が有る場合に設ける事が出来る。　補強筋で評定が有る場合に設ける事が出来る。　補強筋で評定が有る場合に設ける事が出来る。

※地中梁貫通孔を梁端部に設ける場合、梁せいの1/10以下かつ150mm未満の場合に既成貫通孔※地中梁貫通孔を梁端部に設ける場合、梁せいの1/10以下かつ150mm未満の場合に既成貫通孔※地中梁貫通孔を梁端部に設ける場合、梁せいの1/10以下かつ150mm未満の場合に既成貫通孔※地中梁貫通孔を梁端部に設ける場合、梁せいの1/10以下かつ150mm未満の場合に既成貫通孔※地中梁貫通孔を梁端部に設ける場合、梁せいの1/10以下かつ150mm未満の場合に既成貫通孔※地中梁貫通孔を梁端部に設ける場合、梁せいの1/10以下かつ150mm未満の場合に既成貫通孔※地中梁貫通孔を梁端部に設ける場合、梁せいの1/10以下かつ150mm未満の場合に既成貫通孔

　計画とする。　計画とする。　計画とする。　計画とする。　計画とする。　計画とする。　計画とする。

※地中梁端部に150mm以上の貫通孔が必要な場合は梁レベルを調整し梁上フカシ部分に設ける※地中梁端部に150mm以上の貫通孔が必要な場合は梁レベルを調整し梁上フカシ部分に設ける※地中梁端部に150mm以上の貫通孔が必要な場合は梁レベルを調整し梁上フカシ部分に設ける※地中梁端部に150mm以上の貫通孔が必要な場合は梁レベルを調整し梁上フカシ部分に設ける※地中梁端部に150mm以上の貫通孔が必要な場合は梁レベルを調整し梁上フカシ部分に設ける※地中梁端部に150mm以上の貫通孔が必要な場合は梁レベルを調整し梁上フカシ部分に設ける※地中梁端部に150mm以上の貫通孔が必要な場合は梁レベルを調整し梁上フカシ部分に設ける

1.5D1.5D1.5D1.5D1.5D1.5D1.5D梁端部（　 　以内）はさける梁端部（　 　以内）はさける梁端部（　 　以内）はさける梁端部（　 　以内）はさける梁端部（　 　以内）はさける梁端部（　 　以内）はさける梁端部（　 　以内）はさける
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望ましい範囲望ましい範囲望ましい範囲望ましい範囲望ましい範囲望ましい範囲望ましい範囲

（２）設置可能範囲（２）設置可能範囲（２）設置可能範囲（２）設置可能範囲（２）設置可能範囲（２）設置可能範囲（２）設置可能範囲

(a)梁貫通孔は次による。(公共建築工事標準仕様書抜粋)(a)梁貫通孔は次による。(公共建築工事標準仕様書抜粋)(a)梁貫通孔は次による。(公共建築工事標準仕様書抜粋)(a)梁貫通孔は次による。(公共建築工事標準仕様書抜粋)(a)梁貫通孔は次による。(公共建築工事標準仕様書抜粋)(a)梁貫通孔は次による。(公共建築工事標準仕様書抜粋)(a)梁貫通孔は次による。(公共建築工事標準仕様書抜粋)
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×××××××
××××××××××××××

××××××××××××××××××××× ××××××× ×××××××
××××××××××××××

ＬＬＬＬＬＬＬ

補 助 筋補 助 筋補 助 筋補 助 筋補 助 筋補 助 筋補 助 筋

定着金物を使用する事ができる。１４．定着金物参照定着金物を使用する事ができる。１４．定着金物参照定着金物を使用する事ができる。１４．定着金物参照定着金物を使用する事ができる。１４．定着金物参照定着金物を使用する事ができる。１４．定着金物参照定着金物を使用する事ができる。１４．定着金物参照定着金物を使用する事ができる。１４．定着金物参照
・主筋下端を曲げ上げ出来ない場合は監理者の承認を得て・主筋下端を曲げ上げ出来ない場合は監理者の承認を得て・主筋下端を曲げ上げ出来ない場合は監理者の承認を得て・主筋下端を曲げ上げ出来ない場合は監理者の承認を得て・主筋下端を曲げ上げ出来ない場合は監理者の承認を得て・主筋下端を曲げ上げ出来ない場合は監理者の承認を得て・主筋下端を曲げ上げ出来ない場合は監理者の承認を得て
・梁主筋ののみ込み長さLaは柱せいの3/4倍以上とする。・梁主筋ののみ込み長さLaは柱せいの3/4倍以上とする。・梁主筋ののみ込み長さLaは柱せいの3/4倍以上とする。・梁主筋ののみ込み長さLaは柱せいの3/4倍以上とする。・梁主筋ののみ込み長さLaは柱せいの3/4倍以上とする。・梁主筋ののみ込み長さLaは柱せいの3/4倍以上とする。・梁主筋ののみ込み長さLaは柱せいの3/4倍以上とする。
※共通　※共通　※共通　※共通　※共通　※共通　※共通　

拘束筋拘束筋拘束筋拘束筋拘束筋拘束筋拘束筋
(逆U字形(逆U字形(逆U字形(逆U字形(逆U字形(逆U字形(逆U字形
落し込み筋)落し込み筋)落し込み筋)落し込み筋)落し込み筋)落し込み筋)落し込み筋)

(直線定着)(直線定着)(直線定着)(直線定着)(直線定着)(直線定着)(直線定着)

(直線定着)(直線定着)(直線定着)(直線定着)(直線定着)(直線定着)(直線定着)
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最上階最上階最上階最上階最上階最上階最上階

以上以上以上以上以上以上以上LLLLLLL 2222222

2222222LLLLLLL 以上以上以上以上以上以上以上

連続端における梁通し筋の場合連続端における梁通し筋の場合連続端における梁通し筋の場合連続端における梁通し筋の場合連続端における梁通し筋の場合連続端における梁通し筋の場合連続端における梁通し筋の場合
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・　　が確保できない場合は2.(2)【定着方法】による事ができる。・　　が確保できない場合は2.(2)【定着方法】による事ができる。・　　が確保できない場合は2.(2)【定着方法】による事ができる。・　　が確保できない場合は2.(2)【定着方法】による事ができる。・　　が確保できない場合は2.(2)【定着方法】による事ができる。・　　が確保できない場合は2.(2)【定着方法】による事ができる。・　　が確保できない場合は2.(2)【定着方法】による事ができる。
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端部端部端部端部端部端部端部先端先端先端先端先端先端先端
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最上階最上階最上階最上階最上階最上階最上階
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3h3h3h3h3h3h3hLLLLLLL
・梁主筋ののみ込み長さLaは柱せいの3/4倍以上とする。・梁主筋ののみ込み長さLaは柱せいの3/4倍以上とする。・梁主筋ののみ込み長さLaは柱せいの3/4倍以上とする。・梁主筋ののみ込み長さLaは柱せいの3/4倍以上とする。・梁主筋ののみ込み長さLaは柱せいの3/4倍以上とする。・梁主筋ののみ込み長さLaは柱せいの3/4倍以上とする。・梁主筋ののみ込み長さLaは柱せいの3/4倍以上とする。

・先端の折り曲げ長さＬは、片持梁厚さよりかぶり厚を除いた長さとする。・先端の折り曲げ長さＬは、片持梁厚さよりかぶり厚を除いた長さとする。・先端の折り曲げ長さＬは、片持梁厚さよりかぶり厚を除いた長さとする。・先端の折り曲げ長さＬは、片持梁厚さよりかぶり厚を除いた長さとする。・先端の折り曲げ長さＬは、片持梁厚さよりかぶり厚を除いた長さとする。・先端の折り曲げ長さＬは、片持梁厚さよりかぶり厚を除いた長さとする。・先端の折り曲げ長さＬは、片持梁厚さよりかぶり厚を除いた長さとする。
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つりあげ筋つりあげ筋つりあげ筋つりあげ筋つりあげ筋つりあげ筋つりあげ筋
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余長余長余長余長余長余長余長
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（梁主筋を折り曲げるとき）（梁主筋を折り曲げるとき）（梁主筋を折り曲げるとき）（梁主筋を折り曲げるとき）（梁主筋を折り曲げるとき）（梁主筋を折り曲げるとき）（梁主筋を折り曲げるとき）
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70＜H≦150の場合70＜H≦150の場合70＜H≦150の場合70＜H≦150の場合70＜H≦150の場合70＜H≦150の場合70＜H≦150の場合
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1200×600以下1200×600以下1200×600以下1200×600以下1200×600以下1200×600以下1200×600以下 2-D162-D162-D162-D162-D162-D162-D16
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D13-@200ダブルD13-@200ダブルD13-@200ダブルD13-@200ダブルD13-@200ダブルD13-@200ダブルD13-@200ダブル

D10-@150D10-@150D10-@150D10-@150D10-@150D10-@150D10-@150

１１１１１１１

（７）釜場（７）釜場（７）釜場（７）釜場（７）釜場（７）釜場（７）釜場

ＬＬＬＬＬＬＬ

●無筋部分　D10-@200長さ　800以上●無筋部分　D10-@200長さ　800以上●無筋部分　D10-@200長さ　800以上●無筋部分　D10-@200長さ　800以上●無筋部分　D10-@200長さ　800以上●無筋部分　D10-@200長さ　800以上●無筋部分　D10-@200長さ　800以上

●設計配筋間隔の1/2ピッチ　長さ2L1以上●設計配筋間隔の1/2ピッチ　長さ2L1以上●設計配筋間隔の1/2ピッチ　長さ2L1以上●設計配筋間隔の1/2ピッチ　長さ2L1以上●設計配筋間隔の1/2ピッチ　長さ2L1以上●設計配筋間隔の1/2ピッチ　長さ2L1以上●設計配筋間隔の1/2ピッチ　長さ2L1以上

（８）打継ぎ補強（ダメ穴打継面について）（８）打継ぎ補強（ダメ穴打継面について）（８）打継ぎ補強（ダメ穴打継面について）（８）打継ぎ補強（ダメ穴打継面について）（８）打継ぎ補強（ダメ穴打継面について）（８）打継ぎ補強（ダメ穴打継面について）（８）打継ぎ補強（ダメ穴打継面について）

ＤＤＤＤ ＤＤＤ
Ｄ ＤＤＤ ＤＤＤ
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600600600600600600600

D10-@200D10-@200D10-@200D10-@200D10-@200D10-@200D10-@200

D10-@200D10-@200D10-@200D10-@200D10-@200D10-@200D10-@200

折曲折曲折曲折曲折曲折曲折曲

（６）土間コンクリ－ト（６）土間コンクリ－ト（６）土間コンクリ－ト（６）土間コンクリ－ト（６）土間コンクリ－ト（６）土間コンクリ－ト（６）土間コンクリ－ト

ｂ　間仕切壁との交叉部ｂ　間仕切壁との交叉部ｂ　間仕切壁との交叉部ｂ　間仕切壁との交叉部ｂ　間仕切壁との交叉部ｂ　間仕切壁との交叉部ｂ　間仕切壁との交叉部

ａ　軽作業の土間ａ　軽作業の土間ａ　軽作業の土間ａ　軽作業の土間ａ　軽作業の土間ａ　軽作業の土間ａ　軽作業の土間

HHHHHHH

D13D13D13D13D13D13D13

H≦70の場合H≦70の場合H≦70の場合H≦70の場合H≦70の場合H≦70の場合H≦70の場合

5H5H5H5H5H5H5H

（５）床板段差（５）床板段差（５）床板段差（５）床板段差（５）床板段差（５）床板段差（５）床板段差

350350350350350350350

Ｈ ＨＨＨ ＨＨＨ
2222222LLLLLLL

2222222LLLLLLL

D13D13D13D13D13D13D13

出隅受け部出隅受け部出隅受け部出隅受け部出隅受け部出隅受け部出隅受け部

  主筋の1サイズUPの径を表す。  主筋の1サイズUPの径を表す。  主筋の1サイズUPの径を表す。  主筋の1サイズUPの径を表す。  主筋の1サイズUPの径を表す。  主筋の1サイズUPの径を表す。  主筋の1サイズUPの径を表す。
※補強筋径DNはＡ・Ｂ部の片持ちスラブ※補強筋径DNはＡ・Ｂ部の片持ちスラブ※補強筋径DNはＡ・Ｂ部の片持ちスラブ※補強筋径DNはＡ・Ｂ部の片持ちスラブ※補強筋径DNはＡ・Ｂ部の片持ちスラブ※補強筋径DNはＡ・Ｂ部の片持ちスラブ※補強筋径DNはＡ・Ｂ部の片持ちスラブ

出隅部出隅部出隅部出隅部出隅部出隅部出隅部

出隅受け片持ち補強筋　6-DN出隅受け片持ち補強筋　6-DN出隅受け片持ち補強筋　6-DN出隅受け片持ち補強筋　6-DN出隅受け片持ち補強筋　6-DN出隅受け片持ち補強筋　6-DN出隅受け片持ち補強筋　6-DN

ＡＡＡＡＡＡＡ

ＢＢＢＢＢＢＢ

出隅受け部配筋は柱又は梁に 　定着する。出隅受け部配筋は柱又は梁に 　定着する。出隅受け部配筋は柱又は梁に 　定着する。出隅受け部配筋は柱又は梁に 　定着する。出隅受け部配筋は柱又は梁に 　定着する。出隅受け部配筋は柱又は梁に 　定着する。出隅受け部配筋は柱又は梁に 　定着する。ＬＬＬＬＬＬＬ１１１１１１１

２２２２２２２とするとするとするとするとするとするとする注注注注注注注 １１１１１１１≧≧≧≧≧≧≧
1111111

（出隅受け部配筋）（出隅受け部配筋）（出隅受け部配筋）（出隅受け部配筋）（出隅受け部配筋）（出隅受け部配筋）（出隅受け部配筋）
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1/21/21/21/21/21/21/2

2 222 222

1/2 + L11/2 + L11/2 + L11/2 + L11/2 + L11/2 + L11/2 + L1

1/2 + L11/2 + L11/2 + L11/2 + L11/2 + L11/2 + L11/2 + L1

1111111
2 222 222
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１１１１１１１≧≧≧≧≧≧≧ ２２２２２２２とするとするとするとするとするとするとする注注注注注注注

一般床版配力筋一般床版配力筋一般床版配力筋一般床版配力筋一般床版配力筋一般床版配力筋一般床版配力筋

（出隅部分補強筋）（出隅部分補強筋）（出隅部分補強筋）（出隅部分補強筋）（出隅部分補強筋）（出隅部分補強筋）（出隅部分補強筋）

補強の配筋は特記による。特記がなければ補強の配筋は特記による。特記がなければ補強の配筋は特記による。特記がなければ補強の配筋は特記による。特記がなければ補強の配筋は特記による。特記がなければ補強の配筋は特記による。特記がなければ補強の配筋は特記による。特記がなければ ＠＠＠＠＠＠＠ ダブルとする。ダブルとする。ダブルとする。ダブルとする。ダブルとする。ダブルとする。ダブルとする。Ｄ１０－１００Ｄ１０－１００Ｄ１０－１００Ｄ１０－１００Ｄ１０－１００Ｄ１０－１００Ｄ１０－１００

出隅部分の補強筋出隅部分の補強筋出隅部分の補強筋出隅部分の補強筋出隅部分の補強筋出隅部分の補強筋出隅部分の補強筋

出隅部分の補強筋出隅部分の補強筋出隅部分の補強筋出隅部分の補強筋出隅部分の補強筋出隅部分の補強筋出隅部分の補強筋

（３）片持ちスラブ出隅部補強（３）片持ちスラブ出隅部補強（３）片持ちスラブ出隅部補強（３）片持ちスラブ出隅部補強（３）片持ちスラブ出隅部補強（３）片持ちスラブ出隅部補強（３）片持ちスラブ出隅部補強

（４）床板開口部の補強（開口の径　　 程度以下の場合）（４）床板開口部の補強（開口の径　　 程度以下の場合）（４）床板開口部の補強（開口の径　　 程度以下の場合）（４）床板開口部の補強（開口の径　　 程度以下の場合）（４）床板開口部の補強（開口の径　　 程度以下の場合）（４）床板開口部の補強（開口の径　　 程度以下の場合）（４）床板開口部の補強（開口の径　　 程度以下の場合）７００７００７００７００７００７００７００

D13D13D13D13D13D13D13

D13D13D13D13D13D13D13

D13D13D13D13D13D13D13

孔と孔のへりあき100以上孔と孔のへりあき100以上孔と孔のへりあき100以上孔と孔のへりあき100以上孔と孔のへりあき100以上孔と孔のへりあき100以上孔と孔のへりあき100以上

注）設備の小開口が連続してあく場合注）設備の小開口が連続してあく場合注）設備の小開口が連続してあく場合注）設備の小開口が連続してあく場合注）設備の小開口が連続してあく場合注）設備の小開口が連続してあく場合注）設備の小開口が連続してあく場合

　　を開口をさけて補強する。　　を開口をさけて補強する。　　を開口をさけて補強する。　　を開口をさけて補強する。　　を開口をさけて補強する。　　を開口をさけて補強する。　　を開口をさけて補強する。
　　によって切られる鉄筋と同じ鉄筋　　によって切られる鉄筋と同じ鉄筋　　によって切られる鉄筋と同じ鉄筋　　によって切られる鉄筋と同じ鉄筋　　によって切られる鉄筋と同じ鉄筋　　によって切られる鉄筋と同じ鉄筋　　によって切られる鉄筋と同じ鉄筋
　　は縦、横、斜補強筋とは別に開口　　は縦、横、斜補強筋とは別に開口　　は縦、横、斜補強筋とは別に開口　　は縦、横、斜補強筋とは別に開口　　は縦、横、斜補強筋とは別に開口　　は縦、横、斜補強筋とは別に開口　　は縦、横、斜補強筋とは別に開口

本本本本本本本

本本本本本本本

n2
本

n2
本

n2
本

n2
本

n2
本

n2
本

n2
本

注）スラブ開口によって切られる鉄筋と同量の鉄筋で周囲を補強(上下)し、注）スラブ開口によって切られる鉄筋と同量の鉄筋で周囲を補強(上下)し、注）スラブ開口によって切られる鉄筋と同量の鉄筋で周囲を補強(上下)し、注）スラブ開口によって切られる鉄筋と同量の鉄筋で周囲を補強(上下)し、注）スラブ開口によって切られる鉄筋と同量の鉄筋で周囲を補強(上下)し、注）スラブ開口によって切られる鉄筋と同量の鉄筋で周囲を補強(上下)し、注）スラブ開口によって切られる鉄筋と同量の鉄筋で周囲を補強(上下)し、

隅角部に斜め方向に2-D13(L=2L1)シングルを上下筋の内側に配筋する。隅角部に斜め方向に2-D13(L=2L1)シングルを上下筋の内側に配筋する。隅角部に斜め方向に2-D13(L=2L1)シングルを上下筋の内側に配筋する。隅角部に斜め方向に2-D13(L=2L1)シングルを上下筋の内側に配筋する。隅角部に斜め方向に2-D13(L=2L1)シングルを上下筋の内側に配筋する。隅角部に斜め方向に2-D13(L=2L1)シングルを上下筋の内側に配筋する。隅角部に斜め方向に2-D13(L=2L1)シングルを上下筋の内側に配筋する。

n1本n1本n1本n1本n1本n1本n1本

n1n1n1n1n1n1n1
2222222(    )(    )(    )(    )(    )(    )(    )

n2n2n2n2n2n2n2
2222222(    )(    )(    )(    )(    )(    )(    )

L1L1L1L1L1L1L1

L1 L
1

L1L
1

L1L
1

L1

注）スラブ開口の最大径が両方向の鉄筋間隔以下で、鉄筋を緩やかに曲げる注）スラブ開口の最大径が両方向の鉄筋間隔以下で、鉄筋を緩やかに曲げる注）スラブ開口の最大径が両方向の鉄筋間隔以下で、鉄筋を緩やかに曲げる注）スラブ開口の最大径が両方向の鉄筋間隔以下で、鉄筋を緩やかに曲げる注）スラブ開口の最大径が両方向の鉄筋間隔以下で、鉄筋を緩やかに曲げる注）スラブ開口の最大径が両方向の鉄筋間隔以下で、鉄筋を緩やかに曲げる注）スラブ開口の最大径が両方向の鉄筋間隔以下で、鉄筋を緩やかに曲げる

ことにより、開口部を避けて配筋できる場合は補強を省略することができる。ことにより、開口部を避けて配筋できる場合は補強を省略することができる。ことにより、開口部を避けて配筋できる場合は補強を省略することができる。ことにより、開口部を避けて配筋できる場合は補強を省略することができる。ことにより、開口部を避けて配筋できる場合は補強を省略することができる。ことにより、開口部を避けて配筋できる場合は補強を省略することができる。ことにより、開口部を避けて配筋できる場合は補強を省略することができる。

=1500=1500=1500=1500=1500=1500=1500　径で　　　　 とし、上端筋の下に配筋する　径で　　　　 とし、上端筋の下に配筋する　径で　　　　 とし、上端筋の下に配筋する　径で　　　　 とし、上端筋の下に配筋する　径で　　　　 とし、上端筋の下に配筋する　径で　　　　 とし、上端筋の下に配筋する　径で　　　　 とし、上端筋の下に配筋する

※※※※※※※ｂ　 の個所（入隅）は各階補強するｂ　 の個所（入隅）は各階補強するｂ　 の個所（入隅）は各階補強するｂ　 の個所（入隅）は各階補強するｂ　 の個所（入隅）は各階補強するｂ　 の個所（入隅）は各階補強するｂ　 の個所（入隅）は各階補強する

ａ 補強筋は各5-D13又はスラブ主筋の同一ａ 補強筋は各5-D13又はスラブ主筋の同一ａ 補強筋は各5-D13又はスラブ主筋の同一ａ 補強筋は各5-D13又はスラブ主筋の同一ａ 補強筋は各5-D13又はスラブ主筋の同一ａ 補強筋は各5-D13又はスラブ主筋の同一ａ 補強筋は各5-D13又はスラブ主筋の同一

（２）屋根スラブの補強（２）屋根スラブの補強（２）屋根スラブの補強（２）屋根スラブの補強（２）屋根スラブの補強（２）屋根スラブの補強（２）屋根スラブの補強

※※※※※※※

・スラブに段差のない場合は、主筋を引き通してスラブに定着してもよい。・スラブに段差のない場合は、主筋を引き通してスラブに定着してもよい。・スラブに段差のない場合は、主筋を引き通してスラブに定着してもよい。・スラブに段差のない場合は、主筋を引き通してスラブに定着してもよい。・スラブに段差のない場合は、主筋を引き通してスラブに定着してもよい。・スラブに段差のない場合は、主筋を引き通してスラブに定着してもよい。・スラブに段差のない場合は、主筋を引き通してスラブに定着してもよい。
・先端の折り曲げ長さＬは、スラブ厚さよりかぶり厚を除いた長さとする。・先端の折り曲げ長さＬは、スラブ厚さよりかぶり厚を除いた長さとする。・先端の折り曲げ長さＬは、スラブ厚さよりかぶり厚を除いた長さとする。・先端の折り曲げ長さＬは、スラブ厚さよりかぶり厚を除いた長さとする。・先端の折り曲げ長さＬは、スラブ厚さよりかぶり厚を除いた長さとする。・先端の折り曲げ長さＬは、スラブ厚さよりかぶり厚を除いた長さとする。・先端の折り曲げ長さＬは、スラブ厚さよりかぶり厚を除いた長さとする。
※共通　※共通　※共通　※共通　※共通　※共通　※共通　

75～10075～10075～10075～10075～10075～10075～100

10d以上,直線定着の場合は25d以上10d以上,直線定着の場合は25d以上10d以上,直線定着の場合は25d以上10d以上,直線定着の場合は25d以上10d以上,直線定着の場合は25d以上10d以上,直線定着の場合は25d以上10d以上,直線定着の場合は25d以上

バ－サポ－トバ－サポ－トバ－サポ－トバ－サポ－トバ－サポ－トバ－サポ－トバ－サポ－ト

ＬＬＬＬＬＬＬ

60606060606060

（１）定着および継手（１）定着および継手（１）定着および継手（１）定着および継手（１）定着および継手（１）定着および継手（１）定着および継手

ａ　片持床スラブａ　片持床スラブａ　片持床スラブａ　片持床スラブａ　片持床スラブａ　片持床スラブａ　片持床スラブ

継手位置は原則として下表による。継手位置は原則として下表による。継手位置は原則として下表による。継手位置は原則として下表による。継手位置は原則として下表による。継手位置は原則として下表による。継手位置は原則として下表による。

3333333LLLLLLL

15d15d15d15d15d15d15d

15d15d15d15d15d15d15d

D13D13D13D13D13D13D13

肩筋D13以上肩筋D13以上肩筋D13以上肩筋D13以上肩筋D13以上肩筋D13以上肩筋D13以上

ｙｙｙｙ ｙｙｙ

/4 /4/4/4 /4/4/4x xxx xxx
/4 /4/4/4 /4/4/4x xxx xxx

/4/4/4/4/4/4/4xxxxxxx/4/4/4/4/4/4/4xxxxxxx

xxxxxxx

ＣＣＣＣＣＣＣ ＡＡＡＡＡＡＡ ＣＣＣＣＣＣＣ

ＡＡＡＡＡＡＡＢＢＢＢＢＢＢＡＡＡＡＡＡＡ

ＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣ ＡＡＡＡＡＡＡ

標準継手位置標準継手位置標準継手位置標準継手位置標準継手位置標準継手位置標準継手位置

ＢＢＢＢＢＢＢ
ＢＢＢＢＢＢＢ

ＡＡＡＡＡＡＡ ＣＣＣＣＣＣＣ短辺・長辺方向短辺・長辺方向短辺・長辺方向短辺・長辺方向短辺・長辺方向短辺・長辺方向短辺・長辺方向

短　辺　方　向短　辺　方　向短　辺　方　向短　辺　方　向短　辺　方　向短　辺　方　向短　辺　方　向

長　辺　方　向長　辺　方　向長　辺　方　向長　辺　方　向長　辺　方　向長　辺　方　向長　辺　方　向
下端筋下端筋下端筋下端筋下端筋下端筋下端筋

上端筋上端筋上端筋上端筋上端筋上端筋上端筋

ｂ　一般床スラブｂ　一般床スラブｂ　一般床スラブｂ　一般床スラブｂ　一般床スラブｂ　一般床スラブｂ　一般床スラブ

８．床　板８．床　板８．床　板８．床　板８．床　板８．床　板８．床　板

吊上げ筋吊上げ筋吊上げ筋吊上げ筋吊上げ筋吊上げ筋吊上げ筋
(注)D10-@2000程度の幅止め筋(注)D10-@2000程度の幅止め筋(注)D10-@2000程度の幅止め筋(注)D10-@2000程度の幅止め筋(注)D10-@2000程度の幅止め筋(注)D10-@2000程度の幅止め筋(注)D10-@2000程度の幅止め筋

135°135°135°135°135°135°135°

　　で横振れを防ぐ。　　で横振れを防ぐ。　　で横振れを防ぐ。　　で横振れを防ぐ。　　で横振れを防ぐ。　　で横振れを防ぐ。　　で横振れを防ぐ。

ｂｂｂｂｂｂｂ

6φ-@1500程度6φ-@1500程度6φ-@1500程度6φ-@1500程度6φ-@1500程度6φ-@1500程度6φ-@1500程度

ｂｂｂｂｂｂｂＳ金物Ｓ金物Ｓ金物Ｓ金物Ｓ金物Ｓ金物Ｓ金物

6φ-@1500程度6φ-@1500程度6φ-@1500程度6φ-@1500程度6φ-@1500程度6φ-@1500程度6φ-@1500程度

ｂｂｂｂｂｂｂ

6φ-@1500程度6φ-@1500程度6φ-@1500程度6φ-@1500程度6φ-@1500程度6φ-@1500程度6φ-@1500程度

２）２段筋のあき確保のため、下図の吊下げ金物あるいは補助筋を使用する。２）２段筋のあき確保のため、下図の吊下げ金物あるいは補助筋を使用する。２）２段筋のあき確保のため、下図の吊下げ金物あるいは補助筋を使用する。２）２段筋のあき確保のため、下図の吊下げ金物あるいは補助筋を使用する。２）２段筋のあき確保のため、下図の吊下げ金物あるいは補助筋を使用する。２）２段筋のあき確保のため、下図の吊下げ金物あるいは補助筋を使用する。２）２段筋のあき確保のため、下図の吊下げ金物あるいは補助筋を使用する。

(宙吊り筋のない場合は不要)(宙吊り筋のない場合は不要)(宙吊り筋のない場合は不要)(宙吊り筋のない場合は不要)(宙吊り筋のない場合は不要)(宙吊り筋のない場合は不要)(宙吊り筋のない場合は不要)

D13-@1500程度D13-@1500程度D13-@1500程度D13-@1500程度D13-@1500程度D13-@1500程度D13-@1500程度

4ｄ程度4ｄ程度4ｄ程度4ｄ程度4ｄ程度4ｄ程度4ｄ程度

Ｄ=3d～2dＤ=3d～2dＤ=3d～2dＤ=3d～2dＤ=3d～2dＤ=3d～2dＤ=3d～2d

2段筋2段筋2段筋2段筋2段筋2段筋2段筋

３）宙吊筋・固定用補助筋３）宙吊筋・固定用補助筋３）宙吊筋・固定用補助筋３）宙吊筋・固定用補助筋３）宙吊筋・固定用補助筋３）宙吊筋・固定用補助筋３）宙吊筋・固定用補助筋

５５５５５５５５５５５５５５

５０５０５０５０５０５０５０

D35D35D35D35D35D35D35

D32D32D32D32D32D32D32

bの標準値bの標準値bの標準値bの標準値bの標準値bの標準値bの標準値呼び名径呼び名径呼び名径呼び名径呼び名径呼び名径呼び名径

３５３５３５３５３５３５３５D16～D22D16～D22D16～D22D16～D22D16～D22D16～D22D16～D22

４０４０４０４０４０４０４０D25D25D25D25D25D25D25

４５４５４５４５４５４５４５D29D29D29D29D29D29D29
ｂｂｂｂｂｂｂ

ｂｂｂｂｂｂｂ

ｂｂｂｂｂｂｂ

　以内で割り付ける　以内で割り付ける　以内で割り付ける　以内で割り付ける　以内で割り付ける　以内で割り付ける　以内で割り付ける１０００１０００１０００１０００１０００１０００１０００

Ｄ＜６００Ｄ＜６００Ｄ＜６００Ｄ＜６００Ｄ＜６００Ｄ＜６００Ｄ＜６００

　　≦Ｄ＜　　　　　２－Ｄ　（９φ）１段　　≦Ｄ＜　　　　　２－Ｄ　（９φ）１段　　≦Ｄ＜　　　　　２－Ｄ　（９φ）１段　　≦Ｄ＜　　　　　２－Ｄ　（９φ）１段　　≦Ｄ＜　　　　　２－Ｄ　（９φ）１段　　≦Ｄ＜　　　　　２－Ｄ　（９φ）１段　　≦Ｄ＜　　　　　２－Ｄ　（９φ）１段

ＤＤＤＤＤＤＤ4d 4d4d4d 4d4d4d

腹筋腹筋腹筋腹筋腹筋腹筋腹筋

幅止め筋幅止め筋幅止め筋幅止め筋幅止め筋幅止め筋幅止め筋

３００３００３００３００３００３００３００
１０１０１０１０１０１０１０
１０１０１０１０１０１０１０

９００９００９００９００９００９００９００
６００６００６００６００６００６００６００

不要不要不要不要不要不要不要

　　≦Ｄ　　≦Ｄ　　≦Ｄ　　≦Ｄ　　≦Ｄ　　≦Ｄ　　≦Ｄ
１２００１２００１２００１２００１２００１２００１２００　　≦Ｄ＜　　　　　４－Ｄ　（９φ）２段　　≦Ｄ＜　　　　　４－Ｄ　（９φ）２段　　≦Ｄ＜　　　　　４－Ｄ　（９φ）２段　　≦Ｄ＜　　　　　４－Ｄ　（９φ）２段　　≦Ｄ＜　　　　　４－Ｄ　（９φ）２段　　≦Ｄ＜　　　　　４－Ｄ　（９φ）２段　　≦Ｄ＜　　　　　４－Ｄ　（９φ）２段

１０１０１０１０１０１０１０Ｄ　（９φ）＠　　　以内Ｄ　（９φ）＠　　　以内Ｄ　（９φ）＠　　　以内Ｄ　（９φ）＠　　　以内Ｄ　（９φ）＠　　　以内Ｄ　（９φ）＠　　　以内Ｄ　（９φ）＠　　　以内

９００９００９００９００９００９００９００

１２００１２００１２００１２００１２００１２００１２００

１０１０１０１０１０１０１０Ｄ　（９φ）＠Ｄ　（９φ）＠Ｄ　（９φ）＠Ｄ　（９φ）＠Ｄ　（９φ）＠Ｄ　（９φ）＠Ｄ　（９φ）＠幅止め筋幅止め筋幅止め筋幅止め筋幅止め筋幅止め筋幅止め筋

腹筋腹筋腹筋腹筋腹筋腹筋腹筋

（５）幅止め筋の本数、加工（５）幅止め筋の本数、加工（５）幅止め筋の本数、加工（５）幅止め筋の本数、加工（５）幅止め筋の本数、加工（５）幅止め筋の本数、加工（５）幅止め筋の本数、加工

　　　側とする。　　　側とする。　　　側とする。　　　側とする。　　　側とする。　　　側とする。　　　側とする。

（ロ）フックの位置は　ａ　にあっては交互、　ｂ　にあってはスラブ（ロ）フックの位置は　ａ　にあっては交互、　ｂ　にあってはスラブ（ロ）フックの位置は　ａ　にあっては交互、　ｂ　にあってはスラブ（ロ）フックの位置は　ａ　にあっては交互、　ｂ　にあってはスラブ（ロ）フックの位置は　ａ　にあっては交互、　ｂ　にあってはスラブ（ロ）フックの位置は　ａ　にあっては交互、　ｂ　にあってはスラブ（ロ）フックの位置は　ａ　にあっては交互、　ｂ　にあってはスラブ

8d 8d8d8d 8d8d8d

4d 4d4d4d 4d4d4d

8d 8d8d8d 8d8d8d8d 8d8d8d 8d8d8d

　　　ができる。　　　ができる。　　　ができる。　　　ができる。　　　ができる。　　　ができる。　　　ができる。

　　　で　ｂ　、両側床版付（Ｔ型）梁で　ｃ　又は　ｂ　とすること　　　で　ｂ　、両側床版付（Ｔ型）梁で　ｃ　又は　ｂ　とすること　　　で　ｂ　、両側床版付（Ｔ型）梁で　ｃ　又は　ｂ　とすること　　　で　ｂ　、両側床版付（Ｔ型）梁で　ｃ　又は　ｂ　とすること　　　で　ｂ　、両側床版付（Ｔ型）梁で　ｃ　又は　ｂ　とすること　　　で　ｂ　、両側床版付（Ｔ型）梁で　ｃ　又は　ｂ　とすること　　　で　ｂ　、両側床版付（Ｔ型）梁で　ｃ　又は　ｂ　とすること

（イ）原則として　ａ　のフック先曲げとする。片側床版付（Ｌ型）梁（イ）原則として　ａ　のフック先曲げとする。片側床版付（Ｌ型）梁（イ）原則として　ａ　のフック先曲げとする。片側床版付（Ｌ型）梁（イ）原則として　ａ　のフック先曲げとする。片側床版付（Ｌ型）梁（イ）原則として　ａ　のフック先曲げとする。片側床版付（Ｌ型）梁（イ）原則として　ａ　のフック先曲げとする。片側床版付（Ｌ型）梁（イ）原則として　ａ　のフック先曲げとする。片側床版付（Ｌ型）梁

ｅｅｅｅｅｅｅｄｄｄｄｄｄｄｃｃｃｃｃｃｃｂｂｂｂｂｂｂａａａａａａａ

（４）あばら筋の型（４）あばら筋の型（４）あばら筋の型（４）あばら筋の型（４）あばら筋の型（４）あばら筋の型（４）あばら筋の型

(ST　と同径）(ST　と同径）(ST　と同径）(ST　と同径）(ST　と同径）(ST　と同径）(ST　と同径）

段落とし主筋の定着端部より10cmの位置に横補強筋を配筋する。段落とし主筋の定着端部より10cmの位置に横補強筋を配筋する。段落とし主筋の定着端部より10cmの位置に横補強筋を配筋する。段落とし主筋の定着端部より10cmの位置に横補強筋を配筋する。段落とし主筋の定着端部より10cmの位置に横補強筋を配筋する。段落とし主筋の定着端部より10cmの位置に横補強筋を配筋する。段落とし主筋の定着端部より10cmの位置に横補強筋を配筋する。

10cm10cm10cm10cm10cm10cm10cm

鉄筋か、又は、同サイズを２本巻きとする鉄筋か、又は、同サイズを２本巻きとする鉄筋か、又は、同サイズを２本巻きとする鉄筋か、又は、同サイズを２本巻きとする鉄筋か、又は、同サイズを２本巻きとする鉄筋か、又は、同サイズを２本巻きとする鉄筋か、又は、同サイズを２本巻きとする

つりあげ筋つりあげ筋つりあげ筋つりあげ筋つりあげ筋つりあげ筋つりあげ筋

つり上げ筋は、一般のあばら筋より、１サイズ太いつり上げ筋は、一般のあばら筋より、１サイズ太いつり上げ筋は、一般のあばら筋より、１サイズ太いつり上げ筋は、一般のあばら筋より、１サイズ太いつり上げ筋は、一般のあばら筋より、１サイズ太いつり上げ筋は、一般のあばら筋より、１サイズ太いつり上げ筋は、一般のあばら筋より、１サイズ太い×××××××印は幅止め筋印は幅止め筋印は幅止め筋印は幅止め筋印は幅止め筋印は幅止め筋印は幅止め筋

第１あばら筋は柱面より配筋する第１あばら筋は柱面より配筋する第１あばら筋は柱面より配筋する第１あばら筋は柱面より配筋する第１あばら筋は柱面より配筋する第１あばら筋は柱面より配筋する第１あばら筋は柱面より配筋する

（３）あばら筋、腹筋、幅止めの配置（３）あばら筋、腹筋、幅止めの配置（３）あばら筋、腹筋、幅止めの配置（３）あばら筋、腹筋、幅止めの配置（３）あばら筋、腹筋、幅止めの配置（３）あばら筋、腹筋、幅止めの配置（３）あばら筋、腹筋、幅止めの配置

補強あばら筋は小梁側面補強あばら筋は小梁側面補強あばら筋は小梁側面補強あばら筋は小梁側面補強あばら筋は小梁側面補強あばら筋は小梁側面補強あばら筋は小梁側面

平　面平　面平　面平　面平　面平　面平　面

面面面面面面面
正正正正正正正

に必ず入れること。に必ず入れること。に必ず入れること。に必ず入れること。に必ず入れること。に必ず入れること。に必ず入れること。

45°45°45°45°45°45°45°θ＝θ＝θ＝θ＝θ＝θ＝θ＝
正　面正　面正　面正　面正　面正　面正　面

（２）大梁主筋の継手（２）大梁主筋の継手（２）大梁主筋の継手（２）大梁主筋の継手（２）大梁主筋の継手（２）大梁主筋の継手（２）大梁主筋の継手

DDDDDDDDDDDDDD /4/4/4/4/4/4/4 /4/4/4/4/4/4/4oooooooooooooo

/4/4/4/4/4/4/4ooooooo/4/4/4/4/4/4/4ooooooo

ooooooo

は継手の好まは継手の好まは継手の好まは継手の好まは継手の好まは継手の好まは継手の好ま
しい位置しい位置しい位置しい位置しい位置しい位置しい位置

平面平面平面平面平面平面平面
2222222LLLLLLL

2222222LLLLLLL

あばら筋を入れるあばら筋を入れるあばら筋を入れるあばら筋を入れるあばら筋を入れるあばら筋を入れるあばら筋を入れる

折り下げ折り下げ折り下げ折り下げ折り下げ折り下げ折り下げ
片持梁筋片持梁筋片持梁筋片持梁筋片持梁筋片持梁筋片持梁筋

o/3o/3o/3o/3o/3o/3o/3222222215d15d15d15d15d15d15d

端部端部端部端部端部端部端部先端先端先端先端先端先端先端

ooooooo

一般階一般階一般階一般階一般階一般階一般階

ＬＬＬＬ ＬＬＬ

※共通　※共通　※共通　※共通　※共通　※共通　※共通　

3h3h3h3h3h3h3hLLLLLLL

ｃ　片持梁の定着ｃ　片持梁の定着ｃ　片持梁の定着ｃ　片持梁の定着ｃ　片持梁の定着ｃ　片持梁の定着ｃ　片持梁の定着

20d20d20d20d20d20d20d20d20d20d20d20d20d20d

ｂ　小梁の定着ｂ　小梁の定着ｂ　小梁の定着ｂ　小梁の定着ｂ　小梁の定着ｂ　小梁の定着ｂ　小梁の定着

連続端連続端連続端連続端連続端連続端連続端最終端最終端最終端最終端最終端最終端最終端

ＢＢＢＢＢＢＢ

1/2B1/2B1/2B1/2B1/2B1/2B1/2B 1/2B1/2B1/2B1/2B1/2B1/2B1/2B ooooooo

15d15d15d15d15d15d15dＣＣＣＣＣＣＣ

梁主筋を折り曲げて定着する場合梁主筋を折り曲げて定着する場合梁主筋を折り曲げて定着する場合梁主筋を折り曲げて定着する場合梁主筋を折り曲げて定着する場合梁主筋を折り曲げて定着する場合梁主筋を折り曲げて定着する場合

ｏｏｏｏｏｏｏ

20d20d20d20d20d20d20d

o/4o/4o/4o/4o/4o/4o/4 15d15d15d15d15d15d15d

一般階一般階一般階一般階一般階一般階一般階

最上階階最上階階最上階階最上階階最上階階最上階階最上階階

ａ　大梁ａ　大梁ａ　大梁ａ　大梁ａ　大梁ａ　大梁ａ　大梁

※政令第73条 第3項に準じ、柱に定着される部分の長さをその径の40倍以上とする。※政令第73条 第3項に準じ、柱に定着される部分の長さをその径の40倍以上とする。※政令第73条 第3項に準じ、柱に定着される部分の長さをその径の40倍以上とする。※政令第73条 第3項に準じ、柱に定着される部分の長さをその径の40倍以上とする。※政令第73条 第3項に準じ、柱に定着される部分の長さをその径の40倍以上とする。※政令第73条 第3項に準じ、柱に定着される部分の長さをその径の40倍以上とする。※政令第73条 第3項に準じ、柱に定着される部分の長さをその径の40倍以上とする。
（１）定着（１）定着（１）定着（１）定着（１）定着（１）定着（１）定着 　　鉄筋径の異なる場合は大きい方の径による。おおよその目安は下表による。　　鉄筋径の異なる場合は大きい方の径による。おおよその目安は下表による。　　鉄筋径の異なる場合は大きい方の径による。おおよその目安は下表による。　　鉄筋径の異なる場合は大きい方の径による。おおよその目安は下表による。　　鉄筋径の異なる場合は大きい方の径による。おおよその目安は下表による。　　鉄筋径の異なる場合は大きい方の径による。おおよその目安は下表による。　　鉄筋径の異なる場合は大きい方の径による。おおよその目安は下表による。

１）２段配筋の鉄筋のあきｂは、1.5ｄかつ最大粗骨材径の1.25倍以上とする。１）２段配筋の鉄筋のあきｂは、1.5ｄかつ最大粗骨材径の1.25倍以上とする。１）２段配筋の鉄筋のあきｂは、1.5ｄかつ最大粗骨材径の1.25倍以上とする。１）２段配筋の鉄筋のあきｂは、1.5ｄかつ最大粗骨材径の1.25倍以上とする。１）２段配筋の鉄筋のあきｂは、1.5ｄかつ最大粗骨材径の1.25倍以上とする。１）２段配筋の鉄筋のあきｂは、1.5ｄかつ最大粗骨材径の1.25倍以上とする。１）２段配筋の鉄筋のあきｂは、1.5ｄかつ最大粗骨材径の1.25倍以上とする。

（６）２段配筋（６）２段配筋（６）２段配筋（６）２段配筋（６）２段配筋（６）２段配筋（６）２段配筋７．大梁、小梁、片持梁７．大梁、小梁、片持梁７．大梁、小梁、片持梁７．大梁、小梁、片持梁７．大梁、小梁、片持梁７．大梁、小梁、片持梁７．大梁、小梁、片持梁

LLLLLLL1111111
LaLaLaLaLaLaLa

LLLLLLL1111111

LLLLLLL1111111
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１　工事概要

（３）建物概要

   

   

（４）工事科目（○印を付けたものを適用する）

（注：延べ面積は建築基準法による表記）

用途区分

消防法施行令別表第一
建築物の名称 構造及び階数

延べ面積

（ｍ２）

計

動力設備

電灯設備

電熱設備

雷保護設備

受変電設備

電力貯蔵設備

発電設備

構内情報通信網設備

構内交換設備

情報表示設備

映像・音響設備

拡声設備

誘導支援設備

テレビ共同受信設備

監視カメラ設備

駐車場管制設備

防犯・入退室管理設備

火災報知設備

中央監視制御設備

構内配電線路

構内通信線路

テレビ電波障害防除設備

発生材処理

撤去工事

軽微な機械設備工事

軽微な建築工事

屋外
工事科目

建物別及び屋外

（９）ダンプトラック等による過積載等の防止について

　　ア　工事用資機材等の積載超過のないようにするとともに交通安全管理を十分に行うこと。

　　イ　過積載を行っている資材納入業者から、資材を購入しないこと。

　　ウ　資材等の過積載を防止するため、資材の購入等に当たっては、資材納入業者等の利益を不当に害する

　　　ことのないようにすること。

　　エ　さし枠の装着又は物品積載装置の不正改造をしたダンプカーが、工事現場に出入りすることのないよ

　　　うにすること。

　　オ　「土砂等を運搬する大型自動車による交通事故の防止等に関する特別措置法」（以下「法」という。）

　　　の目的に鑑み、法第12条に規定する団体等の設立状況を踏まえ、同団体等への加入者の使用を促進する

　　　こと。

　　カ　下請契約の相手方又は資材納入業者を選定するに当たっては、交通安全に関する配慮に欠けるもの又

　　　は業務に関しダンプトラック等によって悪質かつ重大な事故を発生させたものを排除すること。

　　キ　アからカのことにつき、下請契約における受注者を指導すること。

　　イ　調査票等を提出した事業所を事後に訪問して行う調査・指導の対象になった場合は、その実施に協力

　　　しなければならない。また、本工事の完成後においても同様とする。

　　ウ　公共事業労務費調査の対象工事となった場合に正確な調査票等の提出が行えるよう、労働基準法等に

　　　従って就業規則を作成すると共に賃金台帳を調製・保存する等、日頃より雇用している現場労働者の賃

　　　金時間管理を適切に行っておかなければならない。

　　エ　本工事の一部について下請契約を締結する場合には、当該下請工事の受注者（当該下請工事の一部に

　　　係る二次以降の下請人を含む。）がアからウまでと同様の義務を負う旨を定めなければならない。

（２）暴力団員等による不当介入の排除対策

　　受注者は、当該工事の施工に当たって「沖縄県土木建築部発注工事における暴力団員等による不当介入の

　排除手続きに関する合意書」（平成19年７月24日）に基づき、次に掲げる事項を遵守しなければならない。

　なお、違反したことが判明した場合は、指名停止等の措置を行うなど、厳正に対処するものとする。

　　ア　暴力団員等から不当要求を受けた場合は、毅然として拒否し、その旨を速やかに監督員に報告すると

　　　ともに、所轄の警察署に被害の届出を行い、捜査上必要な協力を行うこと。

　　イ　暴力団員等から不当要求による被害又は工事妨害を受けた場合は、速やかに監督員に報告するととも

　　　に、所轄の警察署に被害の届出を行うこと。

　　ウ　暴力団員等に対する排除対策を講じたにもかかわらず、工事に遅れが生じるおそれがある場合は、速

　　　やかに監督員と工程に関する協議を行うこと。

（３）ワンデーレスポンスの実施

　　ア　この工事はワンデーレスポンス実施対象工事である。ワンデーレスポンスとは、受注者からの質問、

　　　協議への回答は、基本的に「その日のうち」に回答するよう対応することである。ただし、即日回答が

　　　困難な場合は、いつまで回答が必要なのかを受注者と協議の上、回答期限を設けるなど、何らかの回答

　　　を「その日のうち」にすることである。

　　イ　受注者は計画工程表の提出にあたって、作業間の関連把握や工事の進捗状況等を把握できる工程管理

　　　方法について、監督員と協議を行うこと。

　　ウ　受注者は工事施工中において、問題が発生した場合及び計画工程と実施工程を比較照査し、差異が生

　　　じた場合は速やかに文書にて監督員へ報告すること。

　　エ　効果・課題等を把握するためアンケート等のフォローアップ調査を実施する場合があるため、協力す

　　　ること。

４　その他

（１）公共事業労務費調査に対する協力

　　ア　本工事が公共事業労務費調査の対象工事となった場合は、調査票等に必要事項を正確に記入し提出す

　　　る等、必要な協力を行わなければならない。また、本工事の完成後においても同様とする。

２　本工事の設計時期

設計労務単価等に基づいて作成している。

３　電気設備工事仕様

（１）標準仕様書等

（２）特記仕様

　　ア　項目の番号に○印が付いた特記事項を適用する。

　　イ　特記事項のうち選択する事項は「・」又は「※」に○印が付いたものを適用する。ただし、○印のな

　　　い場合は「※」を適用する。「・」と「※」の両方に○印がある場合は、ともに適用する。

　　ウ　項目に記載の（ ． ． ）内の表示番号は標準仕様書の当該項目を参考まで示している。

令和元年版　建築工事特記仕様書【電気設備工事編】　沖縄県土木建築部

　　イ　本工事に建築工事を含む場合、建築工事は「公共建築工事標準仕様書（建築工事編）」（平成31年版）

　　　及び「公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）」（平成31年版）による。

（10）不正軽油の仕様の禁止等について

　　ア　受注者は、工事の施工に当たり、工事現場で使用し、若しくは使用される車両（資機材棟の搬出乳車

　　　両を含む。）又は建設機械等の燃料として、不正軽油（地方税法第144条の32の規定に違反する燃料を

　　　いう。）を使用し、又は使用させてはならない。

　　イ　受注者は、県の税務当局が実施する使用燃料の抜取調査に協力しなければならない。

　　ア　本工事の設計図書及び参考図に示す資材等については、特定企業の製品又は工法を指定するものでは

　　　ない。

　　イ　本工事で使用する資材等については、設計図書及び参考図のとおりの品質規格・仕様等で積算してお

　　　り、その品質規格・仕様等と同等品以上の資材を使用すること。なお、使用にあたっては監督職員の承

　　　諾を得るものとする。

　　ウ　「参考図」は建設工事請負契約約款第１条に定める設計図書ではなく、発注者の積算の透明性を確保

　　　し入札者の積算、工事費内訳書作成の効率化を図ることを目的に「参考資料」として提示するものであ

　　　る。

（11）設計図書における資材等の取扱いについて

特 記 仕 様 書 － １ （ 電 気 ）

　　　共建築設備工事標準図（電気設備工事編）」（平成31年版）（以下「標準図」という。）による。

　　　修工事標準仕様書（電気設備工事編）」（平成31年版）（以下「改修標準仕様書」という。）及び「公

　　　工事標準仕様書（電気設備工事編）」（平成31年版）（以下「標準仕様書」という。）、「公共建築改

　　ア　図面及びこの特記仕様書に記載されていない事項は、国土交通大臣官房官庁営繕部制定の「公共建築

（４）工事監理業務への協力等

　　ア　本工事の工事監理業務（建築工事監理業務委託契約に基づき、建築士法第２条第８項並びに同法第

　　　１８条第３項に掲げる工事監理を行う業務をいう。以下同じ）は、別途委託契約を締結することとし

　　　ており、本工事の現場代理人等は、当該工事監理業務の履行に協力すること。

　　イ　工事監理業務の受注者が配置した管理技術者、主任担当技術者並びに担当技術者（以下「管理技術

　　　者等」という。）の氏名等は発注者から通知する。なお管理技術者等は本工事に関する指示・承諾

　　　・協議の権限は有しない。

　　ウ　設計図書において監督員に提出することとなっている書類は、原則として管理技術者等に提出する

　　　こと。

　　エ　建設業法第２３条の２の規定に基づく工事監理に対する報告の書類は監督員に提出すること。

（５）本工事の請負代金額の変更協議をする場合及び本工事と関連する工事を本工事受注者と随意契約する場

　　本工事の請負代金額の変更協議をする場合及び本工事と関連する工事を本工事受注者と随意契約する場合

　にあたって、変更協議または関連する工事の予定価格の算定は、本工事の請負比率（元契約額÷元設計額）

　を変更設計額または関連工事の設計額に乗じた額で行う。

（６）県産資材の優先使用

　　本工事に使用する資材等のうち、沖縄県内で生産、製造され、かつ、規格、品質、価格等が適正である場

　合はこれを優先して使用するよう努めなければならない。なお、主要建設資材の使用状況を「県産建設資材

　使用状況報告書」にて報告すること。

（７）下請業者の県内企業優先活用

　　受注者は、下請契約の相手方を県内企業（主たる営業所を沖縄県内に有する者。）から選定するように努

　めなければならない。

（８）不発弾等発見時の処理について

　　本工事において、不発弾等が発見された場合には、警察署（交番、駐在所）に報告すると共に、監督員を

　通して関連市町村（防災主管課）、沖縄県知事公室防災危機管理課及び沖縄県土木建築部技術・建設業課に

　報告すること。また、発見された不発弾等については、警察署または自衛隊より指示等があるまでは、触れ

　ずにそのままの状態で保存すること。

　　なお、これについては、下請業者へも周知すること。

　　合の取扱いについて

令 和 ３ 年 度

南城市役所

株 式 会 社 　 神 里 設 計

管 理 建 築 士 　 神 里 光 好

一 級 建 築 士 第 177440号

－

Ｅ － ０ １

一級建築士事務所登録第13Y-2823号
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摘 　 　 要

検 　 　 印

管 理 建 築 士 設 　 　 計 製 　 　 図

工 事 年 度

図 面 名 称

縮 　 　 尺

図 面 番 号
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資 格 者 氏 名
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（１）工 事 名　：　久高島電動カート車庫設置工事

久高島電動カート車庫設置工事

電動カート車庫

電動カート車庫

　本工事の設計書は、令和３年３月時点での沖縄県土木建築部建築工事積算基準及び令和３年３月の公共工事

（２）工事場所　：　南城市知念字久高231-19，236-5

27.75

27.75

南城市知念字久高231-19,236-5

令和３年７月　改訂版



項目 特記事項

一般共通事項

１　工事実績情報の

  登録

　(1.1.4)

２　適用図書等

  (1.1.6)

　工事実績情報の登録を行う。ただし、請負代金額が500万円未満の工事については、

登録を要しない。

項目 特記事項 項目 特記事項

○

○

※営繕工事写真撮影要領（平成31年版）

※公共建築工事標準仕様書（平成31年版）（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修）

※公共建築改修工事標準仕様書（平成31年版）（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修）

※公共建築設備工事標準図（平成31年版）（国土交通省大臣官房官庁営繕部設備

　　　　者又は監理技術者の工事現場への専任を要しない。なお、現場施工に着手す

　　　　る日については、請負契約の締結後、監督員との打合せにおいて定める。

　　　※請負契約の締結後、現場施工に着手するまでの期間（現場事務所の設置、資

　　　　機材の搬入又は仮設工事等が開始されるまでの期間）については、主任技術

（１）施工図等の著作権に関わる当該建築物に限る使用権は、発注者へ移譲するもの

　　とする。

（２）受注者は施工に先立ち各工事間の施工計画を調整、検討するため、各室の平面

　　図、展開図、天井伏図（各1/50程度）及び必要な部位の断面図を作成の上、監督

　　員に各工事の必要な内容を記載した総合図を提出し確認を　受ける。ただし、監

　　督員より総合図の作成を要しない旨の指示がある場合はこの限りでない。

（３）施工計画書及び主要機材の製作図並びに施工図は監督員の指示する時期に提出

　　する。ただし、監督員の指示がない場合は、原則として施工計画書は契約後30日

　　以内、製作図及び施工図は工事着工前までに提出し承諾を受ける。

６　概成工期

  (1.2.1)

７　施工図等

　(1.2.3)

○

　本工事では発注者から受注者に対し設計図CADデータを貸与する。なお、貸与され

たCADデータを本工事における施工図又は完成図の作成のため以外に使用してはなら

ない。

８　設計図CADデータ

の貸与

○

（１）工事請負代金額が3,500万円以上（建築一式工事の場合7,000万円以上）の工事９　施工管理体制

　　については、主任技術者又は監理技術者を現場ごとに専任で配置する。なお、専　(1.3.1)

　　任を要しない期間は、次のとおりとする。

　　ア　現場施工に着手するまでの期間

　　　　任技術者又は監理技術者の工事現場への専任を要しない。

（１）関連工事との取り合いは、別表－１による。ただし、図示されたものを除く。

（２）他工事の施工に支障をきたさないように、施工に必要な位置、寸法、数量等を

　速やかに明示し、円滑な施工に協力すること。

３　別契約の関連工事

　(1.1.7)

○

　工事の一時中止に係る計画の作成

（１）工事の一時中止の通知を受けた場合は、中止期間中における工事現場の管理に

　　関する計画（以下「基本計画書」という。）を発注者に提出し、承諾を受けるも

　　のとする。

　　　なお、基本計画書には、中止時点における工事の出来形、職員の体制、労務者

　　数、搬入材料及び建設機械器具等の確認に関すること、中止に伴う工事現場の体

　　制の縮小と再開に関すること及び工事現場の維持・管理に関する基本的事項を明

４　工事の一時中止

に係る事項

　(1.1.9)

○

（１）本工事は余裕期間として【　　　日間】を設定した工事である。なお、余裕期

　　間の設定にかかる積算上の割増は考慮していない。

（２）CORINS登録については、実工期期間にて技術者の従事期間の登録を行うこと。

（３）余裕期間における現場代理人、主任技術者又は監理技術者の配置は、不要とす

　　る。

（４）受注者は、契約書第３条に基づき提出する工程表は、余裕期間を記入したもの

　　とする。

（５）受注者は、着手関係書類（工程表、請負代金内訳書を除く）について、実工期

　　の始期に提出するものとする。

（６）受注者は、余裕期間内においては資材の搬入、仮設物の設置等工事の着手を

　　行ってはならない。ただし、余裕期間内に施工体制等及び建設資材の確保が図ら

　　れた場合は、監督職員との協議を行い、速やかに工事着手するとともに、着手関

　　係書類を提出するものとする。

（７）実工期の始期に変更が生じた場合は、全体工期の変更協議を行う。

５　工事の余裕期間

（８）受注者は、契約書第35条第1項の規定にかかわらず、実工期の始期以降でなけれ

　　ば、発注者に対して前払金の支払いを請求することはできない。

　・環境課監修）

　官庁営繕部監修）

※

　図示された範囲は、令和　年　月　日までに完了すること。

　　イ　検査終了後の期間

　　　　工事完成後、検査が終了し（発注者の都合により検査が遅延した場合を除

　　　く）、事務手続、後片付け等のみが残っている期間については、主任技術者又

（２）本工事により発生する建設廃棄物のうち、県内の最終処分場に搬入する産業廃棄

　　物は、産業廃棄物の処理に係る税（沖縄県産業廃棄物税）が課税されるので、適正

　　に処理すること。

　　　・請負契約の締結の日の翌日から令和　年　月　日までの期間については、主

　　　は監理技術者の工事現場への専任を要しない。

（２）主任技術者及び監理技術者の雇用関係について

　　ア　建設業法第26条の規定により、工事現場に専任で配置する主任技術者又は監

　　　理技術者は、受注者と入札執行日以前に３か月以上の雇用関係が成立していな

　　　ければならない。

　　イ　受注者は、着手届と共に工事現場に専任で配置する主任技術者又は監理技術

　　　者の雇用関係を証明する書類（健康保険被保険者証等の写し）を提出しなけれ

　　　ばならない。

（１）主任技術者及び監理技術者の資格については、入札公告、現場説明資料等によ

　　る。なお、入札公告、現場説明資料等で示されていない場合、主任技術者の資格

　　は、以下による。

　　※資格の区分１

　　次のイ又はロに掲げるもの

　　　イ　建設業法（昭和24年法律第100号）による技術検定（以下「技術検定」とい

　　　　う。）のうち、１級の電気工事施工管理の検定種目に合格した者

　　　ロ　技術士法（昭和58年法律第25号）による第二次試験のうち、技術部門を電

　　　　気・電子部門又は建設部門に合格した者

　　・資格の区分２

　　次のイ又はロに掲げるもの

　　　イ　技術検定のうち、１級又は２級の電気工事施工管理の検定種目に合格した

　　　　者

　　　ロ　資格の区分１のロに掲げる者

　　・資格の区分３

　　次のイ又はロに掲げるもの

　　　イ　建設業法第７条第２号イ又はロに定める実務経験を有する者

　　　ロ　昭和47年建設省告示第352号により、上記と同等以上の知識及び技術、技能

　　　　を有すると認定された者

（２）発注者へ資格を証明する資料を提出すること。

10　主任技術者等の

　資格

　施工条件は、図示及び以下による。

　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

11　施工条件

  (1.3.3)

12　交通安全管理

　(1.3.6)

○

（１）「低騒音型、低振動型建設機械の指定に関する規程」（平成９年７月31日建設

　　省告示第1536号、最終改正平成13年４月９日国土交通省告示第487号）による建

　　設機械を使用する。

（２）本工事において以下に示す建設機械を使用する場合は原則として「排出ガス対

　　策型建設機械指定要領（平成３年10月８日付け建設省経機発第249号、最終改正

　　建設機械を使用するものとする。

　　ア　バックホウ

　　ウ　ブルドーザ

　　エ　発動発電機

　　オ　空気圧縮機

　(1.3.8)

13　施工中の環境保

　全等

○

　　　一般工事用建設機械（ディーゼルエンジン出力7.5～260kW）

　　イ　車輪式トラクタショベル

　　カ　油圧ユニット（基礎工事用機械で独立したもの）

　　キ　ローラ類

　　ク　ホイールクレーン

　適切、安全な工事の実施のため、必要に応じ事前に施工調査を行う。（建物や周辺の

（１）マニフェストシステムを採用し、適正な収集、運搬及び処分を行う。

14　発生材の処理等

  (1.3.9)

○

状況等調査、残存物品調査、PCB、アスベスト等有害物質調査など）

　・無　　・有（図示）引渡しを要するもの

　・無　　・有（図示）　※現場調査を行う特別管理産業廃棄物

　・無　　・有（図示）再利用を図るもの

発生材の種類及び処理方法

　国道６路線及び県道７路線における警備業者が交通誘導警備業務を行う場合は、一

級又は二級検定合格警備員を配置すること。（平成27年4月１3日沖縄県公安委員会告

示第36号）

　　平成22年3月18日付け国総施設第291号）」に基づき指定された排出ガス対策型

（３）建設リサイクルの推進について

　　受注者は、工事着手前に「建設副産物情報交換システム」（以下「ＣＯＢＲＩＳ」

　　という。）により作成した、「再資源利用計画書」及び「再資源利用促進計画書」

　　を監督員に提出しなければならない。

　　また、受注者は、その計画書に従い建設廃棄物が適正に処理されたことを確認し、

　　工事完成時にＣＯＢＲＩＳにより作成した、「再資源か報告書」、「再資源利用実

　　施書」、「再資源利用促進実施書」を監督職員に提出しなければならない。

　　を監督職員に提出しなければならない。

（４）本工事で発生する建設廃棄物を現場外に搬出する場合、以下のいずれかとする。

　　ただし、島内、もしくは建設発生木材(伐採木を含む)･建設汚泥については工事現

　　場から50km以内に以下の施設がない場合は、この限りではない。

　　　①搬出した廃棄物の種類を原材料とするゆいくる材を製造している再資源化施設

　　　　へ搬出

　　　②搬出した廃棄物の種類を原材料とするゆいくる材の製造を行っていないが、そ

　　　　こで再資源化された後にゆいくる材製造業者へ出荷している施設へ搬出

（５）本工事における再資源化に要する費用（運搬費を含む処分費）は、前に掲げる施

　　設のうち、受入条件の合う中から運搬費と処分費（平日受入費用）の合計が最も経

　　済的になるものを見込んでいる。したがって、正当な理由がある場合を除き、再資

　　源化に要する費用の変更は行わない。

（６）アスファルト舗装版切断に伴い、切断機械から発生する濁水及び粉体の取扱い基

　　準について

　　ア）舗装切断作業に伴い、切断機械から発生する濁水及び粉体（以下、「廃棄物」

　　　　という。）については、廃棄物吸引機能を有する切断機械等により回収するも

　　　　のとする。回収された廃棄物については、関係機関等と協議の上、適正委に処

　　　　理するものとし、必要と認められる経費については変更できるものとする。

　　　　http://www.pref.okinawa.lg/site/kankyo/seibi/sangyo/asufaruto.html

　　　　なお、受注者は、廃棄物の処理に係る産業廃棄物管理票（マニフェスト）につ

　　　　いて、監督職員から請求があった場合は提示しなければならない。

　　イ）発生する濁水（汚濁）に関しては「アスファルト舗装版切断に伴い発生する濁

　　　　）」に基づき、適正委に処理すること。

　　ウ）発生する粉体に関しては「アスファルト舗装版切断に伴い発生する廃棄物の取

　　　　水の取扱基準について（通知）（平成２４年３月２８日付け土技第１２５７号

　　　　き、適正に処理すること。

　　る場合は、監督員と協議し、関係法令により適切に処置する。

　　ある場合、撤去部に有害物質を含む材料（アスベスト、鉛、PCB等）が使用されてい

（７）撤去前に内容物（燃料、冷媒、吸収液、廃油等）の回収を要する機器、配管等が

（１）次の工事関係保険に加入すること。なお保険の加入期間は、原則として工事着工

　　日から工事完成期日後14日以上とする。

　　※火災保険

　　※組立保険

　　※請負業者賠償責任保険

　　・建設工事保険

　　・労働災害総合保険

15　工事の保険等

　　　　「適正に処理」とは、「廃棄物処理及び清掃に関する法律」に基づき、産業廃

　　　　棄物の排出事業者（請負業者）が作業廃棄物の処理を委託する際、適正処理の

　　　　ために必要な産業廃棄物情報（成分正常等）を処理業者に提供することが必要

　　　　いる「濁水及び粉体の分析結果」を用いても指し支えない。

　　　　である。なお、工事に際して特別な混入材が無ければ、下記ＨＰに記載されて

　　　　扱いについて（通知）（平成２5年１月１７日付け土技第９４２号）」に基づ

※（建築、電気設備、機械設備）工事監理指針（令和元年版）（国土交通省大臣官房

※建築材料・設備機材等品質性能評価事業（建築材料・設備機材等）評価名簿（令和

　元年１月版）（一般社団法人公共建築協会）

○

○

○

（２）工事の施工を一時中止する場合は、工事の続行に備え工事現場を保全すること。

　　らかにする。
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久高島電動カート車庫設置工事

○

○

特 記 仕 様 書 － ２ （ 電 気 ）

Ｅ － ０ ２

南城市知念字久高231-19，236-5

（２）建設労災補償共済又はこれに準ずる共済、保険に加入し、契約後一か月以内に加

　　入を証明するための書類を発注者に提出する。

（３）建設業退職金共済制度に加入し、次の項目を遵守すること。

　　ア　掛金収納書を契約後原則一ヶ月以内（電子申請方式による場合にあっては

契約後原則40日以内）に発注者に提出する。

　　イ　当該建設現場に「建設業退職金共済制度適用事業主工事現場」標識を掲示する。

　　ウ　未加入下請事業者に対する加入を指導する。

　　エ　工事完成後、速やかに掛金充当実績総括表を作成し、

　　　　検査職員に掲示しなければならない。



項目 特記事項 項目 特記事項 特記事項

　本工事は、沖縄県が指定する情報共有システムを使用する。

（１）現場事務所等に情報共有システムが使用可能な以下に示す程度のインターネッ

　　ト環境を整えること。なお、現場条件等により当該整備が不可能な場合は、監督

　　員と協議すること。

  　【インターネット環境】：ブロードバンド回線

21　情報共有システム

　の使用

　　　情報共有システムとは、工事期間中において受発注者間でインターネットを介

　　して協議簿、図面等の各種データのやり取りを行い、情報共有サーバーを用いて

　　それらのデータを共有・交換するものである。

（１）ゆいくる材の利用

　　ア　本工事で使用するリサイクル資材は、特定建設資材廃棄物を原材料とするゆい

　　　くる材に限り、原則「ゆいくる材」とする。それ以外を原材料とするゆいくる材

　　　は率先して使用することとする。

　　イ　ゆいくる材がない離島等での工事の場合は、ゆいくる材以外の再生資材を使用

　　　できる。この場合においても受注者は、「ゆいくる材品質管理要領」に準じて品

　　　質管理を実施しなければならない。

　　ウ　ゆいくる材の在庫がない等により使用することができない場合は、新材を使用

　　　する。

（２）ゆいくる材の品質管理

　　ア　受注者は、ゆいくる材の品質管理にあたっては、標準仕様書等のほかに「ゆい

　　　くる材品質管理要領」に基づいて実施しなければならない。

　　イ　受注者は、工事請負代金額が500万円以上でゆいくる材を使用する場合、着手

　　　後に一般財団法人沖縄県建設技術センターあてに「ゆいくる材品質管理依頼」を

　　　行い、必要書類の交付を受けなければならない。

　　ウ　受注者は、路盤材のサンプル送付試験の試料採取や現場への資材初回搬入時と

　　　敷き均し転圧完了後に行う現場簡易試験を監督員等の立会のもと実施しなければ

16　ゆいくる材につ

　いて

　　　ならない。

　　エ　受注者は、路盤材の現場簡易試験が終了した後、速やかに監督員等に試験結果

　　　を報告しなければならない。

　※工事に使用する機材の品質等は図示（機器仕様書等）又はこれらと同等のものとす

　　る。（製品番号等は参考であり限定しない。）

　※使用する機材はあらかじめ監督員の承諾を受ける。

　※使用する機材が「建築資材・設備機材等品質性能評価事業」（一般社団法人公共建

　　築協会）による場合は、評価書の写しを監督員に提出する。

　※

（１）化学物質の濃度測定の基準、測定方法、測定対象室及び測定箇所数は以下により

　　実施する。

　　・「官庁営繕部におけるホルムアルデヒド等の室内空気中の化学物質の抑制に関す

　　る措置について」（国営整第４号平成24年４月５日）

　　・「学校における室内空気汚染対策について」（15ス学健第11号平成15年７月４日）

（２）測定対象化学物質が濃度指針値を超えた濃度で検出された場合は、引渡は受け

　　ない。

　中間技術検査を行う。実施回数及び実施する段階は以下による。

　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（１）本工事は電子納品対象工事とする。

　　　電子納品とは、調査、設計、工事などの各段階の最終成果を電子データで納品

　　することをいう。ここでいう電子データとは、各種電子納品要領・基準等（以下、

　　「要領」）に示されたファイルフォーマットに基づいて作成されたものを指す。

　　　なお、書面における署名又は押印の取り扱いについては、別途監督職員と協議

　　するものとする。

（２）工事完成図書は、「要領」に基づいた電子データとなっているか（一財）沖縄

　　県建設技術センターにて確認を受け、「確認登録証」の発行を受けること。

　　　工事完成図書は、電子媒体で（正）１部提出する。

　　　「要領」で特に記載が無い項目については、監督職員と協議の上、電子化の

　　ファイルフォーマットを決定する。なお、「紙」による提出物は、監督職員と協

　　議の上、決定すること。

（３）受注者は完成通知書の添付書類として、以下の書類及び電子データを監督員に

　　提出しなければならない。

　　ア　ゆいくる材利用状況報告書

  　イ　ゆいくる材出荷量証明書

（４）受注者は、監督員より「長期保全計画書」の作成の指示があった場合、これを

　　作成し監督員に提出しなければならない。なお、この計画書の内容等は監督員と

　　の協議により決定する。

測定対象室 測定箇所数 備考

17　機材の品質等

　(1.4.2)

19　技術検査

　(1.6.2)

　(1.7.1)

20　完成時の提出図書

　(1.5.7)

18　化学物質の濃度

　測定

○

○

別表－１（関連工事との取り合い）

　機器付属の制御盤及び操作盤以降の配管、配線

　換気扇の取付枠

　インサート

　軽量鉄骨天井、壁下地

（埋込照明器具、スピーカー等）

　下地組み、ボード類切り込み

　墨出し

　型枠の穴埋め

　補強鉄筋

　箱入れ

　スリーブの穴埋め

　補強鉄筋

　スリーブ

　架台、アンカーボルト

　屋外設置（架台、アンカーボルトを除く）

　屋上設置（架台、アンカーボルトを除く）

　屋内設置（架台、アンカーボルトを除く）

　天井吊り機器（空調機、空調換気扇）の本体と操作

　機器付属の制御盤及び操作盤への電源供給配管、

配線

スイッチ間の配管

　上記の配線

　上記の配線

　電極棒及びフロートスイッチの本体

　上記の配管、配線

　電気配管

　電気配線

　電源供給

　操作盤までの１次側電気工事

　操作盤以降の２次側電気工事

　建具類電動駆動装置の２次配線及び操作スイッチ

　上記の配管

　自動閉鎖装置取り付け箇所の切り込み及び補強

　パッケージ型空気調和機などで屋内機と屋外機と

の間の配管

　上記の配管、配線

本工事 別途工事

電気 建築
工事内容

　機器の基礎

（はり、床、壁）

　貫通スリーブ

　箱入れ

（はり、床、壁）

　天井、壁の切り込み

　開口部補強

　換気扇の取付枠

　インサート

　電気配管配線

　自動制御

　浄化槽

　建具類駆動装置

　自動閉鎖装置

機械
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※

※

※

※
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※
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※

・

※

・

※

・

　※配線は接続を含むものとする。

  　【パソコンＯＳ】     ：Microsoft Windows　７／８．１／１０

  　【推奨ブラウザ】     ：Internet Explorer　１１

（２）受注者は沖縄県CALSシステムの利用にあっては、沖縄県とCALS運営会社で定め

　　た使用許諾料を沖縄CALSシステムを運営している者に支払うこと。

（３）沖縄県CALSシステムの使用許諾料を支払ったときは、速やかに監督員に支払い

　　の事実を報告し、確認を受けること（支払いの事実を証明する書類（銀行振り込

　　みの写し等）を提出）。

　・足場の組立、解体又は変更の作業を行う場合は、「手すり先行工法による足場の

　　組立て等に関する基準」の２の（２）手すり据置方式又は（３）手すり先行専用

　　足場方式により行うこと。

　残土処分は（※構外適切処分　・構内敷ならし）とする。

　金属管（金属製位置ボックス等を含む。）の塗装は図示によるほか、（・屋内露出

　・屋外露出）箇所に塗装を施す。

　監督員の指示がある場合を除き、工事に使用する機材の規格、性能等は図示（機器

仕様書等）によるほか標準仕様書等、標準図による。

　監督員の指示がある場合を除き、工事の施工は、図示によるほか標準仕様書等、

標準図による。

設置する備品等の種類 数量 設置する備品等の種類 数量

23　土工事

　(2.2.1)

24　塗装工事

　(2.7.1)

25　機材

26　施工

27　耐震施工

○

○

（１）耐震施工は下記による。ただし、設計用標準震度が図示された場合は指定され

　　た設計用標準震度を用いて耐震施工を行う。

　　・「建築設備耐震設計・施工指針　2014年版」

　本工事で必要な動力用水光熱費等の費用は、受注者の負担とする。

　監督員事務所を本工事で（※設置しない　・設置する（・構内　・構外　・既存建

物内一部使用））。

　監督員事務所に設置する備品等の種類及び数量は以下のとおりとする。

22　仮設工事

　(2.1.1)

　本工事は磁気探査業務を含む。実施は「磁気探査実施要領（案）平成25年4月」

（沖縄県土木建築部）によるものとし、位置は図示による。

28　磁気探査

（１）受注者が代行で行う諸官公署手続き費用等は、受注者の負担とする。

（２）以下の負担金は受注者の負担とする。

　　・電力引込に係る負担金（　　　　　　円）

　　※

（３）図示されたものを除き、以下による。

　　・位置ボックスは（・金属製　・合成樹脂製　・　　　　　）とする。

　　・長さ1m以上の入線しない電線管には、直径1.2mm以上の被覆鉄線を挿入する。

　　・一般照明の照度測定を行う。照度測定を行う場所は、監督職員の指示による。

　　※

29　その他○

　　・　

　　・　

（２）建築物導入配管で不等沈下のおそれがある場合及び建物のエキスパンション

　　ジョイント部の配管は、図示によるほか標準図による措置を施す。

　　　・黄銅ＷＢ製　　）とする。

　　・フラッシュプレートは（・樹脂製　・ステンレス製　・新金属製　

・ ・ ・

○

○

令 和 ３ 年 度

南城市役所

株 式 会 社 　 神 里 設 計

管 理 建 築 士 　 神 里 光 好

一 級 建 築 士 第 177440号

－

一級建築士事務所登録第13Y-2823号

那 覇 市 字 識 名 1247-7

工 事 名 称

工 事 場 所

発 注 機 関

摘 　 　 要

検 　 　 印

管 理 建 築 士 設 　 　 計 製 　 　 図

工 事 年 度

図 面 名 称

縮 　 　 尺

図 面 番 号

名 　 　 称

資 格 者 氏 名

登 録 番 号

所  在  地

設

　

計

　

者

久高島電動カート車庫設置工事

特 記 仕 様 書 － ３ （ 電 気 ）

Ｅ － ０ ３

南城市知念字久高231-19，236-5



発注機関

摘　　要

検　　印

管理建築士 設　 計 製 　図

工事名称

工事場所

　南城市役所

A1=1/100　【A3=1/200】

名　　称

資格者氏名

登録番号

所 在 地

工事年度

縮    尺

図面名称

株式会社 神里設計

那覇市字識名1247-7

図面番号

一級建築士第177440号　神里光好

設

　

計

　

者

令和　３ 年度

一級建築士事務所登録第13Y-2823号

久高島電動カート車庫設置工事

汚水MH

隣地境界線

電柱

側溝
隣地境界線

隣
地
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線

側溝

BM

標識

電柱
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道
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境
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既設 CB塀( H=1,350）
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Ｎ

引込柱　建立要領図（参考）

ﾒﾝﾃﾅﾝｽ用足場ﾎﾞﾙﾄ共

配管固定用ｽﾃﾝﾚｽﾊﾞﾝﾄﾞ

電灯引込

100㎏
ｺﾝｸﾘｰﾄ根枷
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+60
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-30
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電灯分電盤

申請建物

地中配管
ｺﾝｸﾘｰﾄ柱 7-17-2.5

電力量計

建立要領図参照

ED

E 2.0(VE16)

配置及び外部電気設備平面図　S=1/100

配置及び外部電気設備平面図図・案内図・建立要領図

Ｅ－０４

ｺﾝｸﾘｰﾄ柱:7m-17㎝-2.5kN 配管埋設詳細図 NO SCALE

保護砂
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案内図　NO SCALE

久高島
徳仁港

久高島

船待合所

総合センター

離島振興
久高島

久高小中学校

％

％

建築面積

延床面積

床 面 積

建ﾍﾟｲ率

容積率

m2

m2

27.75

27.75

地域指定

防火地域

敷地面積

設計概要表

指定無し

都市計画区域外 %建ペイ率 % 容積率

m2

所 在 地

m227.75１階

備　　考

　景観条例・・・該当なし

　開発条例・・・該当なし

56.58

南城市知念字久高231-19，236-5
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工事場所



電気設備配線平面図　S=1/30

発注機関

摘　　要

検　　印

管理建築士 設　 計 製 　図

工事名称

工事場所

　南城市役所

名　　称

資格者氏名

登録番号

所 在 地

工事年度

縮    尺

図面名称

株式会社 神里設計

那覇市字識名1247-7

図面番号

一級建築士第177440号　神里光好

設

　

計

　

者

令和　３ 年度

一級建築士事務所登録第13Y-2823号

久高島電動カート車庫設置工事

A1=1/30　【A3=1/60】
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立上りを示す

3P20A

3P20A

換気扇用ｺﾝｾﾝﾄ
H=1,800

換気扇用ｺﾝｾﾝﾄ
H=1,800

1

1

3

4

電灯分電盤結線図

1φ 3W 200/100V

主）ELCB 3P 50/30AT(OC付き)

分）HB 2P 30/20ATx4

電 灯

カート用コンセント カート用コンセント

VA

VA

VA

VA

1

3

2

4
200V200V

樹脂製、露出型
参考品番：BQWB 8342（ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ)

1,500 1,500

78

Ａ ｉＤシリーズ直付型４０形　反射笠付型

パナソニック　直付ＸＬＸ４６０ＫＥＮＰＬＥ９

電源装置はライトバー側に内蔵

昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３

光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）

ライトバー（カバー）：ポリカーボネート（乳白）

本体：鋼板（白色粉体塗装）

消費電力４３．１Ｗ、定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ

一般タイプ、６９００ｌｍタイプ

記号 名 称 仕 様 数量 備　考

FE-1

FE-1

FE-1 換気扇

型式：壁取付け型

羽根径：20㎝

風量：588m3/h

電源：1φ 100V

消費電力：17.0w

屋外ﾌｰﾄﾞは建築

機 器 表

電気設備平面図・機器表・器具表・結線図

器 具 表

隣地境界線

+60 電灯分電盤
H=2,000

Ｅ－０５

注１）明記なき配線は下記による。(各階共通）

コンセント回路

電灯回路
2F

F
EM-EEF 2.0-2C

EM-EEF 1.6-2C

2

ｶｰﾄ充電用ｺﾝｾﾝﾄ

5X500=25005X500=250080 130 65

5,275

F

1

150

合計負荷：3,228 VA

コンセント
ｶｰﾄ充電用ｺﾝｾﾝﾄ

コンセント
H=600

2

2

コロガシ配線

コロガシ配線

EM-IE 2.0x2,E2.0(PF16)

EM-IE 2.0x2,E2.0(PF16)

インペイ配管（立上り部分はVE16にて露出配管）

インペイ配管（立上り部分はVE16にて露出配管）

F

F

Ａ

F

H=600

H=600

2
F

手元ｽｲｯﾁ
H=1,200

F
+
F

F+F
EM-EEF 1.6-2C + 1.6-2C コロガシ配線（立下り部分はVE22にて露出配管）
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